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        　――私はずっと、おまえを待っていた。

        　七年ものあいだ。

        　

        　

        「冬ふゆ貴き君。淋さびしそうだね」

        　柴しば崎ざき敬けい眞しんに話しかけられて、膝ひざを抱えて縁側に腰を下ろしていた清せい澗かん寺じ冬貴は、ぼんやりとその方角に視線を巡らせた。

        「淋しい？」

        「ああ、すまない。違ったかい？」

        「いや…おまえが言うなら、そうなのだろう」

        　畳に寝転がった冬貴の髪を優しく撫なで、柴崎は苦笑した。

        「伏ふし見み君は、全然……来ないね。それが君を鬱ふさぎ込ませているんだろう？」

        「鬱ぎ込む？　私が？」

        　意味がわからないと言いたげに冬貴が微かすかに語尾を上げると、柴崎は難しい顔になった。

        「君にしては鈍いな」

        　冬貴は柴崎の優しげな顔を見上げたが、己の感慨を特に言葉にすることはない。

        　伏見は自分のものだ。

        　だから、最後には必ずここに来ることを知っている。

        　その確信が揺らぐことは、決してなかった。

        「伏見君は、私が君を独り占めしているから、怒っているのかもしれないね」

        「独り占め、か」

        　冬貴はわずかに唇を綻ほころばせた。

        「どうかしたかい？」

        「いいや」

        　淋しいというのは、伏見がそばにいないということ。

        　寒いというのは、伏見のぬくもりがないということ。

        　どんな快楽も、どんな破滅も、冬貴を真の意味で楽しませることはない。

        　祖父が残した孤独の呪のろいは、時に冬貴の足を捉えそうになる。だが、それを踏みとどまることができるのは伏見の存在ゆえだ。

        「――おまえは私といて、楽しいのか」

        　柴崎は冬貴に肉にく慾よくを抱かないらしく、どんなにしどけなく誘ってみても、性的な接触を持とうとしない。そのことが、冬貴には不思議だった。

        「君のそばにいると、悲しくなる」

        「なぜ？」

        「人の孤独を知るからだ。君の愛の深さと、絶望の深さに息が詰まりそうになる」

        　意味が、わからない。

        　ときどき柴崎は、冬貴には理解できないことを平然と口にする。

        「君が腐っているから、人は君に引き寄せられるんじゃない。君が悲しいまでに純粋だからだと思うんだ」

        「おまえは私を買い被かぶっている」

        「そうかな」

        　苦い笑みを浮かべた柴崎は、冬貴の髪を撫なでた。

        　この男は、もうすぐ遠くへ行ってしまう。

        　その予感に駆られ、ふと、冬貴は彼の膝を掴つかんだ。

        「どうした、冬貴君」

        「何を考えている？」

        「ああ……うん。じつは従軍記者の件を」

        「従軍記者？」

        「何でもない。心を決めたら話すよ」

        「ん……」

        　人の一生など、冬貴には瞬まばたきをするようなものだ。

        　だからこそ、束つかの間にすぎぬこの世をあたためてくれるぬくもりを待っている。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        「冬貴。珍しいな、着替えて」

        　伏見義よし康やすが冬貴の部屋を訪ねると、彼は地味な背広に身を包んでいる。

        　珍しいこともあるものだ、というその思いが今し方の発言に繋つながったのだった。

        「どこへ行く？」

        「金こん平ぺい糖とう」

        　金平糖ということは、柴崎のところへ行くつもりなのだろうか。

        　柴崎の家の近くで売っている金平糖が美お味いしいらしく、ときどき冬貴がねだるのだ。伏見が買ってきてやったことも、一度や二度ではない。

        「柴崎さんなら、仕事が忙しいんじゃないのか？」

        　そうでなくとも売れっ子作家の柴崎が、冬貴のために時間を作るのは大変なことだろう。

        「金平糖」

        　なおもそういわれて、窘たしなめるつもりだった伏見は苦笑した。

        「わかった。一緒に買いにいこう」

        「……うん」

        　冬貴と柴崎の関係に、今更口を挟むつもりは毛頭ない。自分にとって嵯さ峨が野の経行つねゆきたちが必要な存在であるのと同じように、冬貴にとっては柴崎は大切な相手なのだ。

        　柴崎が前の戦争で足が不自由になってからというもの、冬貴は自分から柴崎に会いに行くこともあった。それに対して、とやかく言うつもりはない。

        「行こう」

        　手を差し伸べると、冬貴が当然とでも言いたげにその手を重ねてくる。

        　冬貴の仄ほのかな体温を感じ、伏見は微笑ほほえむ。

        　その手は、伏見が想像するよりもずっとあたたかかった。

        


    

    
        
            Short Pieces vol.5

        
    


    
        「あつい……」

        「…………」

        「……暑い、義康よしやす……」

        　しなだれかかった清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きに言われて、向かい合って褥しとねに腰を下ろした伏ふし見み義康は溜息ためいきをつく。

        　汗ばんだ冬貴の膚はだはしっとりとしており、まるで掌たなごころに吸いつくようだ。

        「暑くて当然だ。私の上でそんなに腰を振って……」

        　頭上から降りしきる蝉せみの鳴き声が、よけいに夏の暑気を濃厚に感じさせる。

        「だ、だって……あっ、あっあんっ」

        　全裸になった冬貴の仄白ほのじろい肢体が、閨ねやであやしげに蠢うごめく。

        　朝昼晩春夏秋冬を問わず、冬貴の性欲は途切れることがない。

        多情多淫、一昔前なら枇び杷わ葉よう湯とうというところか。

        　葦よし簀ずで薄暗くなった離れは時折涼風が吹き抜けるが、閨けい房ぼう特有の蒸れた空気を冷ましてはくれない。

        　本来ならばここで涼を取るつもりだったのに、冬貴にのしかかられ、例によって貪むさぼられる羽目になったのだ。

        「義康……動いて……？」

        　ねだりながらもきゅうっと内壁を締めつけられて、伏見は小さく息を吐く。

        「何だ、もう、出していいのか？」

        　冬貴の淡い色合いの髪は汗に濡ぬれており、そのなめらかな膚はだも湿り気を帯びている。

        　冷静さを装って言ったものの、伏見もさして余裕があるわけではない。

        冬貴の肉体ほど男を酔わせる快美なものはなく、こうして理性を保っていられるのも、彼の相手に伏見が慣れているからにほかならない。

        「やっ……まだ、だめ……」

        　我わが儘ままな情人は、いやいやと首を振った。

        「動く、だけ……？」

        「無茶を言うな」

        「して。……ね？」

        　四十を過ぎて今いま尚なお若々しい冬貴と違い、彼よりも年上の伏見は、冬貴を抱くにも限度というものがある。

        「じっくり愉たのしみたいなら、我慢を覚えなさい」

        　囁ささやいたついでに腰を突き上げるようにして振動を送ると、途端に冬貴が喉を反そらせた。

        「だ、って……あっ……あ、あっ……！」

        「どうした？　当たるのか？」

        「うん、いい、そこ…ん、んッ！」

        　一際高い声を上げて冬貴は達し、薄くなりかけた体液を吐き出す。

        　こんなふうになっても、冬貴は求めることをやめない。

        　中に熱いものを注いでやって、漸ようやく満足する。

        　厄介だけど、可愛い生き物。

        「…も…ちょうだい……あついの、ほしい……」

        　切れ切れに訴える冬貴の声はひどく淫らで、濡れた吐息を多分に含んでいた。

        「終わりにしていいのか？」

        「やだ……」

        　甘えるように訴えた冬貴が、その琥こ珀はく色の双そう眸ぼうで伏見をじっと見つめてくる。

        「たくさん、して」

        「それは難しい相談だ」

        「愉しませて」

        　ねだる言葉はいつも、甘く蠱こ惑わく的に響く。

        「……美お味いし…の、ほしい……」

        　耳じ朶だを噛かまれて、伏見は苦笑する。

        「――仕方ないやつだ」

        　下から突き上げてやると、大おお袈げ裟さなほどに激しく冬貴の上体が撓しなった。

        「義康……あ、あっ……ああっ……そこ、して……そう、もっと…っ…」

        　幾重にもなった繊細な肉にく層そうが生き物のように蠢しゅん動どうし、包み込んだ伏見の楔くさびを刺激する。こんなに淫いん蕩とうな躰からだはほかにないだろう。

        　甘く秘めやかな蜜壺みつつぼは、ひとたび男を咥くわえ込むと離さない。いつも、喩たとえようもない快楽だけを与えてくれる。

        　これまでにいったい何人の男が冬貴の毒牙にかかって破滅したのか、考えるのも億おっ劫くうになるほどだ。

        　薬物よりも深く激しく、彼は自分を酩酊めいていさせる。

        「おっきい、きもちい……いい、いいっ……いい……」

        　よがり狂う冬貴は嬌きょう声せいを上げ、伏見の精を搾り取ろうと腰を振っている。

        「…出して、だして……」

        　掠かすれ声での直接的な誘惑は、ひどく淫いん靡びだ。

        「中がいいのか？」

        　後始末が厄介なので一応聞いてやると、冬貴はこっくりと頷うなずいた。

        「ん……あっためて……」

        　昔から、冬貴の願いはいつも変わらない。

        「よしやす……」

        　この名を呼ぶ冬貴の声の、甘さ。

        　きりきりと引き絞る肉室にくむろのきつさに汗が滲にじみ、伏見は息を吐きながら精を放った。

        　

        　

         		◇　◇　◇

        　

        　

        「冬貴、何か飲むか？」

        「ううん」

        　いつもながら怠惰な調子で首を振った冬貴は、窓際に座らせてもなお、一等車の中でも一際目立っていた。

        　冬貴はあまり洋装を好まないが、何しろ一番似合うのは振り袖や色打ち掛けなので、ありきたりの着物を着せても面白くない。

        　それでも洋装の高級な黒い服地が控えめな光沢を放ち、冬貴の白皙はくせきの美び貌ぼうを更に引き立てている。

        　通路側の座席に腰を落ち着けた伏見は、読み止さしだった原稿を取り出す。翻訳を頼まれていた経済書で、あと一章訳せば終わる。趣味と実益を兼ねたようなものであり、こうして英米の最新の理論を学ぶことは面白かった。

        　冬貴は伏見の二の腕のあたりに凭もたれており、静かなものだった。

        　十二の冬に知り合ってから、三十年以上が経過しているが、相変わらず冬貴の容貌はみずみずしく麗しい。

        　清澗寺家の人間の中でも、最後の純血である冬貴は尋常ならざる特性を持つ。

        　その例が彼自身の並外れた色しき慾よくと、殆ほとんど歳としを取らぬその麗姿であろう。触れるといつもしっとりと潤みを帯びた膚は常に張りがあり、唇は常に濡れたように光る。

        　口を開けば淫声いんせいばかり紡ぐが、その実、彼が並外れて明めい晰せきな頭脳を持っていることは知っていた。このあいだも厄介な政党間の軋あつ轢れきをどうするか悩んでいたところ、冬貴が呟つぶやいた言葉が思わぬ鍵になり、事なきを得たのだった。

        　逆に言えば、多忙だからと冬貴を放っておくことのほうが危険なのだ。とはいえ、伏見の見識と人脈は政財界で重要なものと目されており、引く手あまたの状況が続いている。ゆっくりできることなど、年に数度もない。それでも世間一般の同年代の男性よりは、よほど時間があり、冬貴の世話をしているつもりはあるのだが、それでも彼には物足りないのだろう。

        　悪魔的に頭の切れる彼のことだ。あまり長いあいだ放っておくと、拗すねて伏見を困らせようとし、政財界に悪影響を及ぼしかねない。

        　そのため、夏になってからしきりに暑い暑いと零こぼす冬貴のために、伏見は輕かる井い澤ざわに避暑に向かうことにしたのである。

        　清澗寺家は別荘を持ってはいないが、空いている別荘を貸してくれるような知り合いは多い。伏見はよく吟味した末、冬貴が密ひそかに過ごすには最適と思えるような立地の物件を選んだ。

        　いつから起きていたか、冬貴はぼんやりと窓の外を眺めている。眠らないのが、彼にしては珍しかった。

        「どうした？」

        　原稿を読むのをやめてそちらを見やると、冬貴は出し抜けに呟つぶやいた。

        「昔、おまえと……こうやって汽車に乗った」

        「ん？　いつのことだ？」

        「鎌かま倉くらに行ったとき」

        「ああ」

        　あのときは冬貴を強引に連れ出し、どこからどう見ても美少女でしかない彼に女装をさせたのだ。草ぞう履りすら履いたことがなかった冬貴は、鼻緒が痛いと言ってひどく嫌がったものだ。

        　あれから、いったい何度目の夏になるのだろうか。

        「少し寝なさい。到着までは時間がある」

        　言われなくとも冬貴はそのつもりだったようで、すぐに寝息を立て始めた。

        「可か愛わいいよ、冬貴」

        　聞こえないように耳打ちし、伏見は彼の髪に微かすかにくちづけた。

        　

        　

        　輕井澤の空気は清涼で、帝都に比べて湿気が少ない。

        　これならば冬貴も気持ちよく過ごせるだろうと、伏見はほっとした。

        　目的地となる別荘は近くにホテルがあり、いざとなれば若い男を物色できるという算段だ。

        　広大な庭が売りらしいが、手入れのされていない林のそばに、こぢんまりとした別荘があるという表現のほうが適切だろう。

        　年老いた管理人に挨拶あいさつをしてから、伏見は疲れた様子の冬貴を伴って寝室へ向かった。

        「どうだ？　少しは楽になったか？」

        「ん……」

        　ベッドに横たわった冬貴の服が皺しわになってしまうと、伏見は彼の上着に手をかける。

        「するのか？」

        　艶つやを含んだ発音で問われ、伏見は苦笑した。

        「脱がせておくだけだ」

        「ふうん……」

        　ネクタイを解ほどいてシャツを脱がせ、ズボンも取り去る。

        「襦じゅ袢ばんがいいか？」

        「ん」

        　緋襦袢をトランクの中から出してやると、冬貴はそれをおざなりに羽織った。

        「義康」

        　誘うような甘い発音に、伏見は「まだだめだ」と彼の頭を撫なでる。

        「管理人が食事を作ってくれている。いきなり驚かせることもあるまい」

        「私にはおまえで十分だ。啜すすらせて？」

        　男の精を最も好む冬貴らしい発言を受け流し、伏見は肩を竦すくめる。

        「ならばよけいに、私にも少し栄養を摂とらせてくれ。おまえにつき合っていたら、干ひ涸からびてしまう」

        「じゃあ、これだけ……」

        　伸び上がった冬貴がキスを求めてきたので、伏見は笑いながらそれを受け止めた。

        「ん、んっ……」

        　濡れた吐息を零しながらキスに耽ふける冬貴は、なかなか伏見から離れようとしなかった。

        　隙すきを見て舌を差し入れ、積極的に絡めてくる。精がだめならせめて唾液でもと思うのか、伏見の首を強く引き寄せて下を向かせた冬貴は、薄く口を開けて誘った。

        　つくづく淫らすぎる男だった。

        　求められるままに唾液を注ぐと、冬貴の喉がこくりと動く。

        「んうう……」

        　陶然とうぜんと唇を離した冬貴が、伏見の胸に縋すがりついてきた。

        「義康」

        「だめだ」

        　その言葉には何の抑止力もないのは、わかっている。

        「おまえが一番美味しい……おまえだけ飲みたい……」

        「もう少し、待てないか？」

        　それが伏見の精いっぱいの譲歩だったが、冬貴は傲ごう然ぜんと「私を待たせる気か？」と聞き返す。

        「少しお預けしたほうが、より美味しくなるだろう？」

        「空腹だ」

        　冬貴はほっそりとした指を伸ばして伏見の下肢に触れ、器用な手つきで性器を引き出した。

        「おまえが教えたのだから、責任を取れ」

        「責任？」

        「これが一番……美味しいと」

        　囁くように告げた冬貴の瞳は、かつてと変わらぬ魅惑的な光を放つ。

        　どんなに快楽に溺れた瞬間でも、冬貴は冬貴であることをやめようとはしない。

        　諦めた伏見は、もう冬貴を止めようとしなかった。

        　それに気づいたのか、小さく喉で笑った冬貴が、改めて楔にくちづける。

        この手練手管で何度搾り取られたのか、考えるのも面倒だった。

        「んむっ……ん、んんっ……あむ…ぅ…」

        　何とも表現し難い淫らな音を立ててそれを吸う様はあまりに卑ひ猥わいで、たいていの男ならばこれだけで射精してしまうだろう。

        　先走りさえも惜しいのか、自分の掌てのひらや指まで舐なめて、うっとりと目を細めている。

        「ん、ん、よしやす……」

        　初めてのときは、伏見に教えられるままに「美味しい」と辿たど々しく言うだけだったのに、今は違う。

        「おいし……」

        「そうか」

        　伏見は目を細めて、冬貴の髪を撫でてやった。

        　

        　

        「伏見じゃないか」

        　ホテルのラウンジで珈琲コーヒーを飲んでいると、見知った人物が声をかけてきた。

        　学生時代からの知己である戸と塚つかだった。今は新聞社の社主に収まっているが、こんなところで会うとは思わなかった。

        「どうしたんだ、こんなところで」

        「それはこっちの台詞せりふだ」

        　微笑ほほえむ伏見の向かいに腰を下ろし、戸塚はソファは紅茶を注文する。

        「御曹司……じゃないか。てっきり、清澗寺伯爵と一緒だと思ったんだが」

        「冬貴なら、別荘で寝てる」

        「……へえ」

        　戸塚が一拍置いたのは、誰か男でも引き込んでいると捉えたためだろう。

        「誤解するなよ。今回はおとなしい。夏ばてしているみたいで、その気にもならないようだ」

        　実際、ここに来て三日は経たつのだが、冬貴は伏見のそばにいるか、寝室でごろごろしているかのどちらかだ。

        　冬貴はしきりに伏見を欲しがるのだが、この地に伏見がいることを聞きつけ、帝都でだめならばこの地で面会したいとひっきりなしに来客が訪れる。そのせいで、伏見はなかなか冬貴の相手をできなかった。

        　尤もっとも、このあいだも口淫こういんだけで納得したようだし、冬貴を宥なだめ賺すかしているとそれなりにおとなしくしている。あれほど暑いとぼやいていたのは、やはり調子が悪かったのかもしれない。それで、伏見も冬貴が寝ているあいだに別荘を抜け出し、一人で珈琲を飲みに来たのだった。

        「それは不幸中の幸いだな」

        「違いない」

        　だが、三日も休めば十分というもの、若い男でも欲しくなる頃だろう。

        　別荘のすぐ隣がこのホテルで、退屈している客がしょっちゅう出入りしていることは、冬貴にも説明してある。

        　そろそろ彼の欲望を満たせそうな相手を、引っかけているのではないか。

        　ならば今日はあまり早く帰らずに、冬貴を放っておいてやったほうが、彼も羽を伸ばせるかもしれない。

        「どうだ、伏見。これから一杯やらないか」

        　戸塚の快活な誘いに、伏見は同意した。

        「いいね。ビリヤードでもするか？」

        「チェスよりは歩ぶがありそうだ」

        　彼は陽気に笑った。

        　

        　

        　久しぶりに戸塚と愉快な時間を過ごして別荘に戻ると、寝室からは何の物音もしなかった。

        　もう寝ているのだろうか。

        　足音を忍ばせて部屋に戻った伏見は、ベッドがこんもりと盛り上がっているのを目にした。

        　上着を脱いでハンガーにかけたところで、冬貴が身み動じろぎする音が聞こえる。

        「すまない、起こしたか」

        「…………」

        　返答はない。

        　冬貴は背中を向けたまま、こちらを振り返ろうとしなかった。

        「どうした、冬貴」

        「何でもない」

        「何でもないという態度ではないだろう。何かあったのか？」

        　冬貴の機嫌が悪いことは声からわかるので、伏見は優しく問うてやる。

        「誰か友達は見つかったのか？」

        「…………」

        「ちょうどいい男が見つからなかったのなら、明日にでも手伝ってやろう」

        「帰る」

        　そう言った冬貴が身を起こしていきなり立ち上がったので、伏見は眉を顰ひそめる。

        　帰ると言われたところで、満月がちょうど頭上にあるような時間帯だ。汽車など走っているわけもない。

        「冬貴、今からでは汽車がない。帰りたいのなら朝まで待ちなさい」

        　冬貴はむっとした様子で、伏見を睨にらみつけた。

        　そこまで非難がましい瞳を向けられる謂いわれはなく、伏見は口を開いた。

        「だいたい、暑いと言ったのはおまえだろう」

        「帝都は暑い」

        「ならば、ここは帝都よりは過ごしやすいはずだ」

        「ここにいても、意味がない」

        「だから、どうして」

        「――あたためてくれないのに」

        　独言するような言葉が突き刺さり、伏見はどきりとする。

        「どうせなら、もっと寒いところがいい。おまえも寒さを感じるくらい……」

        「…………」

        「いっそ寒いほうがいい。おまえの熱を、感じる。おまえとあたため合える」

        　彼の言葉の意味に気づいて、心臓が、一際強く脈打つ。

        　普段はろくに言葉を発しないくせに、ふとした瞬間に、冬貴の真しん摯しな感情は溢あふれ出す。

        　今、このときも。

        「なのに、おまえは相変わらずだ」

        「馬鹿」

        　思わず冬貴を抱き締め、伏見は彼の額にくちづける。

        「ん……」

        「それくらい口にしてもいいんだ。我わが儘ままなんて思わない」

        「だって」

        　甘えるように呟く冬貴の唇にキスをし、何度も啄ついばむ。

        「私が鈍い男なのは、知ってるだろう？」

        「度が過ぎる」

        　その膚はいつも冷えているのに、冬貴の中はどこもかしこも熱い。

        　口こう腔こうも秘ひ蕾らいも、秘めたる情熱の激しさを示すように。

        「たっぷり可愛がってやる。どうしてほしいか言ってみろ」

        「今更だ」

        「機嫌を取らせてくれ、冬貴」

        　何度も何度も顔やうなじ、唇にキスをしていると、冬貴が漸く寝台に腰を下ろす。

        「なら、しゃぶって」

        　片かた膝ひざを立てた冬貴が己の襦袢をはだけ、きわどい部分を露あらわにさせる。

        「いきなり、それか？　乳首は？」

        「胸は、自分でする……」

        「できるのか？」

        「こう……」

        　胸元を出した冬貴が器用とは言い難い仕し種ぐさで自分の胸の突起を摘つまんだので、伏見は微かに笑んだ。

        「だめだ。今日はおまえを可愛がる日だ」

        　改めて寝台に冬貴を押し倒し、伏見はその小さな乳首に唇を寄せる。まるで紅玉のような二つの尖とがりを軽く噛むと、冬貴が「あっ」と鼻にかかった声を漏らした。

        「きもちいい……」

        「相変わらず乳首が好きだな」

        「ん」

        　唾液でねとねとになるまで転がしてやると、快楽に抗あらがえないのか、冬貴が伏見の髪を掻かき混ぜるように弄いじる。

        「どうだ？　ほかにどうしてほしい？」

        「ん……噛んで、……吸って……」

        「こうか？」

        　茱萸ぐみ色のそれに歯を立てた途端、冬貴が上体を撓らせた。

        「ああっ！」

        　冬貴の下腹部で精が弾はじけ、伏見の腹を汚す。

        「まだ吸ってないぞ」

        「や、吸って……」

        　胸を突き出すようにして訴える冬貴は、頬を上気させてひどく淫らだった。

        「まったく、おまえは本当に可愛いな」

        「今頃、気づいたのか？」

        「いや……知っているが、何度も再確認しているんだ。私は幸せだな」

        　そのたびごとに、新鮮な喜びと愛を確認できるのだから。

        「…………」

        　黙り込んだのは、冬貴が照れたせいだろう。

        　微笑んだ伏見は今度は強くそこを吸い、舌先で押し潰す。もう一方も指で捏こね回すと、冬貴の息がますます上がってきた。

        「あっ……いい、義康……それ、いい……」

        「挿いれるのよりいいなら、ずっと弄っててやる」

        「やっ」

        　歯が当たったらしく、冬貴がひくんと震える。

        「こっちも、して……」

        　冬貴がそこを示すべく微かに尻を浮かせ、自らの双そう丘きゅうの肉を掴つかんで懸命に押し拡げる。

        「もう挿れてほしいのか？　こっちを可愛がってないのに」

        「あ、ああっ……」

        　雫しずくを溢れさせて震えるそれを軽く指で弄ってやると、冬貴が真っ赤になって躰を捩よじる。

        「…ぜんぶ、して……」

        「今日は随分甘えるな」

        「ん」

        「隅から隅まで、可愛がってやるよ」

        　躰を一旦起こした伏見は、冬貴に覆い被かぶさるようにしてキスをする。うっとりと瞬まばたきをした冬貴が口を開いたので、口こう蓋がいを刺激してやるために舌を忍ばせた。

        「……んんっ！」

        　上じょう顎がくは冬貴の性感帯の一つで、ここを刺激してやるだけで達してしまう。彼が口淫だけで達してしまうのも、淫精いんせいが口に合うからだけではないだろう。

        　執しつ拗ように舌でそれを擦ってやったところ、冬貴はひくひくと躰を震わせ、今にも達いきそうなほどに感じている。

        「……はふ…ぅ…」

        「どうだ？」

        「きもちいい……いい……また達く…っ…」

        　伏見が顔を離して問うと、冬貴が濡れた瞳で訴えた。

        「いいよ、冬貴。達きなさい」

        「ん、んっ……んぅう…」

        　再びキスをすると、とうとう冬貴がそれだけで達した。満足した伏見が冬貴の蕾つぼみを探ると、きつかったが挿入はできそうだ。

        　長く甘いキスの余韻に脱力する冬貴の脚を抱え込み、伏見はそこに雄蘂ゆうずいを押し込んだ。

        「あーっ！」

        　あられもない声を上げて、冬貴が躰を仰のけ反ぞらせる。さすがにきついのか、彼は両の手で敷布を握り締めていた。

        「つらいか？」

        「ううん、いい……」

        　頬を上気させながら、冬貴が濡れた唇を開く。

        「義康の、奥まで食べさせて……」

        　その言葉と一緒に、まるで誘い込むように冬貴の襞ひだが蠢く。

        「それなら、奥まで挿れるぞ」

        「ん……一気に、して……？」

        「こうか？」

        「ああんっ！」

        　熱いものが弾けるのを感じて伏見がそちらを見やると、冬貴は既に達してしまっていた。

        「あんっ……あ、あっ……すごい……」

        　もっと冬貴の欲望を高めてやろうと思っていたが、冬貴は凄すさまじい快楽に意識が飛びそうになっているらしい。

        「…あっ、あ、あァ……ああん、あんっ……」

        　冬貴の声は、最も早はやただの音の羅列でしかない。そんな喘あえぎしか出てこないほど夢中になっているのかと思うと、改めて愛いとしさが込み上げてくる。

        「いい子だ」

        　己の楔に絡みついてくる媚び肉にくをあしらい、冬貴の感じるところを激しく穿うがつ。実際には伏見もさほど余裕がなく、あまりの快楽に持っていかれないようにするのが精いっぱいだった。

        「いく、いく……いく……」

        　伏見の腰に必死で脚を絡め、熱に浮かされたように続けるところが可愛くてたまらない。

        　腰を動かすたびに蕩とろけきった肉が伏見の欲望に絡みつき、そこに引き留める。男を食はんで離そとうとしない。

        「愛してる」

        「…あっ……あ、あ、あッ、…ああっ！」

        　魘うなされたように喘ぎ続ける冬貴の中に、伏見は精を放つ。

        　収縮する襞は、まるで伏見からすべてを搾り取ろうとするかのようだった。

        　呼吸を整えているうちにやっと我に返ったらしく、冬貴が自分の腹をさする。

        「あったかい……」

        　子供のように幼い仕種は、邪気のない誘惑だ。

        「おまえが、中にいる……」

        「まだ、欲しいか？」

        　繋つながったままの部分を締めつけられて、伏見は掠れた声で問うた。

        「うん……」

        　こっくりと頷いた冬貴の唇が、動く。

        　彼が言おうとする言葉が何なのか、伏見はもう知っている。

        　だから、唇を塞いで遮ってしまう。

        「もっとあたためてやる、冬貴」

        　キスの合間に告げられた伏見の言葉を聞いて、冬貴はうっとりと微笑した。

        


    

    
        
            春待月

        
    


    
        　年の瀬も押し迫っている。

        　伏ふし見み義よし康やすが清せい澗かん寺じ邸を訪れると、珍しいことに主あるじの清澗寺冬ふゆ貴きは留守だった。それならばと離れで熱あつ燗かんを飲みながら、伏見は主の帰りを待ち受ける。

        　といっても、夜の外出であれば、彼が戻らないこともままあるのだが。

        　連れ出したのが柴しば崎ざき敬けい眞しんだという点を信用し、男遊びでないと思いたいものだった。

        　からりと離れの戸が開き、人の足音がする。

        　咄とっ嗟さに狸たぬき寝入りをした伏見は、座布団を枕まくらに横たわる。灯あかりを消しそびれたが、本を読んでいるうちに寝たと冬貴は思うだろう。

        「……義康」

        　どこか嬉うれしそうに冬貴は呟つぶやき、伏見の傍らに膝ひざを突く。

        「義康」

        　もう一度、今度は甘えるように彼が名前を呼んだが、座布団に顔を埋うずめるようにして、伏見は動かなかった。

        　冬貴がぐっと服の裾を引っ張ったが、知らない振りをして寝たふりを続ける。

        「…………」

        　頭上が暗くなったと思いきや、こめかみのあたりにくちづけを落とされる。

        　冬貴はひとしきり伏見の頬や瞼まぶたのあたりにキスをしたあと、唐突に伏見の寝間着の裾を割った。

        　――いきなり、それか……

        　普通は、もう少し手順というものがあるのではなかろうか。

        　さすがに凝然とする伏見をよそに、冬貴が性器に唇を寄せる。息がかかったと思うと、それにぬるりと舌を這はわされていた。

        　彼は付け根から尖せん端たんにかけてを、ねっとりと味わうように舌先でなぞる。その力強い動きに何とか耐えたのに、今度はいきなり唇を窄すぼめ、尖端から呑のみ込み始めたのだ。

        「こ、こら、冬貴！」

        「む……？」

        　それを咥くわえたまま顔を上げた冬貴の表情は、ひどく淫いん蕩とうだった。

        「何をしてるんだ、おまえ」

        「わからないのか？」

        　つっと唾液が糸を引き、冬貴の口くち許もとを穢けがす。

        「いや、わかるが……その……」

        「おとなしく啜すすらせろ」

        　珍しく冬貴は地味な和装で、それがまた普段と違ってそそるのだが。

        「気づいてたのか？」

        「ん、何が？」

        　咥えながら聞かれて、伏見は「いや」と首を振った。

        　狸寝入りに気づいていようといなかろうと、彼は欲しいと思えば啜りもするし、咥え込みもするだろう。

        　だからこそ、冬貴に主導権を握らせてはとんでもないことになりそうだ。

        「顔を離せ」

        　珍しく強固に言い切った伏見は、身を起こして冬貴を逆に畳に組み敷く。

        「義康……」

        「私の番だ、冬貴。寝たふりでも何でもしているといい」

        　鎖骨にキスをし、胸元から手を入れて乳首を引っ掻かいてやると、冬貴が甘い声を漏らす。

        「あっ……」

        「尖とがってるな」

        「ん……ね、もう……義康」

        　ねだるような調子を帯びた冬貴の声に、伏見は呆あきれ顔になった。

        「どうした？　挿いれてほしいのか？」

        　膚はだにくちづけながら問うと、冬貴はうっとりと「欲しい」と頷うなずいた。

        「前戯くらいはさせなさい」

        「平気、もう…来て」

        　囁ささやく冬貴の声は、卑ひ猥わいで蠱こ惑わく的な響きを帯びている。

        　それは、雄を酔わせる天性のものだった。

        「だが」

        「ん……もう、濡ぬれてる……義康のが、欲しくて……」

        「まったく」と苦笑した伏見は、冬貴の唇を塞ぐ。

        「ふ……」

        　すぐに鼻を鳴らしてくちづけを返す冬貴は、切れ切れに息を漏らした。

        　慣れた媚び態たいだとわかっているのに、それでも中断できないのは、結局自分が彼に溺れているからだ。

        「冬貴……」

        「ね……ほら」

        　はだけさせた着物の裾を大きく広げてそこを探ると、冬貴の秘所は確かにじっとりと濡れている。もうぬるぬるになっていて、冬貴の昂こう奮ふんの度合いを如実に示していた。

        「本当だな。ここまで濡らしてたのか」

        「早く、抱いてほしかった」

        　耳打ちする冬貴の声は、劣情に掠かすれている。

        「……私が来るのを知らなかったくせに」

        「ふふ」

        　紅こう唇しんを綻ほころばせて笑う冬貴の瞳は、琥こ珀はく色に煌きらめく。

        「どちらだっていいだろう？　今、私が欲しいのはおまえだ」

        「そうだな」

        　彼の足を持ち上げ、腿ももから膝、膝から臑すねまでに音を立ててキスを落とす。

        　そして、情人のみずみずしい肉体をじっくり攻略し始めた。

        


    

    
        
            深夜の散歩

        
    


    
        　除夜の鐘が鳴っている。

        　その静かな音を聞きながら、伏ふし見み義よし康やすは自分の膝ひざ枕まくらで丸くなる清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きの髪を撫なでる。

        　昔のように、伏見が体力と情熱に任せて、がむしゃらに彼と抱き合うことができなくなったせいだろうか。

        　冬貴はこのところ、こうして伏見に寄り添うことを好む。

        　相手の体温がなければ生きていけない冬貴のために、伏見も最大限の努力をしているつもりだったが、冬貴は以前よりもずっと慎つつましやかだ。

        　気を遣わせているのだろうな、と伏見は申し訳なくなった。

        　元号は昭しょう和わに変わったものの、政局や時流の変化に伴い、伏見は引退するどころかますます多忙になり、冬貴のそばにいられぬ日も増えた。

        　それを冬貴がどう思っているのか、聞かずともわかる。

        「ン」

        　膝の上で丸まっていた冬貴がぴくりと身み動じろぎをし、長い睫毛まつげを震わせる。

        　やがてその瞼まぶたが上がり、蠱こ惑わく的な色味の瞳が伏見をゆっくりと捉えた。

        「義康……」

        　独特の抑揚を帯びた甘い声音が、伏見の鼓膜を擽くすぐる。

        「すまない、起こしてしまったか？」

        「寝た……？」

        「ああ、よく寝てた」

        　ふあ、と欠伸あくびをした冬貴が身を起こして、伏見の首に顔を押しつけてくる。

        「どうした」

        　まるで猫のような甘え方が可か愛わいらしくて、伏見は目を細める。

        「おまえの匂い」

        「するか？」

        「する……」

        　すごく、と冬貴が呟つぶやく。

        　暫しばらく彼は伏見の首筋に顔を押しつけて、顎や首にくちづけていたが、やがて飽きたように顔を離した。

        　それでも寝たいと言わないところが、彼の気遣いを反映しているようだ。

        「これから初詣に行こうか」

        「初詣？」

        「そうだ」

        　運転手の成なり田たをたたき起こすのは気の毒なので、近場の神社までは歩きになる。

        　普段ならば暗くて危ないかもしれないが、大おお晦日みそかなので街中は出歩く人も多かろう。

        「嫌ならいいが……どうする？」

        「行く」

        　神も仏も関係ないと言う冬貴にしては、珍しいことだった。しかし、それならば彼の気の変わらないうちに実行に移そうと、伏見は腰を上げた。

        「では、出かけよう」

        「着替える」

        「そうだな。さすがに襦じゅ袢ばんで行くのは罰ばち当たりだ」

        　頷うなずいた冬貴は、箪たん笥すに躙にじり寄よった。

        　出先から戻ってすぐにここに来たので、伏見はそのままの格好で出かけられるが、長襦袢を着ていた冬貴は箪笥の中から、黒っぽい袷あわせを選んだ。

        　その上に厚地のインバネスを羽織り、人目を引く銀ぎん狐ぎつねの襟えり巻まきを合わせる。

        「…………」

        　黒が効いた服装の中で狐の銀がはっと目を引き、冬貴の美び貌ぼうを引き立てている。

        「何か、おかしいか？」

        「いや」

        　何となく、思い出したのだ。

        　遠い昔、鎌かま倉くらの別荘に現れた冬貴を。

        「行こう」

        「うん」

        　玄関のところで何気なく冬貴の手を掴つかむと、彼は手袋をしていなかった。

        「手袋、しないのか？」

        「おまえの手があたたかいから」

        「そうか……そうだな」

        　手を繋つないだまま二人で連れだって離れから出て、正面の門へ向かう。

        　子供たちは寝静まっているらしいが、振り向くと和かず貴たかの部屋の灯あかりが微かすかに見えたので、彼らは長い一夜を過ごしているのだろうと笑みが零こぼれた。

        　通用門を開けて外へ出ると、通行人はいなかった。

        　木枯らしが吹き抜ける中をゆっくり歩けば、時折足の下で枯れ葉が音を立てる。

        「寒くないか？」

        「平気だ」

        　伏見の腕を掴んだ冬貴が、一歩一歩進む。

        「久しぶりだな」

        「ん」

        「おまえとこうして歩くのは……いつ以来か」

        「さあ」

        　出かけるときは自動車が多いので、こうして二人で肩を並べて夜道を歩くことなど、最後がいつだったのかが思い出せない。

        　これまでに何十年という日々を、ともに歩いていたのに。

        　じわり、と胸が熱くなる。

        　愛いとしさに。

        　これから残された日々がどれほどあるのか、凡人の伏見にはわからない。

        　けれども冬貴の傍らにいる幸福を、いつも味わうことができて――幸せだ。

        　冬貴は何も言わないが、それでも傍らに寄り添ってくれているのだから、彼なりに幸せだと思ってくれているのだろう。

        　そう信じたかった。

        　

        　

        　神社に近づくにつれ、界かい隈わいは人通りが多くなっていた。

        　こんな時間帯にこれほどの人々が出歩いているのか、と伏見は妙なところで感心する羽目になった。

        　神社の近くでは夜よ鳴なき饂う飩どんの屋台などが出ており、想像していたよりずっとにぎやかだ。

        「着いたぞ」

        「うん」

        「お参りをしようか」

        　伏見が神社の本殿の方角を指さしたものの、冬貴は首を振った。

        「私はここにいる」

        　鳥居の前で冬貴が言ったので、伏見は口を噤つぐんだ。

        　どうして、とは問えない。

        「そうか……」

        　伏見は頷き、冬貴の頬を指先で撫なでると、その華きゃ奢しゃな顎を軽く引っ掻かいた。

        「だったら、ここで待っていてくれ」

        「ん」

        　おそらく冬貴には、祈ることがないのだろう。

        　それもこれも、きっと彼が満たされているからに違いない。

        　だから、祈る必要などないのだ。

        　――満たしているのは……自分か？

        　そんなうぬぼれに近い感情が込み上げ、伏見は微苦笑する。

        　いくら何でも考えすぎだ。

        　賽さい銭せん箱ばこに紙幣を投じた伏見は、家内安全を祈願し、それから身を翻す。

        　砂利をゆっくりと踏みしめていると、木枯らしの冷たさに耳が切れそうだ。

        　冬貴は、鳥居の前で伏見を待っている。

        　人待ち顔の冬貴は、年齢を忘れたような美しさを見せていた。

        　綺き麗れいだ。

        　冬貴は誰よりも美しい。

        　いつも、いつも、今の瞬間の冬貴が一番綺麗だ。

        　過ぎ去ったかつての冬貴ではなく、目の前にいる冬貴が常に最も愛しいのだ。

        「冬貴」

        　声をかけると、冬貴がゆっくりと顔を向ける。

        「義康」

        「待たせたな。帰ろうか」

        「ん」

        　冬貴が頷くとさらりと髪が揺れる。

        　彼は自然と伏見の手を握ってきたので、伏見はそれを力強く握り返してやった。

        　人目があるかもしれないが、そんなものはどうでもよかったからだ。

        「義康」

        　と、電柱のそばにきたところで冬貴がぴたりと足を止めた。

        「何だ？」

        「あれ」

        　冬貴が指さした方角には、小さな灯りを点ともした甘酒の屋台がある。

        「飲みたいのか？」

        「うん」

        「では、折せっ角かくだから寄ろうか」

        　冬貴が小さい頭を動かして同意を示した。

        　屋台で甘酒を一つ買い、冬貴に湯飲みを渡そうとして、伏見はその手を止めた。

        　伏見は何度か甘酒に息を吹きかけて、冷ましてから冬貴に「ほら」と湯飲みを手渡す。

        「……美お味いしい」

        　甘酒を飲んだ冬貴の頬が、薔ば薇ら色に染まる。

        　寒いのを我慢していたのか、と伏見は納得した。

        「すまないな」

        「何が？」

        　真っ白な息を吐き出し、冬貴が問うた。

        「初詣なんて興味がないのに、私につき合ってくれたんだろう？」

        「来たかった」

        　冬貴の返答は端的で、伏見は目を見開く。

        「そうなのか？」

        「おまえと……」

        　その先の言葉は消えてしまったものの、追及する必要はないだろう。

        　初詣で家内安全は祈ったが、来年も冬貴と一緒にいられるようにとは、願わなかった。

        　それは、伏見とて知っているからだ。

        　永遠に一緒にいられる。

        　ずっとそばにいる、と。

        　冬貴もそう信じているとわかっているからこそ、自分たちはこうして永久とこしえに寄り添い合えるのだ。

        


    

    
        
            主と猫

        
    


    
        　清せい澗かん寺じ邸の門前に歩いてやって来た伏ふし見み義よし康やすは、足あし許もとに置かれた籠かごを見下ろす。

        　そして、顎あごに手を当てて暫しばし考え込む。

        　その籠の中には小さな三毛猫が一匹、震えながらちんまりと収まっていた。

        　にーにーという鳴き声も小さく、如い何かにもか弱そうだ。

        　野良猫など都内にはごまんといるし、無視しようと思えばできるが、どうしたものか。

        　再び伏見はその籠を見下ろす。それから、一度見つけてしまった以上は放っておくことができないと、意を決して籠の取っ手を掴つかんだ。

        　籠を抱きかかえるようにして通用門を抜け、真まっ直すぐに洋館の玄関へ向かう。ノッカーを叩たたくとすぐに戸が開き、執事の箕みの輪わが姿を現した。

        「こんばんは」

        「いらっしゃいませ、伏見様」

        　慇いん懃ぎんにお辞儀をした箕輪は、次の瞬間「ん」と言いたげに眉まゆを顰ひそめる。

        　伏見が持っている籠から、何か音がするのに気づいたのだ。

        「伏見様、それは？」

        「すまない。外に捨てられていたんだ」

        「……まさか」

        「そのまさかだ」

        　伏見が籠の中からひょいと三毛猫を持ち上げると、箕輪がはっと息を呑のむ気配がする。

        　猫の目は開いているが、掌てのひらに載りそうなほどに小さいうえ、鳴き声も弱々しくか細い。

        「困りましたね」

        　箕輪は渋い顔つきになる。この家で動物を飼うかの決定権を持つのは清澗寺和かず貴たかだが、十中八九彼は猫に夢中になるだろう。それを予測した深ふか沢ざわ直なお巳みは、おそらく最初から猫の侵入を阻止しようとするに違いない。彼は恐ろしく嫉しっ妬と深い男なのだ。

        「おそらく、ほかの子猫は逃げ出したが、これだけ残されたんだろう」

        　体力がないということは、生存競争に負けることを意味している。

        　そんなものを拾って情けをかけてやっても、何にもならないとわかっていた。

        　でも、放っておけなかったのだ。

        「小お父じ様さま、こんばんは。玄関でどうしたのですか？」

        　階段から軽やかに下りてきたのは、案の定和貴だった。

        　今日は日曜日なので、一日家でのんびりしていたようで、服装もくつろいだ様子だった。

        「やあ、和貴君。じつは門前で猫を拾ってね」

        「猫？」

        　和貴は首を傾かしげて伏見の手て許もとの籠を覗のぞき込み、そしてぱっと表情を輝かせた。

        「可か愛わいい……！」

        　手を伸ばして触ろうとした和貴だったが、いつの間に近づいたのか深沢がさっと割って入った。

        「いけません」

        　和貴に猫を見せるのも阻止しかねない大胆な仕し種ぐさには、さすが深沢だと伏見は感心すら覚える。

        「どうして」

        「まずはこの猫を洗ってからです。どんな菌がついているか、わかったものではありません」

        「大おお袈げ裟さだ、こんな可愛い子猫なのに」

        　和貴の反論を聞き、深沢が眉を吊つり上げる。

        　まずい。

        　このままでは猫が闇に葬られかねないと、伏見は助け船を出すことにした。

        「和貴君、深沢君の言うことは一理ある。綺き麗れいにしておくから、そのあとで抱っこするといい」

        「はい！」

        　和貴は頬を紅潮させて食堂へ向かうが、その場に佇たたずんだ深沢は「よけいなことを持ち込んで……」とでも言いたげな、咎とがめるような視線を投げつけたあとに、すぐ踵きびすを返した。

        「伏見様、猫は洗わないほうがよいかと存じます」

        　二人が立ち去ったあとに、箕輪が控えめに提案した。

        「そうなのか？」

        「はい。子猫ですし、もともと猫はあまり洗う必要がない動物です。蒸したタオルで拭けば十分ではないかと」

        　意外なことに、箕輪は猫を飼った経験があるようだ。

        「ならば、タオルを用意してもらおうか。それから、猫の餌も」

        「かしこまりました。見繕って参ります」

        　箕輪は一礼し、その場を後にした。

        　

        　

        　斯かくして、清澗寺家には暫しばらくのあいだ小さな居候が増えることになった。

        　といっても、家族で手分けをして飼い主を探すので、どのみちすぐにいなくなるだろう。

        　ありきたりだが『三み毛け』と名づけられた雌猫はおそらく生後三か月程度らしく、離乳も済んでいたようだ。伏見は心配していたが、幸いにも好き嫌いなく何でも食べた。

        　三毛を拾った翌日。

        　まだ寝室で昏こん々と眠る冬ふゆ貴きの元に、伏見は猫を抱いていった。

        　昨晩猫を見せようと思ったのだが、箕輪が一晩は面倒を見るというので、彼に預けてしまったのだ。

        　今朝になって箕輪に見せてもらうと、猫は鳴き声もだいぶ力強くなっていた。やはり、空腹だったようだ。

        　冬貴の顔の前に三毛を置くと、猫は短い尻尾しっぽで冬貴の鼻のあたりを撫なでてからその場に丸まった。

        「ン……」

        　くすぐったそうに猫を払いのけようとした冬貴だったが、その動作のせいでよけいに三毛の興味を引いてしまったらしい。

        　逆に三毛の小さな爪でやわらかな髪の毛を引っ張られ、仕方なさそうに目を覚ます。

        　次の瞬間、彼は凍りついた。

        「……！」

        　冬貴が身み動じろぎ一つしないので、伏見は心配になり、身を乗り出すようにして挨拶あいさつをした。

        「おはよう、冬貴」

        「…………」

        　驚いているのか、冬貴は寝台の上でざざっと勢いよく後あと退ずさり、言葉もなく猫を凝視している。

        「その子は三毛だ。拾ってきた」

        「な、何だ、この生き物は」

        　漸ようよう発された冬貴の声が、わずかに震えている。

        　常に何ごとにも動じない冬貴の珍しい態度に、伏見はおやと心中で首を傾かしげた。

        「猫だ。いくら何でも知っているだろう？」

        「猫とはもっと大きいものではないのか」

        　冬貴の胡う乱ろんすぎる反応に、伏見はすぐに合点がいった。

        「冬貴。子供たちだって、いきなりあの背格好で生まれてくるわけではないだろう。これは子供の猫だ」

        　冬貴は子猫を見たことがなかったのだ。

        「これをどけろ」

        　冬貴は猫を指さし、些いささか血の気のない顔で伏見に命じた。

        「触ってみろ、引っ掻かかないから」

        「いらぬ」

        　冬貴がふるりと首を振ったので、伏見は「仕方ないやつだ」と笑った。

        「まったく、冷たい父上だな」

        「どうして私がその猫の父なのだ」

        　冬貴は徹底的に不機嫌で、猫を抱いた伏見を睨ねめつけた。

        「決まっているだろう、この子が暫く清澗寺家に居候するからだ。この家の家長はおまえだからな」

        「な」

        　まさに絶句という様子だった。

        「大丈夫だ、飼い主が見つかるまでだ。おまえに不自由はさせないよ」

        　猫を抱き上げた伏見はそう言って、冬貴にくちづける。

        　彼は不快そうに身をくねらせて、無言のまま再び寝台に潜り込んだ。

        　

        　

        　予想外なことに、猫の引き取り手はなかなか現れなかった。

        　まず和貴が会社で提案したのだが、彼に憧れる女性社員たちは互いに牽けん制せいし合って、最終的には全員が諦める方向で話がついたらしい。かといって男性社員は深沢のさまざまな意向からの事前審査があまりに厳しく、面接段階で撥はねられる者が続出し、とうとう見つからずじまいだった。

        　深沢が会社で募集をしてみたものの、似たような理由から引き取り手はなかなか見つからない。

        　このまま手て許もとに置いて情が湧いては困ると伏見は苦慮していたが、一方で、出かけるとついつい猫の玩具おもちゃによさそうなものなど見繕ってしまう。

        　この日も出かけたところで事情を知る知人に手製の鼠ねずみの人形をもらい、伏見は上機嫌で清澗寺家を訪れた。

        「いらっしゃいませ、伏見様」

        「やあ」

        「今日もお早いのですね」

        「うん、三毛はどうしてる？」

        「旦那様のお部屋にいるかと思います」

        「わかった」

        　冬貴は猫にまったく心を許していなかったが、かといって部屋から追い出すという選択肢はないようだ。

        「冬貴」

        　真まっ直すぐに冬貴の部屋へ行くと、彼は寝台に横になっている。金魚のように真っ赤な緋ひ襦じゅ袢ばんの足あし許もとで、三毛が丸くなっていた。

        　猫がどこでも遊べるように、家中の部屋の扉を細く開けている。そのせいで書斎を除いた好きなところをうろうろとしているようだが、まだ階段を乗り越えられず、猫の生活する領域は主に二階だった。そのうえ日中は家にいるのは冬貴だけだから、そうなると猫がいる場所は自おのずと決まってくる。尤もっとも、冬貴にしてみれば迷惑なだけだろうが。

        　先に目を覚ましたのは、三毛のほうだった。

        　うなーと鳴きながら近づいてくるので、伏見は相好を崩す。

        「よしよし、こっちにおいで」

        　甘ったるい声を出し、何度か舌で合図をして呼び寄せると、猫は加速度をつけて駆け寄ってくる。その前に糸のついた鼠を投げると、猫が「にゃっ」と目を輝かせた。

        「ほらほら、こっちだ」

        　伏見の持つ棒には糸が結ばれ、その先には鼠の小さな人形がついている。それを引っ張ったり揺らしたりしていると、猫は生きている鼠と思うのか、伏見の思惑どおりに右に左に飛び跳ねる。

        「いい子だ、ほら！」

        「にゃにゃっ！」

        　あまりにも面白くて飽きることもなく遊ぶうちに、十分も経たっただろうか。

        「……何をしている」

        「冬貴、起きたのか」

        「私は最初から起きている」

        　冬貴の声は冷ややかで、徹底的に不機嫌そうだった。

        「そうか、気づかなかった」

        「ご挨拶だな」

        　冬貴はまだご機嫌斜めで、肘ひじを使って上体を起こし、伏見を真っ向から見据えた。

        「もう猫はいいだろう」

        「ん？　そうなのだが、うちの三毛は可愛いぞ」

        　伏見は目を細めて、なおも猫から目を離さずに棒を激しく振ってやる。

        「冬貴、おまえもこの子と遊んでやっているのか」

        「なぜ私が猫にかまわねばならぬ」

        　冬貴は素っ気なく答えた。

        「だが、こんなににゃあにゃあ鳴かれたら、放っておけないだろう」

        「ではおまえ、私がにゃあと鳴けばかまうのか？」

        「え？」

        　戸惑った伏見の耳に、一言、届いた。

        　にゃあ。

        「…………」

        　ばくんと心臓が震え、伏見の手からぽたりと鼠が落ちる。

        　それに三毛が飛びついたが、拾い上げる気力さえ起きずに、伏見は慌てて振り返った。

        　冬貴は平素と変わらぬ表情をしており、たった今、にゃあと鳴いたのが空耳のようだ。

        　思わず彼に近寄り、伏見は「もう一度言ってくれ」と頼み込んだ。

        「嫌だ」

        「頼む。今の声は可愛かった。おまえがどんな顔をして鳴くのか、見たいんだ」

        「いつもは可愛くないのか」

        「そうではなくて、言葉の綾あやだ」

        　拗すねているとは、知っていた。

        　しかし、まさか冬貴がこんなにわかりやすい拗ね方をするとは思いもよらず、伏見はいたく感動していた。

        「私を啼なかせたいのなら、することがあるだろう？」

        　足を伸ばした冬貴の爪先つまさきが、そっと伏見の下肢に触れる。その脚はするりと動き、円を描くように伏見の下腹部を刺激した。

        「…………」

        　息を呑のむ。

        「義康、私を退屈させる気か？」

        　冬貴の望みはわかっているが、これから突入してしまってはとんでもないことになる。

        　何よりも、冬貴の体力は底なしなのだ。

        「待て、それとこれは別問題だ。まだ昼間だし、それはあとにしよう」

        「よもや猫に使う体力があっても、私に使う体力がないとは言うまい？」

        　それとこれはまったく違うと言いたいが、まるで猫のように蠱こ惑わく的に輝く冬貴の目で見つめられてしまえば、いったい誰に抗あらがうことができようか。

        「――仕方ないやつだな、おまえは。どうしてほしい？」

        「さっさと注げ。どれほど私を飢えさせたと思っている」

        　そう言った冬貴は、自分の両りょう膝ひざを立てて伏見を誘いざなう。

        「解ほぐさなくていいのか？」

        「すぐにでもおまえを感じさせろ、義康」

        　ふ、と笑った伏見は冬貴の髪を撫でる。そして自らは寝台の中央に座し、「では、してみろ」と言った。

        「ん」

        　冬貴はそこに蹲うずくまり、真っ先に伏見の下衣を緩める。彼は手早く性器を引き出すと、それを指であやすようにして撫なでた。

        「少し、濡ぬれてる」

        「ああ」

        「私が啼いて、感じたか？」

        「とてもね」

        「ふふ」

        　秘めやかな笑い声を上げた冬貴が、そこに顔を近寄せる。くちづけられた伏見が低く声を漏らすと、彼は大きく口を開けて、口こう腔こう内に伏見を迎え入れた。

        「ッ」

        「ん、む……んふ……おいし……」

        　慎つつましやかなほどに小さい冬貴の口は狭く、熱く、伏見を締めつける。たまらない技巧に、伏見の額に汗が滲にじんだ。

        「それはよかった」

        　ちゅ、ちゅ、と彼があまりに熱っぽくそれを弄ぶため、伏見のものも次第に力を帯びてくる。

        「もう、いいな」

        「ああ」

        　冬貴は長襦袢の裾を開くようにして伏見に跨またがり、ゆるゆると腰を下ろしていく。

        「ん、んっ……ああっ！」

        　冬貴の襞ひだを掻き分け、自分自身が入り込んでいく。

        　彼に導かれて、どこまでも深く。

        　それが、気持ちいい。

        　彼はついに伏見の上に完全に座り込み、ふ、ふ、と荒く呼吸をする。

        　楔くさびが肉に馴な染じむのを待ってから、冬貴はゆっくりと口を開いた。

        「動く……」

        「まだ、待て。大丈夫か、冬貴」

        「ん」

        　頷うなずいた冬貴が上下に動くと、彼の表情が恍こう惚こつとしたものに変わっていく。

        「いい、いいっ」

        　喘あえぐ冬貴の襦袢が揺らぐのが面白いのか、三毛が袖にじゃれかかる。それもまた、おかしくも淫みだらで。

        「冬貴、猫が……」

        「いい。これで、おまえは……私の、と……っ」

        　腰を揺すりながら冬貴がそう主張したので、愛いとしさで胸がいっぱいになる。

        「ああ、私がおまえのものだとわかるだろうな」

        　囁ささやいた伏見は冬貴の腰を支え、ぐっと強く突き上げてやる。

        「んんっ」

        　途端に冬貴は甘い声を上げてぎちぎちと伏見を締めつける。

        　たまらなかった。

        「可愛いよ、冬貴……」

        「ん、んっ、義康、いい…ッ」

        　甘い声を上げながら、冬貴が上り詰めていく。

        　彼の中に熱い精液を注ぎながら、伏見はいつまで経ってもういういしい恋人の腰をしっかりと支えた。

        　

        　

        後日、三毛は箕輪の実家に引き取られ、このささやかな騒動は終幕を迎えたのであった。
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        　発端は、清せい澗かん寺じ伯爵家の当主である冬ふゆ貴きの一言だった。

        「いつもあの子ばかりで、ずるい」

        　寝台に横たわった冬貴は腹はら這ばいになって両の肘ひじを突き、両の手で小さな頭を支える。両脚はぱたぱたと動き、その仕し種ぐさが何とも可か愛わいらしい。

        　四よ十そ路じの男とは思えぬ可か憐れんな行為に、窓際に立ってウイスキーを飲んでいた伏ふし見み義よし康やすは相好を崩す。

        　いくつになっても愛らしい情人が傍らにいるのは、男冥みよう利りに尽きるものだ。

        「あの子とは和かず貴たか君か？」

        「寝室に行った」

        　わずかに冬貴の声に拗すねたものが混じる。

        「ああ、昨日は深ふか沢ざわ君がいなかったからな」

        　和貴の心身は恋人である深沢直なお巳みによって束縛されているが、かといって和貴自身が潔癖な性分というわけでもない。

        　それどころか淋さびしい夜はたいてい、和貴は伏見に懐なついてじゃれてくる。伏見の立場など百も承知のくせに、駆け引きそのものを楽しんでいるのだからたちが悪い。たとえ過ちが起きようとも、お互いに割り切った関係なのだからいいということだろう。

        「しゃぶらせたのか？」

        「そんなことはしない」

        「…………」

        　冬貴に疑わしげな目で見られたため、伏見は小さく咳せき払いをする。

        「安心しろ、冬貴。ちょっと虐いじめただけで、すぐに達いくような子だからね。言葉で攻めてあげたら、ぐずぐず泣いて……」

        「それだけか」

        「当然だ…………まあ、多少は」

        　思い空気に耐えかねて伏見が小声でつけ足すと、冬貴がぴくりと肩を動かした。

        「したのか」

        「挿いれたりするわけがないだろう。あんな嫉妬深い恋人がいるんだ。下へ手たに手出しをすれば、和貴君が死んでしまう」

        　冬貴は黙したまま答えない。

        「……達かせただけだ、信じてくれ」

        　そこで漸ようやく納得したらしく冬貴は腕をだらりと伸ばして枕まくらに顔を埋うずめたが、不満はあるのだろう。

        　黙り込み、それきり口を利こうとしなかった。

        　どちらにしても、伏見が和貴の相手をしていることが気に入らないに違いない。

        　それはそれで可愛いのだが、放っておくことはできない。かといってどうすれば冬貴の機嫌を取れるのか、伏見にも悩ましい問題だった。

        　恋人がいる相手にちょっかいを出しているのは、伏見も同罪だ。それに、冬貴に深沢が留守のあいだに和貴を慰めようなどと提案すれば、おそらく和貴は舌を噛かんでしまうだろう。

        　そうでなくともあんなに脆もろい子に、そんな残酷な真ま似ねをしてはいけない。

        　ならば、標的は別になる。

        「では、深沢君を我々の褥しとねに招いてみよう」

        　確か、翌日から和貴が出張で京きょう都とへ行くと聞いている。深沢がそのことを嫌がってあれこれ世話を焼いているようだったから、ちょうどいい。

        「鞠まり子この旦那を？」

        　冬貴が細い眉を顰ひそめ、訝いぶかしげな反応を示す。

        「そうだ。体力はありそうだし、味比べをさせてやるのもいい」

        「うん」

        　冬貴はこくりと頷うなずいた。

        　伏見とて深沢に恨みはないが、彼がいつも可愛がっている和貴を泣かせているのは事実だ。和貴のためにも、少しくらい意趣返しはしてもいいはずだ。

        　――恋人が巻き込まれる和貴にとっては、大きなお世話に違いないだろうが。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        「というわけで、君にも協力してほしい」

        　和貴が出張で不在の夜のことだ。

        　深沢は伏見によって、冬貴の寝室に招かれた。

        　嫌な予感がするのであまり訪れたくはなかったのだが、拒めば拒んだで面倒なことを吹っかけられかねない。

        　寝台の端に腰を下ろした伏見は、冬貴を膝枕させている。ちょうど深沢にはその艶つやめいた二本の脚が見せつけられ、目を射るような白さが印象的だった。

        「……どんな？」

        「冬貴を満足させてほしいんだ」

        　満足、という言葉に深沢は性的な匂いを嗅かぎ取る。和貴もいないし、うるさいことを言う相手がいない隙すきに愉たのしもうということか。

        　提案の発端はどうあれ、深沢は和貴以外の相手にはいっさい関心がない。おまけに、もともとは同性愛者でも何でもないのだ。

        「どうして私があなた方につき合わなくてはいけないんですか」

        　呆あきれた深沢は溜息ためいきをつく。

        「おまえたちはあの子ばかり満たして、ずるい」

        「満たす？」

        　深沢が首を傾かしげる。

        「つまり、私が和貴君にかまうから、冬貴も妬やいているんだよ」

        「妬いてはいない」

        　冬貴が目を開け、伏見の言葉を訂正した。

        「ああ、そうだった、妬いてはいないな。だが、あまりいい気分はしないようだ」

        「お言葉ですが、私とて和貴様をかまってくださいと頼んだ覚えはありません」

        　深沢はぴしゃりと言ってのける。

        「和貴君が希望するんだ。仕方ないだろう」

        　伏見は口くち許もとに笑みを浮かべた。

        「和貴様が？」

        「このあいだも、奉仕をもう一度、それこそ一から教えてほしいと頼まれてね」

        　伏見は軽く脚を組み替え、更に笑みを深いものにする。

        「どういうことですか」

        　食いつくまいと思っても、つい食いついてしまうのは、彼らの歪いびつな関係を知っているからだ。

        　それは認めようとしても、認めきれない。

        　和貴の魂にまで染みついている、忌まわしい感情の存在を。

        「君がなかなか達かないから、口こう淫いんが長引いてつらいんだそうだ」

        「…………」

        「おかげで、咥くわえた途端に男が達くような超絶技巧を教えてくれとねだられた」

        　斯か様ような技巧を覚えられたら、深沢の沽こ券けんにかかわる。

        　だいたい伏見はそんなものを知っているのだろうか？

        「そんな技巧、ご存じなんですか？」

        「まさか」

        　伏見はおかしげに鼻を鳴らした。

        「そんなもの、世の中にあるわけがないだろう？」

        「安心しました」

        　伏見はなおも笑みを浮かべたまま、冬貴の頬に触れ、意味ありげにさする。

        「和貴君にそう説明しても、まったく聞き入れてもらえなくてね。それで……」

        　わざわざそこで言葉を切るのは、深沢の心を弄んでいるのだろう。

        「仕方ないから指を使って練習させてあげたが、一生懸命おしゃぶりして、いじらしかったよ。君を満足させたくてたまらないんだな」

        「…………」

        　どんな言い訳をされようと、和貴が伏見に性的なレッスンを求めたのは事実だ。

        「私の指を舐なめて、和貴君が達ったかどうか知りたいかい？」

        「べつに知りたくありません」

        「なぜだい？」

        「どうせ達かなかったのでしょう？」

        　素っ気ない口調で言ってのけた深沢は、ちらりと入り口に視線をやる。早いところこの不愉快なやり取りを打ち切りたいので、伏見たちの間合いを探っていた。とはいえ、逃げたと思われるような時機で部屋を出るのも腹立たしい。

        「おや、そんな自信があるのかい？」

        　伏見が喉を震わせて笑った。

        「勿もち論ろんです」

        　きっぱりと断言したものの、伏見のやけに自信ありげな態度に疑念を抱かずにはいられなかった。

        　しかも、相手はあの和貴だ。

        　快楽にも暗示に弱い彼は、初めての相手である伏見を盲目的に慕っている節がある。

        「そこまで彼を信用しているのであれば、事実を知ったら君をがっかりさせてしまうな」

        「……まさか達ったのですか？」

        「やはり気になるようだな」

        　くすっと伏見が笑う。

        「私が知りたいのは事実です」

        「あの子は指をしゃぶっただけなのに、と恥ずかしがっていたよ」

        「…………」

        「泣いてしまうとは思わなかったので、悪いことをした」

        　わざと核心をぼかしているが、和貴ならばあり得ない話でもないと深沢は黙り込む。

        　和貴は人一倍感じやすく、そして想像力も豊かだ。すぐに深沢に虐いじめられたときのことを思い出し、脳内で再現してしまう悪癖を持つ。無論、深沢にとってはそれすらも可愛く、そこを逆手にとって淫らな真似をさせたことも数知れないのだが。

        「そんなわけで和貴君に気を取られていると、冬貴が拗すねるんだ。こちらの苦しい胸の内もわかるだろう？」

        「残念ですが、わかるわけがありません」

        　そもそも伏見が和貴のことを取り合わなければいいのであって、その不満を深沢がぶつけられる謂いわれがない。

        　しかし、敵はそんな理性的な物言いが通じるような相手ではなかった。

        「さっさとせよ」

        　冬貴が爪つま先さきをひらひらと揺らして深沢を誘う。

        「申し訳ありませんが、嫌です」

        「子供は父に従うものだろう？」

        　どの面つらを下げてそんなことを口にするのかと思わずその美び貌ぼうを見やったものの、冬貴は平然としたものだ。

        「安心したまえ、深沢君。報酬は用意している」

        　報酬という言葉に、深沢はますます表情を険しくした。

        「何ですか？」

        「薬だ」

        　伏見は唇を綻ほころばせる。

        「薬？」

        「即効性のある催さい淫いん剤ざいだ。かなり強力だよ。中に塗ってやれば、効き目が切れるまで和貴君は君に反抗できなくなる」

        「…………」

        　伏見の情報網を使って手に入れた薬であれば、おそらくかなりの上物に違いない。効用にも信用がおけるはずだ。

        「心が動いたようだね」

        　からかうような口調に、深沢は首を横に振った。

        「お断りです」

        「どうして」

        　伏見は怪け訝げんそうな表情になる。

        　そんな二人のやり取りに焦じれたのか、冬貴が伏見にのしかかって首のあたりを舐め始める。

        「ん……義康……」

        「こら、冬貴。気が早すぎるぞ」

        　冬貴の唇から零こぼれる紅あかい舌は、妙に淫いん靡びだった。

        「どうせ偽物でしょう」

        「その根拠は？」

        「あなたは和貴様を可愛がっています。薬など使えば、和貴様がどうなるかは熟知しているはず」

        　暗示と酒に弱い和貴に薬など使えば、どれほど乱れるかわかったものではない。そのことで和貴が後悔するのを知っていれば、薬剤など与えられないだろう。それに、常習性のあるものを与えれば、健康に悪影響を与えかねない。

        　腹立たしいが、伏見は和貴に対しては紳士的にあるいは保護者的に振る舞うことが多い。従って、いくら冬貴のためであったとしても、和貴を犠牲にするような真似は好まないはずだ。

        「だからこそ、和貴君を苦しめるような薬を君に渡すわけがないと？」

        「ええ、業ごう腹はらですが」

        「君の洞察力には恐れ入るが、私はそこまでできた人間ではないんだ」

        　伏見は言いながら、じゃれかかる冬貴をいなすように彼の髪を優しく撫なでた。

        「可愛い冬貴の飢えを満たしてやりたいと思う、ただの憐あわれな男だ。その願望に従って動けば、父親でも保護者でもなくなる」

        「では、その薬は本物だと？」

        「君がそう解釈するならね」

        　深沢は自分自身の趣味の悪さを自覚している。和貴を玩具おもちゃで虐めてしまうのも、和貴が泣いているところが一番可愛らしいと思っているからだ。己の冷酷な仕打ちゆえに泣く和貴を見るのは、至高の悦よろこびだった。

        　伏見はそういう深沢の嗜し好こうを理解しかねるらしく、もっぱら和貴に対しては慰め役に回っている。それが深沢には不快なのだが、和貴がそうすることで均衡を保ち、深沢に溺れているのであればそれでかまわないと信じていた。

        「和貴様に薬物など必要ありません。放っておけば感じてぐずぐずになって、わけがわからなくなるまで溺れますから」

        「その状態が早くなれば、君だっていつもより愉しめるだろう？」

        　確かに、和貴をその状態に持っていくまではかなり骨が折れる。しかし、それを厭いとっていては性交など手間なだけの遊戯になってしまう。

        「それだけではありません。塗り薬など使っては、こちらが酷ひどい目に遭うに決まっています」

        　避妊具をつけての挿入も可能だが、和貴を満足させるためにもつけたくない。それに、深沢とて折せっ角かく和貴を抱くのに薄皮一枚であっても無機物を挟むのは御免だった。

        「安心したまえ。吸収も早く、君が苦しむようなことはないはずだ。常習性もないと聞いている」

        　はず、という胡う乱ろんな言葉では納得はできない。

        「……それでも受ける気はありません」

        　自分が冬貴に触れたと知れば、和貴は立ち直れなくなるだろう。

        「だろうな。そう思って、君には更なる報酬を用意しておいた」

        「薬のほかに？」

        　薬よりも深沢の心を動かすものとして、いったい何があるだろうか。そちらのほうが深沢には興味深かった。

        「ああ、和貴君の写真だ。まだ五歳の彼が、半ズボン姿で戯れている写真だ」

        「…………」

        「無論、全裸の写真もある。それはそれは可愛くて貴重なものだよ」

        　そこまで言われたら、断ることなどできそうにない。

        　深沢は深々と溜息をついて嫌そうなポーズを作ってから、伏見に向き直った。

        「……仕方ないですね。ただし、挿入はしません。よろしいですか？」

        「いいだろう」

        　漸ようやく深沢が乗ってきたのを感じ取ったらしく、伏見はにやりと笑った。

        「話はついたのか」

        　伏見に戯れつつ退屈そうにやり取りを聞き流していた冬貴が、ほっそりとした脚をしどけなく伸ばし、渋々寝台の反対側に腰を下ろした深沢の腰をつんつんと蹴った。

        「ああ、おまえと寝たいそうだ」

        　そんなに積極的に参加するつもりはなかったが、伏見は拡大解釈しすぎだ。

        「ふん」

        　冬貴は当然だとでも言いたげに鼻を鳴らす。

        「ならば、今こ宵よいはたっぷり楽しませてやろう。どうしてほしい？」

        「さっさと終わらせてほしいですね」

        「つまらぬ男だ」

        　身を起こした冬貴は上唇をぺろりと舐め、深沢に躙にじり寄ってきた。

        　する、と手を伸ばした彼は、深沢の腿ももにそれを載せる。

        　冷えていた。

        「生あい憎にく、和貴様にしかその気になれませんので」

        　深沢は眼鏡のブリッジを押し上げる。

        「どちらから挿いれる？」

        　深沢は辛辣な一言を放ったつもりだったが、冬貴と来たらまるで聞いていない。

        「私は挿れないと申し上げました」

        「堅物だな」

        　独特の間合いで詰なじられて、深沢は平然と「でしたら、私を諦めていただけませんか」と言い放った。

        　伏見は一瞬おかしげに唇を歪ゆがめたが、冬貴はまるで気にせぬ風情で口を開いた。

        「たまにはまずいものもよい」

        　冬貴は平然と告げ、身を捩よじるようにして深沢を見やった。

        「そうでなくては、旨うまいものの有り難みが薄れる」

        「なるほど」

        「できる範囲で、愉しませてみろ」

        　寝台に両膝を突いて彼に覆い被かぶさった深沢は、しどけなく躰からだを投げ出した冬貴の長なが襦じゅ袢ばんに手を伸ばし、その膚はだに手を載せる。

        　手に吸いつくようだ。

        　和貴の膚はもっとさらりとしていて、それでいて深沢がみずみずしく変化するのだが、冬貴の膚はそれとはまた違う。はじめからねっちりと濡れていて、誘うかのようにやわらかい。

        「どうすればいいですか」

        「あの子にするようにしてみろ」

        「和貴様に……」

        　深沢は一瞬顔をしかめた。

        「あなたは攻め甲が斐いがなさそうです」

        　そう言って、躰を屈かがめて冬貴の下腹部に手を這はわせた。

        　そこはまだ反応していないが、男の欲望は脈打っている。

        「あなたはここをぬるぬるになさったとしても、恥ずかしくないんでしょう？」

        「当然だ」

        　甘い声が鼓膜を擽くすぐる。

        「乳首を虐められて感じるのも、嬉うれしいんですね？」

        「ふふ、そう転がすな。くすぐったい」

        「くすぐったいだけですか？」

        「すぐに感じてしまう……もっと焦らせ」

        　衣の裾を乱しながら、冬貴は傲岸に命じた。

        「張り合いがないですね」

        　深沢は溜息をつく。

        「こちらの台詞せりふだ。おまえ、なぜいちいちあの子と私を比べる？」

        「和貴様の具合が世界で一番よろしいからです」

        　深沢は断言する。

        　ここでそれをはっきりさせておかないと、あとで面倒なことになりそうだからだ。

        「少なくとも、あれは私を同じ顔だと信じている」

        　冬貴は微笑を浮かべると、己の右脚を持ち上げて深沢の下腹部に押しつけた。爪先を回すように振動され、その的確な技巧にどきっとする。

        「顔は……似ていても、躰も心根も違います」

        　さすがに声が揺らぐ。こんな真似も和貴にはできないが、冬貴は知っているかどうか。

        「難儀な男だ」

        　揶や揄ゆするような声音だった。

        「問答はもういい。おまえ、しゃぶりたいか」

        「いえ、全然その気になりません」

        「では、しゃぶってほしいか？」

        「そちらも結構です」

        「つまらぬな」

        　冬貴はむっとしたように眉根を寄せて、覆い被さっている深沢の肩を軽く叩たたく。深沢が寝台に腰を下ろすと、躰を起こした彼が猫のようにするっと動いた。

        「っ」

        　驚きに小さく息が漏れたのは、舌した舐なめずりをした冬貴が、布の上からいきなり唇を押しつけてきたためだ。

        「ん」

        　普通は奉仕をする前に一拍くらい置くだろうに、冬貴はそれすらなかった。

        　和貴も慎つつしみ深いとはいえないたちで、堪こらえられないとすぐに深沢を求めてくるのだが、それもやむにやまれずといった風情だ。彼に比べると、冬貴はやはり奔放な体質だった。

        「ふふ、大きさはそれなりだな」

        「褒めてくださってるんですか？」

        「受け取りようだ」

        　冬貴は深沢の下衣を緩めると、そこから器用に性器を取り出す。

        　幹にかぷっと軽く噛かみつかれて、深沢は顔をしかめた。

        「何ですか？」

        「そう緊張するな」

        　からかいを込めた口ぶりが耳に届く。

        「緊張などしていません」

        「ならば気にしているのであろう？　あの子のことを」

        　気にしているのではないが、ほかの相手にそう簡単に欲情できないだけだ。

        「今頃和貴君は、君の目を逃れて羽を伸ばしているよ」

        　伏見が笑いながら口を挟む。

        「和貴様は、冬貴様と違います」

        「わかってないな」

        　冬貴の足あし許もとに座っていた伏見は、情人の長襦袢の裾を無造作に捲まくり上げた。腰こし紐ひもが緩んだ程度で襦袢は脱いでいないので、はだけた裾から目に毒といえるほどに白い膚が零れ、深沢の視界に飛び込んでくる。

        「彼は雰囲気に流される傾向にある」

        「…………」

        　音がするほど冬貴にそれを吸われて、異質な快感に一瞬、返事ができなかった。

        「君だってわかるだろう？」

        「潔白さは結果であって目的ではありません」

        　深沢は自分でもわかったようなわかっていないようなことを口走る。

        「ふん」

        　大して気のなさそうに呟つぶやいた冬貴は、ねろりと深沢のそれを舐め上げる。

        「く」

        　背筋にびりっと痺しびれが走る。

        　上手い。

        　舌を軽く這わされただけなのに、総毛立つような感触があった。

        　これはどういう技を使っているのか。

        「う…んっ……んふぅ……はむ…っ…」

        　冬貴はまるでそれ自体が美お味いしい食べ物であるかのように、自在に舌を這わせる。そこには躊躇ためらいもてらいもなく、じゅるりと濡れた水音を立てる様はひどく淫らだった。

        　たまらずに額に汗が浮かび、深沢は敷布をぎゅっと握り締める。

        「どうした、堪えているのか」

        　からかうような声音だった。

        　顔を上げた冬貴の唇から、ねっとりと粘度の高い唾液が糸を引く。

        「いえ。生あい憎にくまだ物足りないようです」

        「言ってくれる」

        　実際には、余裕など欠片かけらもない。

        「ン」

        　不意に冬貴が高い声を上げる。何ごとかと思ってそちらを見やると、伏見が冬貴に尻を掲げさせ、秘ひ蕾らいを舐め始めたのだ。

        「義康…ッ…」

        「存分に満足させてやれ。深沢君を楽しませてあげたいんだろう？　おまえなりに婿殿に尽くしてやりたいと言っていたはずだ」

        「そんな殊勝な意向があったとは気づきませんでした。申し訳ありません」

        　深沢が棒読みで謝罪を告げると、伏見は大して面白くもなさそうに答えた。

        「言ってみただけだ」

        　しれっと言う伏見に、冬貴がしどけなく躰をくねらせて「もっと舐めて」とねだる。

        「もっとか？　指はどうする？」

        「まだ」

        「わかった」

        　伏見が再びそこに顔を伏せ、冬貴の蕾つぼみに舌を這わせる。冬貴はその動きを再現しているわけでもないだろうが、深沢の花茎を懸命に舌でなぞり、舐ねぶっている。

        　尤もっとも、冬貴の小さな口から深沢の花茎がはみ出ているので、さほど簡単ではないようだ。

        「んくぅ……」

        「平気ですか？」

        　深沢としてはこのあたりでやめられてもまったく問題はないのだが、冬貴は尖せん端たんを口に含んだまま上目遣いで深沢を見やった。

        「ん、んっ」

        　その一生懸命なところは、どこか和貴に似ている。

        　こうと決めた相手には懸命に尽くし、どこまでも淫らに振る舞う。

        　そう感じた瞬間、喩たとえようもない劣情が込み上げてきた。

        「ッ」

        　冬貴が途端に頬を赤らめ、けほけほと咳せき込む。

        「すみません、冬貴様」

        「大きくしたな……一人前に」

        　くすり、と冬貴は笑った。

        「おまえはこれで昂こう奮ふんするのか」

        　ちらりとまたしても顔を眺められ、深沢は情人の父に卑ひ猥わいな奉仕を受けているという歪な情景に、欲望が迫せり上がるのを感じた。

        「んぅ……む…ン…っ」

        　今度は冬貴は顔を離さず、深沢の尖端を熱心に舐る。

        「どうした、出せ」

        「く」

        　ここで出せと言われても、出さすわけにはいかない。

        「おまえの奉仕が足りないんだろう。冬貴、本気でやってはどうだ」

        　伏見が焚たきつけたので、冬貴は深沢の性器を掴つかんで愛いとしげに頬擦りをしてくる。

        　はっと息を呑むほどに、淫いん猥わいだった。

        「どうした？　遠慮せずにもっと大きくせよ」

        　傲慢な物言いで、深沢を煽あおるというわけでもなく、冬貴は淫らな色を載せて呟く。

        「それとも、ここに出すか？」

        　舌先でぬるりと根元から尖端にかけてを舐め上げ、冬貴が大きく口を開ける。

        　だめだ。

        　さすがに堪えきれなくなり、深沢は義父の喉奥に向けて精液を放った。

        「ーっ」

        　勢いよく白濁を浴びせてしまったせいで、冬貴が苦しげな顔になった。

        「大丈夫ですか？」

        　ひとしきり咳き込んだ冬貴は深沢のものに顔を寄せて、孔あなに唇をつけた。残ざん滓しまで存分に啜すすられて、思わず腰が震える。

        「濃いな。溜たまっていたのか」

        「もとよりこういう味です」

        「悪くはない」

        　無論、その顔は和貴とは違う。

        　だが、普段彼が冬貴を人一倍意識し、和貴自身であろうと努力していることを思い出し、深沢の心は愛しさで満たされる。

        「ん……また膨らんだ……」

        　おかしげに冬貴が囁ささやき、深沢のそれを旨うまそうに弄ぶ。

        「和貴君のことでも考えたんだろう。違うかい？」

        「ご想像にお任せしますよ」

        　深沢の言葉を聞き、冬貴が身をくねらせながらなおもキスを浴びせてくる。

        　しかし、それは先ほどよりもだいぶおざなりで、冬貴が感じていることを如実に示していた。

        「冬貴、指は？」

        「指、やだ……もう、挿れて？」

        「苦しいんじゃないか？」

        「平気」

        　溜息をついた伏見が姿勢を変え、冬貴の足許に跪ひざまずく。深沢同様に下衣だけ緩めた彼は冬貴の腰を両手で支え、秘蕾に雄ゆう蘂ずいを押しつけた。

        「あー……ッ！」

        　男の性器が冬貴の尻に呑のみ込まれていく様は、ひどくそそる。

        　十二分に昂たかぶっていたらしく、冬貴がそこで精を放った。

        　……ぞくりと、する。

        　頬を紅潮させた冬貴は唇を半開きにし、射精の快感に浸って言葉もなく呼吸を繰り返している。奉仕をする気力も起きないらしく、浅ましく打ち震えていた。

        　快楽を素直に貪る冬貴の美貌は、確かに和貴のそれとは違う。

        　いつも苦しげで泣きながら深沢を受け止める和貴とは違い、冬貴は全身全霊で快感を貪っていた。

        「冬貴、口がお留守だよ」

        「んく、んっ……んー……」

        　冬貴の口腔こうこうに、自分のものが吸い込まれていく。

        「どうなのですか、伏見様」

        　ここまで来れば伏見にも余裕はないだろうと、深沢は彼をからかってみることにした。

        　こんなふうに汗を滲にじませ、性的な戯れに耽ふける伏見を目にするのは初めてだったからだ。

        「冬貴の中かい？」

        「ええ」

        「味わったことがないのは気の毒だな」

        「んふぅ……」

        　伏見が微かすかに腰を揺すると、冬貴が喉奥で甘い声を上げる。

        「こんなに細くてよけいな肉などついていないのに、冬貴の中はいつもやわらかくて熱い」

        　伏見は動きを止めて、襦袢が捲れ上がった冬貴の背中をゆったりと撫でる。

        「義康、動いて」

        　性器から一度顔を外して冬貴がねだったので、伏見は苦笑とともに「ああ」と頷いた。

        「こうして動きだすと、襞ひだが絡んで……引き留める。そのくせ動かないとむずかるから、我わが儘ままなんだ」

        「和貴様と一緒ですね」

        　体勢を整えた深沢は寝台に膝で立ち、冬貴の頭を軽く撫でる。この体勢では冬貴は手を使えず、深沢の欲望に口で奉仕することになる。しかし、今はそのほうがいいだろう。

        　すぐに冬貴が燃えるように熱い口こう腔こうに自身を招き、繊細な奉仕を再開した。

        　上と下の口を犯される倒錯的な構図に溺れているのか、冬貴の口こう淫いんにはいっそうの熱が籠もる。

        「…んん、んふ…うく…ぅ…」

        「和貴君はもう少し青いだろう？」

        「いえ、挿れるときはたいてい苦労しますが、馴な染じむと素晴らしいですよ」

        　あの華きゃ奢しゃな肉体が、まるで花開くように綻びていくところはたまらない。

        「冬貴のように、こうして……こら、締めるな。進めないだろう？」

        　伏見が軽くいなしてやると、冬貴が鼻を鳴らす。

        　気持ちいいのか、舌技が疎おろそかになりつつあるが、深沢はその点は大目に見ることにした。

        「少しお仕置きだ」

        「あうっ」

        　深く突き入れられて、たまらずに冬貴が顔を離す。

        「あ、あっ……ふ、ふかいっ」

        「深くしているんだ」

        　ずぶずぶと伏見が冬貴に突き入れようとするが、その緋ひ色の襞肉さえ楔くさびに絡んでいるようであしらうのに苦労しているのが見て取れる。

        「冬貴、お口がお留守だ。つまらなければ、深沢君は帰ってしまうよ？」

        「む……」

        　冬貴が眉根を寄せて、口を大きく開き、ぱくりと深沢のそれを食はむ。

        　――熱い。

        　先ほども熱かったが、今はそれ以上だ。

        　冬貴が伏見に抱かれることでどれほど昂奮しているのか、深沢にもありありとわかった。

        　この二人のあいだにある歪んだ信頼の存在を、はっきりと感じ取る。

        「んーっ」

        　声を漏らしながらそれを吸い上げる様は、ひどく淫いん猥わいだった。

        「さて、話の途中だったな」

        　余裕を取り戻した伏見は、冬貴の腰を掴んで息をついた。

        「義康、やだ……」

        「ん？　足りないか？」

        　伏見が腰を左右に動かしてやると、冬貴が「いい」と呟いてからまたも深沢の性器に吸いつく。こんなになっても奉仕を忘れないあたりが、冬貴の冬貴たる所以ゆえんなのだろう。

        「こうして挿れたままでもいいが、突くのもいい。――ほら」

        　軽く腰を引いた伏見が、今度は深々と肉を抉えぐる。

        「んぅうっ！」

        　その衝撃で冬貴の躰が動き、深沢の性器の尖端が彼の喉奥を突いた。

        「ぐ…っ」

        　えずきそうな苦しげな顔をしたものの、冬貴は奉仕をやめなかった。

        「和貴君はどうだい？」

        「当てると悦よろこびます。中にいいところがあって……」

        　無意識のうちに「孕はらませて」とねだる和貴は、雄の精液を浴びせられるのが好きなのだ。

        「是非一度、試してみたいな」

        　おかしげに言う伏見だったが、言葉ほどに余裕はないのだろう。

        　彼の額には、既に汗が滲んでいる。

        「動くぞ」

        「んうっ、あ、……あ、義康、あたる…そこ…っ」

        「こら、冬貴」

        　激しく動きだした伏見が、冬貴に声をかける。

        「口でしなさい」

        　情欲に掠かすれた伏見の声が届いたらしく、冬貴は従順になって深沢を咥える。んく、と呻くあえかな声がやけに可愛く思え、深沢は苦笑する。

        　これでは彼らにあてられてしまったとしか、思えない。

        　深沢にとって愛しい相手は、和貴だけなのに。

        　なのに、頬をへこませて唇で締めつけたり、手練手管を使って奉仕に耽る冬貴の顔は年齢よりもずっと稚いとけなく、そして可愛らしく見えてしまう。

        　懸命に悦楽に溺れる彼は――美しかった。

        　誰よりも愛する和貴の父だという贔屓ひいき目なしでも、綺麗といえた。

        「どうだ、深沢君」

        「かなり、ですね」

        　言いたくはなかったが、ここまで熱っぽく奉仕をされては如い何かに深沢とて保ちそうにない。

        「私もだ」

        　伏見が唇に笑みを刻み、冬貴の腰のあたりをゆったりと撫でた。

        「そろそろ、出すぞ」

        「では、私も」

        「は、ん、んくっ」

        　さすがに欲望が迫り上がり、深沢は冬貴の頭を押さえて腰を揺すっていた。

        　積極的にかかわるつもりはなかったが、冬貴の中にある一いち途ずさは和貴に通じる気がして、昂奮してしまったのだ。

        「ん、ふ……ん、んっ」

        「出すぞ」

        「出して…熱いの…かけてっ…早く…あ、あっ…」

        　初めて間近で聞く冬貴の喘あえぎは、驚くほどにいやらしい。雄の欲望を煽あおるような、そんな声音だった。

        　冬貴が甘く喘ぐのを聞いた深沢は、とうとう耐えきれなくなり、再度彼の頭を押さえ込む。

        　冬貴のその髪は、汗でびっしょりと湿っていた。

        　情け容赦ない突きに彼が喉奥で呻いたので、深沢はそれを引き抜いた。それから、狙い澄ましたように冬貴の顔に精液を浴びせる。

        「…………」

        「ああっ、熱い……いいっ…イイ…いきそう……」

        　顔にねっとりと白濁をかけられた冬貴が、歓喜の声を上げる。

        「だして、義康も…かけてっ、早く…義康、っ…」

        　冬貴が甘え声でねだりつつ、きりきりと体内の伏見を引き絞ったようだ。

        「出すぞ」

        「うん、…いいっ…いく、いくっ……あー……！」

        　伏見と冬貴と、どちらが先なのかはわからない。

        　二人は前後して達し、伏見は暫しばらく余韻を味わってから、冬貴の躰から引き抜く。冬貴はくたりとその場に横たわり、全身で息をしていた。

        「――冬貴の顔にかけるとは、酷い真似をするな」

        　衣服を整えた伏見がそう言ったので、深沢は軽く肩を竦めた。

        「すみません、かけてほしいとおっしゃったので」

        　息を整えた冬貴は、自分の顔を汚した精液を指先で拭い、うっとりと舐っている。

        　そのあたりはやはり親子だと思ったが、伏見にいろいろ突っ込まれるのは面倒だったので、黙っておいた。

        「さて、これでよろしいですか？」

        「ああ」

        「では、薬と写真をくださいますね」

        「わかった」

        　いくら伏見であっても、これ以上深追いしない方針のようだ。

        全身に鈍い疲労を感じつつも、役目を果たせたことに深沢は安あん堵どした。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        「……という夢を見た」

        　寝台にこてんと横になり、全裸のままの和貴は、掻かい摘つまんで今し方見ていた悪夢の内容を解説する。

        「納得しました」

        「起こしてくれて、助かった」

        　あまりにもひどく和貴が魘うなされていたので、深沢はわざわざ起こしてくれたのだ。

        　グラスに水を注いで手渡してくれたので、和貴はそれをこくこくと飲み干した。

        　グラスを片づけた深沢は、寝台に腰を下ろした。

        「酷いですね、和貴様」

        「何が」

        「ゆうべあんなにねっとり可愛がってあげたのに、どうしてそんな酷い夢を見るんです？」

        「う」

        　言われてみれば、そうだった。

        「さんざん私から搾り取ったんですよ？」

        　とんと躰を押されると、疲労しきっていたせいで抵抗もせずに倒れてしまう。

        「ぼ、僕が酔っていたから……酷いこといっぱいしたくせに」

        　和貴が拗ねた口調になったのに、深沢はまったく気にしていないようだった。

        「いつもと同じでしょう？　ああ、昨日はいつもより嫌がっていましたね。悪酔いしていたのかなかなか素直にならなくて、じっくりお道具で嬲なぶらないと素直にならなかった」

        「おまえが父上の部屋から出てきたせいだ」

        　それでつい、寝酒のつもりが飲みすぎてしまったのだ。

        「あなたが帰ってくるのに、冬貴様と遊んでいるわけがないでしょう？　手紙を届けたんです」

        　それならばいいが、理屈で割り切れるものではない。

        「もう、いい」

        「わかっていますよ。可愛い焼き餅を妬やいてくださったんですね」

        　深沢はくすりと笑った。

        「焼き餅なんて妬いたらお仕置きされるのに、和貴様は相変わらず学習ができていない」

        　そんなことを言われたって、自分の心性までは変えられないのだから、仕方ないではないか。

        「何度注いであげたか、覚えていませんか？」

        　明日は休みだからたっぷりしましょう、と深沢が言ったことだけは何となく覚えている。

        　けれども、その程度だ。

        「や、っ」

        　上掛けを剥はいだ深沢が指先で蕾に触れたので、和貴は身を捩る。綺麗に後始末してもらったが、過敏になっている。

        「腫はれていますね、少し」

        「誰のせいだと思うんだ」

        「私、ですか？」

        「ほかに誰がいるんだ」

        　自然と目に涙が浮かび、和貴は恨みがましい目で深沢を睨にらんだ。

        「では、薬を塗っておきましょう」

        「――薬？」

        　嫌な予感がした。

        「ええ。伏見様にいただいたものです。安心してください」

        　今し方見た妙な夢のことを思い出し、和貴は全身を強こわ張ばらせる。

        　いやいや、あれは夢だ。

        　いくら何でも、あれが正夢ということはないだろう。

        　深沢はサイドボードに置いてあった小瓶を取り上げ、その中から軟なん膏こうを指に塗りつける。

        「四つん這いになって尻を上げなさい」

        「…………」

        　ここで嫌だと言うとどんな目に遭わされるかわかったものではないので、和貴は渋々従った。

        「挿れますよ」

        「……うん」

        　ぬぷり、と男の指が沈み込む。

        「…ッ…」

        　粘膜の襞ひだと襞を伸ばして一枚一枚に塗り込むような執しつ拗ようさで、深沢は薬を塗り広げていく。

        「ひ……」

        　はじめに感じたのは、熱だった。

        　熱いのは敏感な部分を弄いじられて火ほ照てったのだろうかとも思ったが、違う。

        　痒かゆい。

        「な、直巳……待って、お尻、変……」

        　この薬のせいだ、と和貴は直感した。

        「薬に慣れないだけです」

        「で、でも……ぬるんってして……ああっ」

        　和貴は深沢を止めようと何とか躄いざったが、逃れきれない。

        　既に後の祭りだった。

        「さあ、塗り終えましたよ」

        「う…う……」

        　かっと躰が熱くなり、汗が滲んでくる。

        　嫌だ。

        「どうしたんです？」

        「ひぅ……うう……」

        　痒くてたまらない。

        　とにかく掻かきたくてそこに手を伸ばそうとしたが、深沢が和貴の躰を抱き上げて自分の膝に座らせ、逆に身動きを取れなくしてしまう。

        　慰めてくれているのか意地悪なのかわからないが、下手なことを言うとまた虐められるのはわかっていた。

        「こんなに震えて」

        　可か哀わい想そうに、と優しく囁ささやいてくれる。

        　だが、それすらも今はつらかった。

        「なおみ……変……」

        「私が？」

        　からかうような甘い声音が、今は憎たらしい。

        　わかっているくせに、言わせようとするなんて。

        「ち、ちがう……お尻……」

        「ああ、今の薬ですか？」

        「痒い……痒くて……」

        　汗と一緒に、ぬるぬるした液体まで溢あふれ出すみたいだ。

        「掻いてほしいですか？」

        「う、うん」

        　和貴がこくこくと首を縦に振ると、彼はくすりと笑った。

        「尻を弄られて感じてしまったんですね。相変わらず敏感だ」

        「ちが……」

        　違う。

        　苦しくてならずに、とうとう涙が出てきた。

        　なのに深沢は和貴を抱き締めたまま、身み動じろぎ一つ許さないのだ。

        「では一つ私のお願いを聞いてください」

        「な、なに」

        　また無理難題を吹っかけられるのは、わかっていた。

        「今度三人でしてもよろしいですか？」

        「えっ？」

        　一瞬、脳が理解を完全に拒んだ。

        「あなたに二人で挿れてみたくなりました。伏見様に手伝っていただきましょう」

        「やだっ」

        　冗談じゃない。

        　それでは本当に、ただの玩具ではないか。

        　今まで深沢は、どんなときだって伏見を混ぜることは嫌がっていたのに。

        「嫌？　痒くてひくひくさせてるのに？」

        「やだ、やだ…っ……やだぁ……」

        　和貴は深沢のものだ。

        　その基本だけは、絶対に変わらないのに。

        「拒むのでしたら、お尻はそのままですよ？　脂汗でびっしょりで、可哀想に」

        　まるで虫が這い回っているみたいに、つらい。

        　痒くて痒くて、気が狂いそうだ。

        「お、お願い、手、放して……」

        「どうして？　自分でお尻を慰めたいんですか？」

        「う、うんっ」

        　和貴はがくがくと頷いた。

        「ならば、三人でするのを許しますね？」

        「嫌……いや、いや……」

        　和貴は泣きじゃくりながら、深沢の胸に顔を埋めた。

        「どうして嫌なんです？」

        「おまえの、だから…っ…」

        　何度それを言わせるのか。

        「どんなにつらくても、嫌なんですか？」

        「やだ……」

        「ここをぐちゅぐちゅしてほしいくせに？」

        　深沢が掌で、蕾を優しく撫でてくれる。とはいえ、それだけでは掻そう痒よう感は治まるわけがない。

        「う、うんっお尻……お尻、して……早くっ」

        　もう何を言ってるか自分でもわからない。

        「お尻に挿れて……お願い……」

        　違う。掻いてほしいのに。

        　挿れてほしいわけじゃない。

        　でも、どちらがいいのかわからない。

        　掻いてほしい、そこをいっぱいにしてほしい……どちらの欲望も膨らみ、きゅんと胸を疼うずかせる。

        　今のあの怪しげな薬は、催淫剤なのだろうか？

        「やはりあなたは淫乱だ。挿入ではなく、掻いてほしいとおねだりすべきでしょう？」

        「う、うん……掻いて……」

        　もう、自分でも何を言っているのかわからない。

        　どちらでもいい。

        　このやわらかな粘膜を虐めてもらえるのなら。

        「可愛いですよ。淫乱のくせに、必死で貞操を守ろうとして……では、虐めてあげましょう」

        　焦らされるつらさに泣きじゃくる和貴の視界に入ったのは、サイドボードに置かれた二枚の写真だった。

        　半ズボンを穿いた和貴と、産うぶ湯ゆに浸つかる赤子の和貴だ。

        　あれは夢ではないのだろうか？

        　もしかして、すべてが現実なのか？

        　いや、酔っている和貴に深沢が吹き込んだ作り話なのかもしれない。

        　そうして疑心暗鬼になる和貴を愛めでるための意地悪、という可能性もある。

        　そのいずれなのか確かめようにも、溢れる快楽に舌が痺れたように動かない。

        「お尻がぐちゅぐちゅになるまで虐められれば、嫌なことは全部忘れられますよ」

        「うん、んっ……んーっ」

        　深沢の指がほんの少しだけそこに入り込み、入り口を引っ掻いてくれる。

        「あふ……」

        　もっと奥まで掻いてほしい。

        「どうですか？」

        「もっと奥……奥、つらい…っ…」

        「つらいですか？　もう勃たってますよ」

        「！」

        　羞恥に頬がかっかと火照ってきたが、もうどうしようもない。

        「だ、だって……お尻、お尻されると感じる……」

        「なるほど。可愛い淫乱だ」

        　その言葉に、ふっと胸が痛くなった。

        　こんなに深沢を求めているのは――相手を好きなのは、自分だけのように思えて。

        「直巳」

        　舌足らずな声で、和貴は懸命に深沢を呼んだ。

        「何ですか？」

        「すき……？」

        確かめずには、いられない。

        その感情を確かめずにいられるのは、きっと父くらいのものだ。

        「ええ、好きです。好きでなくては、こんなにあなたを虐めません。興味がない相手に、手間暇かけるわけがないでしょう？」

        「ほんと……？」

        「三人でなんてしません。伏見様に触れさせるなど……冗談ではありません」

        　よかった。

        　ほっとした和貴は躰から力を抜き、「好き」と囁いて深沢の胸に顔をくっつける。

        「すき……直巳……」

        「愛しています」

        　酷いことを言ったり、いっぱい虐めたりするのは、全部深沢が自分を好きな証拠なのだ。

        　そう思うと嬉うれしくなって、和貴は「大好き」と言いながら深沢の首に腕を回した。

        　

    

    
        
            もの思い

        
    


    
        「ああ、もうこんな時間か」

        　懐中時計を取り出し、伏ふし見み義よし康やすはそう呟つぶやいた。

        　第一高等中学校の寮に入っている伏見は、週末でなくては自由に外出ができない。従って、麻あざ布ぶにあるこの清せい澗かん寺じ邸を彼が訪れる日こそが、土曜日にあたる。

        「ん」

        「じゃあな、冬ふゆ貴き。また週末に来る」

        　寝台から腰を上げた伏見は穏やかに告げ、清澗寺冬貴の頭を軽く撫なでる。

        　あたたかい。

        　そのぬくもりはすぐにふっと離れ、伏見は戸口に向かう。彼は右手で扉を開けてから振り返り、唇だけを動かしたが、微かすかに笑ってすぐに姿を消した。

        　一人ぼっちになった冬貴は、試しに自分の頭を両手で触ってみる。そこにまだ伏見のぬくもりが残っているようで、指先がじわっとあたたかくなった。

        　それから、窓に近づいた。

        窓辺に立って精いっぱい背伸びをしてみたが、冬貴の身長では見えるのはこんもりとした樹木ばかりだ。

        　耳を澄ます。

        　だが、外を歩く伏見の足音は聞こえない。

        　門から出たのかもしれない。

        　寝台に戻った冬貴は腰を下ろし、伏見が座っていたあたりを手でさする。

        　既にぬくもりはない。

        　ぺたぺたとそこを撫でてから、冬貴はその場でこてんと横になった。

        　長い髪がふわりと寝台全体に広がる。

        「あ」

        　寝台には伏見が手て遊すさびに読むようにと持ってきた、ドイツ語の書籍が置かれていた。

        　読みたいわけではなかったが、伏見の匂いが残っているのではないかと思い、表紙に顔を近づけてくんと匂いを嗅いでみた。

        　何もない。

        『Untem Rad』――車輪の下。

        　今度は序文のあたりを開いた。

        　伏見はこういうものが好きなのだろうか。

        　ぱらぱらと頁ページを捲めくっているうちに、自然と話の内容が頭に入ってくる。

        　そこから感じ取るのは、紙とインクの匂いだけだ。

        　伏見はこれを読んでいないのかもしれない。

        　だとしたらなぜこんなものを勧めてきたのか、冬貴には伏見の真意がわからなかった。

        　……つまらない。

        　実際に彼が読んでみれば、それが如い何かにつまらないものかわかるというものだ。

        　寝台に寝転んでごろごろしながら書籍を弄んでいると、音もなくドアが開いた。

        「冬貴」

        　祖父の清澗寺貴たか久ひさが顔を見せたので、冬貴は「お祖じ父い様」と言って寝台から滑り降りる。素足に床の冷えた感覚が直じかに伝わってきた。

        　冬貴を見据えたまま、貴久は取り立てて反応を示さなかった。

        「お祖父様」

        　もう一度言って、貴久の服の裾を掴つかむ。すると、彼は「ただいま」と笑むこともなく応じた。

        「誰か来たのか」

        　貴久に問われ、冬貴はこくりと頷うなずく。視線を巡らせた貴久はドイツ語の本に目を留め、「あれか」と呟いた。

        　祖父にかかれば、たいていの人間はその程度の扱いだ。

        　彼がなにがしかの意図を持って接するのは、家族と嵯さ峨が野の経つね行ゆきくらいのものだった。

        「おまえに知恵の実を食べさせようとは、あの男……罪なことをする」

        「知恵の実？」

        「おまえが何であるかを知らぬのだ。憐あわれな男だ」

        　ふ、と祖父は笑う。

        「まあ、それもよかろう。どうせおまえはあの男のものにはならぬ。……が」

        　厳かに言った貴久は、冬貴を見下ろして目を細める。

        　祖父の白い面おもてに、影が差し込む。

        「私の言いつけは覚えているな？」

        「ん」

        　冬貴はもう一度軽く首を縦に振った。

        「いい子だ。――湯の支度をさせた。湯ゆ殿どので待つがよい」

        「はい」

        　裸は足だしのまま階段を下りていく。

        　屋敷はしんとしていて、特に誰かと行き会うこともない。ときどき、執事の内ない藤とうの静かな視線にぶつかることもあるが、それくらいだ。

        　この家はいつも静かだった。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        　部屋の中を歩き回る。

        　一歩進むと、少し時間が減る。

        　もう一歩。

        　それから、もう一歩。

        「冬貴様、どうなさったのですか？」

        　二階で動き回る気配を読み取り、ドアを叩たたいてから執事の内藤が顔を出した。

        「…………」

        「何でもないのなら、よいのですよ。咎とがめたわけではありませんから」

        　すぐに内藤がいなくなったので、冬貴は窓辺に立って今度は背伸びをした。

        「んー……」

        　だけど、窓から見えるのはこのところとみに樹勢を増した木々くらいだ。

        　もう一度爪つま先さき立ちになったが、やはり何も見えない。

        「…………」

        　階段を下りた冬貴は、裸足はだしのまま外に出た。

        　あたりをぐるりと見回し、手近にある一番背の高い木を拳で叩たたいた。

        　拳にじわりとした感触が残る。

        　もう一度掌てのひらで幹を叩くと、上から葉っぱが落ちてきた。

        　掴めそうな枝がないので、何度か飛び跳ねてみる。

        　着物の裾を踏んで何度か転びそうになったが、七、八度目くらいでやっと細い枝が引っかかり、冬貴はそれを両手で掴んだ。

        　掌が痛い。

        　そして、重い。

        　自分の体重が両腕に食い込んでくる。それでも登ろうと思って木に足をかけた。それを支えにもう少し高い枝に手を伸ばしたそのとき、「何をしてるんだ」という声が背後から聞こえた。

        　両脇に手を入れられ、躰からだが支えられる。

        「冬貴、何してる？」

        　伏見だった。

        　もうそんな時間だったのか。

        　それとも彼が早く来たのか、冬貴にはわからない。

        　彼の訪れにより、冬貴は時間の経過を知るからだ。

        「登る」

        「登りたいのか？」

        「ううん」

        　冬貴が首を振ると、呆あきれたように伏見が背後で息をついた。

        「じゃあ、手を離せ。その格好で木登りは無理だ」

        「ン」

        　冬貴が手を離すと伏見が躰をそっと地面に下ろす。振り向こうとする前に、彼が肩越しに顔を覗のぞき込んできた。

        「この前も登っていたな。もしかして、木登りが好きになったのか？」

        「ううん」

        　もう一度首を振る。

        「また手紙が引っかかったわけじゃないんだろう？」

        「違う」

        　手紙は全部、文ふ箱ばこにしまった。

        　あれ以来手紙を読むときは絶対に窓を開けないから、もう飛ばない。

        「そうか」

        　伏見がふっと息を吐き出し、少しおかしそうに笑った。

        「おまえの考えていることはわからない」

        「うん」

        　伏見がわからないと言うのだから、きっとそうなのだろう。肯定の言葉に、伏見は少し困った顔をした。

        「俺がいないときには木に登るなよ」

        「いけないのか」

        「危ないからな」

        「…………」

        「そんな顔、するな。退屈しのぎには本を持ってきているだろう？　今日も借りてきたんだ」

        　それでは足りない。

        　なぜ伏見には、冬貴の思うことが百分の一も伝わらないのだろう？

        　欲しいのは本ではなかった。

        　冬貴の反応が悪いことに戸惑ったらしく、伏見は言葉を重ねた。

        「嵯峨野先生に何か頼んでみようか。おまえに勝手に何か買い与えても怒られそうだし……」

        「おじい様にはよく会うのか」

        「当然だ」

        　吹きだした伏見がいつもと違う顔になったので、冬貴はますます落ち着かない心持ちになった。

        　心臓の奥がじわじわとして、気持ち悪い。

        　しかし、自分の感情を音にできなかった。

        「それはいいとして、もう木に登るなよ。わかったな、冬貴」

        「ん」

        　伏見がいるときは、木に登る必要なんてない。

        　見たいものは、もうここにある。

        　欲しいぬくもりは、ここにある。

        　今はただ、少しずつ躰全体があたたかくなっていく。

        　冬貴は伏見の肩に自分の額を乗せ、そのまま目を閉じる。

        「どうした？　寝たのか？」

        　伏見の声が、鼓膜の奥底にゆるやかに沈んでいった。
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        　船旅で一か月半。それが日に本ほんから英国イギリスの移動に要する日数だ。

        　要するに、日本と英国のあいだにはそれだけの距離が存在した。それほどの距離がなければ、断ち切れなかった思いが伏ふし見み義よし康やすの胸中にある。

        　出発間際に離れ難い相手との因縁を断ち、伏見はこれでこそ息をつけると思っていた。

        　清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴き。

        　十二歳の冬に出会ってからというもの、十数年にわたり伏見の心を縛り続けた化生。

        　善悪を知らず人心を知らず愛を知らず、それでいて塵じん心しんすら知らぬ。

        　冬貴は異界の住人だ。

        　だからこそ、これ以上冬貴に心を囚とらわれてしまえば、自分が自分でなくなる。そう思ったがゆえに、伏見は仕事にかこつけて彼の前から逃げた。

        　それを、冬貴はどう受け止めたのか知らない。

        　ただ、もう二度と会わないとはっきり宣告したのだから、伏見の訣けつ別べつの意思は受け取ったはずだ。

        　日本の兄からの手紙に、冬貴のことは触れられていない。伏見はそれを折り畳み、辞書のあいだに挟み込んだ。

        「伏見君」

        　唐突に呼びかけられて慌てて戸口を見やると、こちらで知り合った留学生の原はら島しまが立っていた。既に下宿の女主人と顔見知りなので、挨拶あいさつだけしてずかずかと入り込んできたのだろう。

        「やあ」

        　大して気乗りもせずに会釈すると、原島は口くち許もとに人懐っこい笑みを浮かべた。

        　彼はずかずかと伏見の部屋に足を踏み入れると、そのまま古びたソファに腰を下ろした。

        「出かけないか」

        「どこへ？」

        「競馬だ。これも紳士の嗜たしなみだからね」

        　文学者の卵という原島は父から莫ばく大だいな遺産を受け継いだのをいいことに、このロンドンで享楽的な生活を送っていた。

        　彼は留学生の中でも有名人で、しょっちゅう取り巻きを連れている。小柄で痩そう躯く、童顔なので英国人には十代と間違えられると笑っていた。ならば髭ひげでも生やせばいいのだが、それは似合わないから滑こっ稽けいで嫌なのだという。

        　伏見が原島と初めて出会ったのは大学の構内で、「君が例の役人か」と来た。

        　日本の国債を売るために渡英した伏見の目的は、一種の売国的な行為である――と評して原島は職務にはかなり批判的だった。しかし、同時に面白いやつだとそれなりに価値は認めているらしく、こうして何かと誘いをかけてくる。

        　伏見も原島にいきなり非難されたのには腹が立ったものの、彼の弁は一本筋が通っていて聞いていて面白い。一度英語で議論を吹っかけられてそれに英語で応じてやり合ったところ、すっかり意気投合した。

        　彼とは政治論や社会論を打ぶったことはあるが、個人的な話を殆ほとんどしたことがない。原島は英国人の親友の家に寄宿しているとかで、彼と親しげに会話をする姿を街でよく見かけた。

        「なあ、伏見」

        「ん？」

        「おまえ、男色家なのか」

        「……何を突然」

        　いきなりそう問われるとは思わず、さすがの伏見も狼ろう狽ばいしてしまう。

        　キリスト教社会において同性愛は偏見で見られることが多い。日本では少しばかりはその手の偏見は緩いものの、原島は英国での暮らしが長い。そうしたものに偏見があったとしても、おかしくはなかった。

        「聞いたぞ。彼かの名門・清澗寺家の御曹司を後見していたそうじゃないか」

        「……ああ」

        　その絡みか、と伏見は苦い笑みを刻む。

        　原島は噂うわさ好きに見えたが、その情報を手にするのは遅かったようだ。それとも、今聞いたような顔をして、ずっと前から知っていたのか。

        「冬貴を知っているのか？」

        「前に帰国した折、夜会で見かけたことがある。君を見た覚えはないけどね」

        　伏見の動揺ぶりを知ってか知らずか、原島は淡々と口にした。

        「恐ろしく綺き麗れいな人だな。この世のものとは思えない」

        　結局、どこにいても、冬貴からは逃れられない。

        　伏見が呼吸していることは、冬貴の存在に繋つながる。

        　それを、思い知らされてしまうのだ。

        「だが、伯爵はひどく冷酷だ。およそ情なんてものを解さないように見える」

        「ああ、あれは人を破滅させることに何の痛つう痒ようも感じない。まさに異形だよ」

        　蠱こ惑わく的なとろりとした琥こ珀はく色の瞳。撫なでると指に絡みつく髪。触れると吸いつくような、常にしっとりと湿った膚はだ。

        　あの男は、どこもかしこも信じ難いほどに魅力的だ。

        　それゆえに、若い伏見が冬貴に心を持ち去られたとしても致し方のないことだった。

        　けれども、これからは違う。

        「それなら、どうだった？」

        「どうとは」

        「あの令息と寝たのだろう？」

        「素晴らしいに決まってるだろ」

        　自棄やけになった伏見がそう答えると、原島は「そうか」と首肯した。

        「なあ」

        「ん」

        　競馬に行かずに長くなるのならば、下宿の女主人にお茶の支度でも頼もうか。そう思ったところで、出し抜けに彼が口を開いた。

        「頼みがある」

        　こんなに真剣な原島の顔は初めて見るので、借金の申し込みか何かだろうかと伏見は心中でたじろいだ。

        「どんな？」

        　そもそも原島が頼みごとをしてくるとは、珍しい。

        「俺を試してみないか」

        「おまえの何を試せっていうんだ」

        「味だ。男もいける口なんだろう」

        「…………」

        　伏見はぽかんとした。

        　原島と知り合ってからはそれほど長くないが、異国に居留する友人同士、最初のわだかまりがあればこそよけいに胸きょう襟きんを開いてきた。

        　だからといって彼を抱く気にはなれない。

        「そういう話はやめよう。競馬に誘いに来たんじゃなかったのか」

        「そのつもりだったが、今は二の次だ」

        　どう答えればいいのか、伏見にはわからなかった。

        「伏見、俺は本気だ」

        　伏見は誰かに抱かれたいと思ったことはないし、原島を抱きたいと思ったこともない。

        　そればかりは無理な相談だ。

        「悪いが私は……」

        「男とも寝ると今言ったばかりだ」

        　原島は呆あっ気けなく伏見の言葉を遮り、追い縋すがってくる。

        　本気なのか。

        「べつに減るものじゃないし、いいだろう？　行き詰まった人間を助けると思って」

        　助ける？

        　たかだか一度寝ただけで、この聡そう明めいな人物の何を助けられるのだろうか。

        「意味がわからないな。それはただの快楽のための行為じゃないか」

        　理性的な原島が、そんなことに溺れて現実から逃れられるとは思えない。

        「おまえにとってはそうかもしれない。だけど、違うやつもいるんだ」

        「そういうものなのか」

        「ああ」

        　熱を込めて説得されたところで、原島と寝られるかと聞かれれば、無理だ。

        　伏見はもとより女性のほうが好きだし、何かしら特別な感情を抱かなくては性差を超えられない。

        「――すまない。私は……」

        　そこで言い淀よどむ。

        　こんなところで本音を口にする羽目になるとは、我ながら愚かしい。

        「男は、冬貴しかだめなんだ」

        「好きなのか？」

        「……今は区切りをつけた」

        　伏見は確答を避けた。

        「なのに、忘れられないんだろう」

        「――そうだ。女々しいものだな」

        　今度は素直に認めざるを得なかった。

        　たとえ二度と会えなかったとしても、会わなかったとしても。

        　あそこまで濃密な日々を築いた相手を、そう簡単に忘れられるわけがない。

        　だからこそ、そばにいるときは狂おしい思いに胸を引き裂かれそうだったのだ。

        　誰よりも特別な男に、心を持ち去られてしまったからこそ。

        　そして今でさえも、冬貴の存在は自分を揺るがす。

        　けれども、この思いを余人に説明するのは無理な話だ。

        「とにかく、競馬に行こう。話はそのあとでもできる」

        「……わかった」

        　競馬が単なる言い訳なのはわかっていたが、かといって、どうすれば原島を傷つけずに済むかがわからない。

        　もっと自分は世渡りが上う手まいと思っていたが、それはただの独りよがりだったのかもしれない。

        　競馬場からの帰り道、原島は立ち寄ったパブで浴びるように酒を飲んだ。

        　飲めば昼間の話を忘れられそうで、さんざんくだを巻いて政治談議などをした気がする。

        　結果的に上機嫌で伏見の下宿に帰り、同じベッドになだれ込んだので、ある意味では添い寝くらいはしてやれたのかもしれない。

        　原島はおとなしく寝ていたらしく、互いのあいだには何も起きなかった。

        　翌朝、原島はいつもどおりだった。

        「悪かったな、おまえのところに泊まったりして」

        　顔を洗った原島は、やけにさっぱりとした面持ちで笑った。

        「いいんだ。私もつい、飲ませすぎてしまったからな」

        　伏見は微笑ほほえむ。

        「ありがとう、伏見」

        「私は何も……」

        「してくれたよ。少なくとも俺の気は済んだ」

        　その覚えはなかったが、少なくとも原島が納得したのであれば口を挟む必要はない。

        「またな」

        　爽やかな笑顔で原島は手を振ると、ごく自然に部屋から出ていった。

        　自分は彼に何かをしてやれたのだろうか。

        　ただそばにいることで。

        　ただ、かかわりを持つことで。

        　仮に二人の人間がかかわることで何かが生まれるのだとしたら、冬貴もまたそれを感じていたのだろうか？

        　そして、伏見も何かを得ていたというのか。

        　伏見にはわからない。

        　何もわからずに冬貴と離れたからだ。結局、伏見は冬貴とわかり合うことなど一度たりともなかった。わかりたいとも思わなかった。

        「……馬鹿だな」

        　だから、いつも自分たちはすれ違ってきたのではないか。

        　しかし、今となっては詮なきことだ。二人の関係は何もかもが終わった。もう元には戻らないのだ。

        　会えば引き摺ずられる。心は揺さぶられる。だがそれに蓋をし、知らなかったことにして生きなくてはいけない。

        　翌日から、原島はいつもどおりに伏見とつき合った。寝ようとは絶対言わなかったし、何度も一緒に飲んだ。泊まりに来たこともあるし、伏見が彼の下宿に邪魔することもあった。

        　原島の同居人が結婚したのは、そのすぐあとだ。

        　暫しばらくしてから、原島は伏見より一足先に日本に帰った。

        　気にはかけていたものの、伏見にも国債発行という重大な任務があった。結局、彼のことは見送りもしなかった。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        「おい、伏見」

        　空になった大ぶりのグラスをどんとテーブルに置いた戸と塚つかの目は、見るからに据わっている。

        「ん？」

        　給料日あとの連中が多いのか、流行はやりのビアホールは賑にぎわっている。

        「こっちに戻ってから、御曹司に会ったか？」

        　旧友に直接的に問われた伏見は、苦笑した。

        　昔から戸塚はなぜか冬貴のことを『御曹司』と呼ぶ。確かに冬貴はそういう立場なのだが、なぜだか彼にその単語は似合わないような気がした。

        「会ったよ」

        「帰国の挨拶をしたときと、夜会だったっけ。それだけなのか？」

        「…………」

        　嫌なところを衝つかれて一度伏見は黙り込み、そして渋々口を開いた。

        「そうだ。それ以来、特に会ってない」

        　実際には嵯さ峨が野の経つね行ゆきが水責めをしたときに顔を合わせているのだが、嵯峨野の名誉のためにそれは口にしないほうがいいだろうと判断した。

        「何でだ？」

        　鋭い問いに、伏見は返事に苦慮した。

        「何でって言われても」

        　もう会わないと約束していたのだ。

        　会う理由も、必要性もない。

        　伏見のこれからの人生に冬貴の姿はない。そういう道を選んだのだから、仕方がない。

        「こうやって俺に二回も会うよりは、あっちのほうが優先順位が高いだろう」

        　お節介な戸塚らしい言葉に、伏見は苦笑する。

        　英国から戻ってきて冬貴に真っ先に会いに行ったが、そこでは苦い現実を突きつけられるばかりだった。

        　二度と会いたくないと思うのも、当然のはずだ。

        「冬貴とのことはけりをつけた。もう会わない」

        「日本で暮らしてりゃ、嫌でも会うだろ」

        「会わないようにする」

        「どうやって」

        　戸塚はいつになく執しつ拗ようだった。

        「もういいだろう？　今日は欧おう州しゅう情勢の取材じゃなかったのか？」

        「帰ったばかりならともかく、今のおまえには聞くことなんてないよ。俺が気になるのは御曹司だ」

        　わかっている。

        　戸塚は公平な男だ。父親が大新聞の社主のくせに、驕おごったところがない。彼なりに情報を掴つかみ、冬貴の身の上を気にかけているのだろう。

        「……おまえ、何か知ってるのか？」

        「何かって？」

        　伏見が鎌をかけてみたが、その程度では戸塚の牙城を崩せない。

        　童顔に見えてこの男はなかなかの策士で、伏見の何気ない行動の裏さえもきっちり読んでいる節があった。

        　だからこそ、侮れない。

        「いいから飲めよ。ま、本場のビールを飲んできたら、こっちのビールなんて味気ないんじゃないかもしれないけどな」

        「確かに英国はビールが美お味いしかったが、もうだいぶ記憶も薄らいできたよ」

        　そうでなくとも船で一か月近くかかるのだから、英国を出てからもう三月は経たっている。美味しかったビールの記憶も、既に薄れかけていた。

        　こんなふうに、人は何かを忘れていく。

        　それと同じで、冬貴とのことも過去になるはずだ。

        「おっと、いけね」

        　戸塚はけろっとして話を強引に戻した。

        「で、これからどうするんだって？　御曹司に会いたくないからってどこかに引っ越すつもりか？」

        「うん」

        「えっ」

        　驚きに彼が目を瞠みはった。

        「どこに」

        「鎌かま倉くらだよ。うちの別荘がある」

        　仕事を辞めて先立つものもないし、あまり無駄金は使えなかった。

        「それじゃ、東とう京きょうから近すぎないか？」

        「べつに冬貴から逃げるわけじゃない。しがらみを断ち切りたいだけだ。遠く離れても意味がないよ」

        　距離の問題でないことは、ロンドンで思い知った。

        「しがらみ？」

        「嵯峨野先生と、離れる」

        「本気なのか？　政治家になる夢はどうするつもりだ」

        　戸塚は表情を曇らせた。

        　それが本気ならば、嵯峨野は有望な後継者を失うことになる。つまり、政界の地図が大きく書き換わるのを意味し、記者の戸塚にとっては特ダネだ。

        　けれども、彼は記者としてではなく、今は友人として伏見の身の上を心配してくれている。

        　それがわかるからこそ、伏見はそのような大事なことも口にしたのだ。

        「政治が人生のすべてじゃない」

        「どうやって暮らすつもりだ？」

        「幸い、翻訳の仕事にありつけそうだ。贅ぜい沢たくをしなければ食うには困らないよ」

        「だからって、嵯峨野先生は……小さい頃からおまえの面倒を見てくれた人じゃないか」

        　それゆえに、なのだ。

        　彼は親兄弟よりも濃密な時間を過ごした人生の師だ。冬貴との出会いは嵯峨野に通じ、嵯峨野との出会いは冬貴に通じた。ゆえに、冬貴に累を及ぼさぬためにも嵯峨野の存在を断ち切らなくてはいけない。

        「離れれば御曹司とも縁が切れるって思ってるだろ」

        「少しはな」

        「そういうところが甘いんだよ」

        　何もかも見透かしたように、戸塚はずけずけと言った。

        「甘いか？」

        「甘いね」

        　ビールを口に運び一息に干す。

        　ぬるくなった液体が、喉をゆっくりと通り過ぎていく。

        「おまえは何もわかっちゃいないよ、伏見」

        　言葉は辛辣だったが、その中には友情を感じさせるような優しさがあった。

        「どういうことだ」

        　自分の欠点など聞かされたくないのに、つい、深追いしてしまう。

        「昔から、おまえには目に見えることだけがすべてなんだ」

        「当然だろう。私は怪奇現象などというものを信じていない」

        「……そうじゃないよ」

        　呆あきれたように溜息ためいきをつき、彼は笑った。

        「おまえには人の気持ちがわからないってことだ」

        「手厳しいな」

        　そんなことを言われたのは、生まれて初めてかもしれない。

        「聡さといところもあるくせに、なんていうのか……ある一点がすごくだめなんだよ。だから、自分でもわかってないとは思ってないだろ」

        　ある一点……？

        「確かに、今もおまえの言い分は理解できないな」

        「ほらみろ」

        　戸塚は何を知っているのだろう。

        　聞いてみたい気がしたが、聞けば最後、迷うようにも思えた。己の決断に後悔するのではないか。そんな直感があった。

        　不意に、ロンドン滞在中に交流のあった、原島のことを思い出す。彼はあちらで失恋をして日本に戻ってきたともっぱらの噂だったが、その相手は当然伏見ではない。

        　彼は結局、知ったのだと思う。

        　どんなに望んでも、決して関係を結べない存在がいることを。伏見は原島をそういう領域に分けていたし、原島の思っていたあの英国人――結婚してしまった彼もきっとそうだ。

        　そんな理屈を覆すほどの思いが相手にはなければ何も始まらないと、わかっていたのだろう。

        　伏見にとっては、おそらくそれが冬貴なのだ。

        　どんなに望んだとしても、決して心を通わせることができない相手。

        　ただ、無為に愛欲を貪るばかりの冬貴には、すべてを覆すほどの強い思いなどないとわかっているからこそ。

        「仕方ないやつだな。……まあ、いつかおまえにもわかるよ」

        「何が？」

        「おまえに必要なものが何か」

        「それくらいはわかっているよ。私に必要なのは、平穏無事な生活だ」

        　自嘲に紛まぎれて気まずい話題を笑い飛ばそうとしたが、そうはいかなかった。

        「馬鹿、十二であの嵯峨野経行に弟子入りするようなやつに、平穏無事なんて無理に決まってるだろ」

        　戸塚は冗談だと受け取ったようだが、伏見は本気だった。

        　どれほど虚むなしくても、苦しくてもかまわない。

        　冬貴のいない人生を選ぶと決めたのだ。

        「何かあったらいつでも呼べよ。話を聞くくらいはできるからさ」

        「ありがとう」

        「持つべきものは友だろ？」

        「自分で言うなよ」

        　いつかこの日のことが、笑い話になるときが来るのだろうか。

        　いや、と伏見は心中で否定する。

        　そんな日は、きっと二度と来ない。

        「折角せっかくおまえが帰ってきたんだし、昔の仲間を集めて同窓会でもやろうか」

        「それはいいな」

        「確か、おまえと御曹司が会ったのってあれがきっかけだろ？」

        「そうだ」

        　昔は何も思わなかった。

        　ただ冬貴とともにいるのが当然で、それに終わりが来るとは思ってもみなかった。

        　なのに、今はどうだろう。

        　言葉の片へん鱗りんや端々で冬貴の存在に行き会うたびに、胸は疼うずく。

        　昔の己がどれほど無自覚で無知だったかを、思い知らされる。

        　落ち着いたふりをしているくせに、心の中はほんのわずかなきっかけで乱されかねないほどの緊張を孕はらんでいる。

        　苦い笑みを浮かべる伏見は、二杯目のビールを注文した。
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        	二月二十七日　夜

        　

        　

        「まずいな……もうすぐ冬ふゆ貴きの誕生日か……」

        　暦を確かめ、伏ふし見み義よし康やすはそう呟つぶやく。

        　そう、今年は閏うるう年どしなのだ。

        　四年に一度の誕生日ということは、清せい澗かん寺じ冬貴はほかの人間に比べて歳としを取る速度が四分の一ということになる。

        　外見の若々しさを思えば、そんなふざけた考えもあながち間違っていない気がしてしまう。

        「冬貴、おまえの年齢……いくつだった？」

        　知っているはずの問いを、あえて冬貴にぶつけてみる。

        「年齢？」

        　腰こし紐ひもを結ぶこともなく襦じゅ袢ばんを羽織っただけ。そんな裸同然の格好で自室の寝台に横たわっていた冬貴は、こてんと寝返りを打って伏見を見やった。

        「それは旨うまいのか？」

        　その問いを耳にし、寝台の横に腰を下ろした伏見は唇を綻ほころばせる。

        「おまえの誕生日まであと三日だと意識したところだよ」

        　途端に、冬貴が纏まとう空気が冷えたものになった気がする。

        　何か間違えたことを言っただろうか。

        　伏見は咄とっ嗟さに頭の中で計算をし、無意識に蒼あお褪ざめるのを感じた。

        　――まずい。大胆に計算を間違えてしまった。

        　冬貴はさほど気にしないかもしれないが、間違えたときは謝るに限る。

        「違うな、今日は二十七日だから、二十九日は明後日あさってか……。つまりあと二日だな」

        　独り言のように呟いてから、伏見は素直に謝ることにした。

        「すまない、冬貴、私としたことが……」

        　大事なことを間違えてしまったため、つい、口調が弁解めいたものになる。

        　振り返って見下ろすと、冬貴は目を閉じてしまっている。寝ているのか起きているのか判然とせず、おまけに彼は何も答えなかった。

        「怒ってるのか？　怒ってないのか？」

        「……寝る」

        　起きてはいたようだが、それから暫しばらく、冬貴の寝息は聞こえてこなかった。息を詰めているのは気配で伝わっているので、眠れないらしいことだけはわかる。

        　やはり怒っているのではないか。

        「――冬貴、寝てるのか？」

        　やはり返答はない。

        　仕方ない、自分も寝るべきか。

        　伏見は寝間着に着替えて寝台に潜り込んだものの、冬貴が怒っているのではないかと思うと、どうしても放ってはおけない。

        「まだ怒ってるのか」

        　冬貴が返事をしないのをいいことに、伏見は静かに続けた。

        「古来、我々日本人には生まれた日に歳を取るという概念はない。だから、誕生日などというものを祝う習慣はないんだ。つまり……」

        「…………」

        「いや、だから、その……すまなかった」

        　伏見としては最大限の謝罪をしたつもりだったが、相変わらず返答はない。

        　緊張しつつも、暗がりで目を凝らす。

        　冬貴は眠っているようだった。

        「なんだ、本当に寝てるのか。……おやすみ、冬貴」

        　伏見はそう言って、冬貴の上掛けの位置を直してやる。

        　おまけに彼の額にくちづけてから再び寝台に横たわると、「馬鹿」と小さな声が聞こえた。

        「ん？」

        　もう一度身を起こしたが、冬貴はぴくりとも動かない。

        　寝言、か。

        「こっちにおいで」

        　寝言でもそうでなくても、冬貴を抱き締めたくなって彼の躰からだを自分に引き寄せる。どうせ起こしたところで、冬貴なら何度でも寝られるのだから怒られはすまい。

        「……そうだ、これでいい。おやすみ」

        　それだけを告げて、伏見もまた眠りに落ちた。

        　

        　

         	二月二十八日

        　

        　

        　冬貴の機嫌は、相変わらず悪い。

        　午後になってココアを持って二階に上がってきた冬貴は、ぴくりとも動かずに眠っている。

        　一日の大半を寝て過ごしているくせに、彼はまったく太ったりしないのだから凄すさまじい。

        　気晴らしの一つとして深ふか沢ざわ直なお巳みや清澗寺和かず貴たかをからかうこともできたが、下手をすると更に冬貴の機嫌が悪くなりそうだ。そのうえ、このところは冬貴と深沢のあいだの連帯感めいたものの存在を感じる。

        　よくない兆候だった。

        　あの二人が結託したら、和貴は無論のこと伏見の命だって脅かされかねない。

        　まったく、冬貴も妬やいているなら妬いていると素直に口にすればいいものを。

        「……さむい」

        　か細い声が耳に届き、伏見は振り返った。

        「あ……すまん、冬貴。起きていたのか」

        　口を開いたのだからわかりきっているのだが、つい、確かめてしまう。

        「…………」

        　まだ寝ね惚ぼけているらしく、のろのろと身を起こした冬貴はぼんやりとしている。

        「ココアを持ってきたんだよ」

        　彼に白いカップを渡しながらそう言うと、冬貴は「ん」と首肯した。

        「随分冷え込んできた。このぶんでは、明日は雪になりそうだな」

        「うん」

        　さしたる感慨もなさそうな様子だった。

        　冬貴はカップを持ったまま未いまだに惚ほうけており、自分から口に運ぶ様子はない。

        　このままでは、熱すぎるのかもしれない。

        　仕方のないやつだと思いつつも、自然と口くち許もとが緩む。

        「お膝ひざにおいで。ほら、冷ましてあげよう」

        「うん」

        　伏見の膝に腰を下ろし、冬貴は嬉うれしそうにココアを飲む。

        「冬貴」

        　服を引っ張ると、何も知らないような表情で自分を見上げる。

        　だから、くちづけてしまいたくなる。

        　愛いとおしさが唐突に込み上げてくるせいで。

        　ココアの味の接せっ吻ぷんは、甘い。

        　ひとしきりキスをしているうちに、ココアはなくなった。

        「さ、下りて」

        　そう言ったのに冬貴は伏見の膝から下りようとはせずに、そのまま凭もたれてくる。

        　戸塚から頼まれていた本の推薦文の原稿をこれでは書けないが……今月は一日多いのだから、少しは大目に見てもらえるだろう。

        　そんなことを思いつつ、伏見は冬貴の髪の毛を優しく撫なでた。

        　

        　

        	二月二十九日

        　

        　

        　寝台の中で、冬貴が身み動じろぎをする。

        「ン、」

        　それから、彼は珍しく能動的に動いた。

        　伏見が枕まくら元もとに置いていた懐中時計を手に取ったのだ。

        　襦じゅ袢ばんの袖口から、真っ白な腕が零こぼれる。

        「どうした、時計を気にして」

        「…………？」

        「大丈夫だよ。そんな顔をしなくても、きちんと覚えている。――誕生日おめでとう、冬貴」

        　今夜は一秒も遅れずにおめでとうと告げたのに、冬貴は不満顔になった。

        「…………………………」

        　それとわかるほどの長い、長い沈黙。

        　想像だにせず反応で、これにはさすがの伏見も動揺せずにはいられなかった。

        「どうした？」

        「……寝る」

        「何だ？　冬貴、寝る前に今の反応の理由を……」

        　しかし、冬貴に説明など求めたところで、彼がまとに返事をするだろうか。

        　やはり、昨日のことを怒っているのかもしれない。

        　確かめる前に、彼はもう眠りに落ちてしまったようだ。

        　ともあれ、彼には今日も振り回されそうだ。

        　気づけば出会ったそのときから、伏見は冬貴に振り回され放しだ。

        　出会ってから、何年経たっただろう……？

        「あれからお互いに歳を取ったが、おまえはそんなに変わらないな。いつまでも可愛いよ」

        　誰も聞いていなくてもいいと、伏見は独り言を続ける。

        　いや、聞かれたら照れてしまう。

        　そんな本気の呟きだった。

        「こうして見ると四人……どころかもっとたくさんの子供がいるとは思えないな。いつまでも若くて綺き麗れいなままだ」

        　無論、若くなくてもいい。美しくなくてもいい。

        　伏見の目に映る冬貴の心は、いつも昔のままに純粋だ。

        　外見がどうなろうとも、大した問題ではないのだ。

        「柄にもなく惚のろ気けてしまったな。今夜は私も寝ることにしよう。おやすみ、冬貴」

        　そう言って伏見は布団に潜り込んだ。

        　

        　

        　斯かくしてやって来た二十九日は、朝から驚くほどの雪だった。

        　たいていこの時期になるとだいぶ春めいてくるのに、四年に一度のこの日が凄まじい大雪に見舞われるとは。

        　深沢と和貴は自動車を出すことができずに、午後になってから出かけることにしたという。

        　常になくのんびりとした様子だったが、彼らは冬貴の誕生日だということを失念していたようだ。

        「庭が真っ白でとても綺麗だ。見てみろ、冬貴」

        　伏見がそう言うと、寝床で起き上がった冬貴は欠伸あくびのあとに「うん」と生返事をした。

        「何か食べるなら、下に行って運ばせよう。どうする？」

        　無言だったが、気配で冬貴の返答はわかった。

        「わかった、ここで雪でも見ていよう」

        　大粒の雪が、次から次へと地面に落ちていく。

        　伏見も今日は、出かける必要があった。

        　原稿は先延ばしにできても、面会の約束がある。

        　冬貴の誕生日だから予定を入れたくなかったのだが、先方にどうしてもと言われて断りきれなかったのだ。

        「冬貴、そろそろ私も出かけなくてはいけないのだが。服から手を離してくれないか？」

        「やめておけ」

        　独特な抑揚をつけた声が、鼓膜を擽くすぐる。

        「雪なら、今日はやまぬ」

        「そうなのか？」

        　問いかけても返事はない。

        「雪まで降らせるとは、おまえは本当にたちが悪いな」

        「ふん」

        　冬貴は小さく鼻を鳴らす。

        「この雪では、おまえの相手も来れまい。明日になる」

        「……そうか」

        　冬貴がそう言うのであれば、約束は自おのずと流れることになりそうだ。

        　ならば、今暫くはこうして二人で雪を眺めていよう。

        　こんな日に二人で雪を見られるなんて、滅めっ多たにない。

        「本を持ってこよう。おまえの隣で読んでもいいか？」

        「ん」

        　冬貴が曖昧に頷うなずいた。

        　

        　

        　夜、伏見が食事を終えた頃に帰宅した和貴たちは、今日は酷ひどい目に遭ったとぼやいていた。彼らは冬貴の誕生日だと思い出したらしく、伏見に「おめでとうと伝えてください」と言こと付づけてきた。

        　食事のあとに冬貴の寝室へ戻ると、彼はまだ布団に潜り込んでいる。

        　冬貴は今日は一日ベッドから出なかったし、それどころか、完全に寝てしまっているようだ。

        　不機嫌だから、なのだろうか。

        　まるまる一日冬貴のそばにいたのだが、ココアを飲ませたくらいで、誕生日らしいことは何もしなかった。

        　外はまだ、雪模様だ。

        　冬貴といえば雪の印象が強いのに、一緒に雪を眺めた記憶はそんなになかった。

        「こんなふうにおまえとゆっくり過ごすのも久しぶりだな」

        　返事はないし、そもそも期待していない。

        「子供たちがやっと戻ってきて、おまえにおめでとうと言付けていたよ」

        「……ふうん」

        　彼はもそりと動いて、ベッドに腰を下ろした伏見の腿ももに頭をこてんと載せた。

        「少しは機嫌がよくなったか？」

        「べつに、悪くなどなかった」

        　いつもと大して変わらぬ、抑揚のない声。

        「そうか？　今日はおまえに、あまりかまってもらえなかったが」

        「かまってほしかったのか？」

        「当たり前だ。今日は……」

        「今日は？」

        　大して感慨もなさそうに、冬貴が問い返す。

        「おまえの誕生日だからな」

        　また、冬貴が無言になる。

        「どうした、溜息ためいきなどついて」

        「ついていない」

        　ばっさりと切り捨てられる。

        　溜息をつきたくなったのは伏見のほうだったが、何となく口を開いた。

        「雪の日は、懐かしいな」

        「…………」

        「おまえに初めて会ったときも、こんな日だった。巫女みこ装束のおまえはまるで人形みたいだった」

        「そうか」

        　――ああ……そうか。

        「今日は……おまえに初めて会った日だったのか」

        　それを耳にした冬貴が、ふん、と小さく鼻を鳴らすのがわかった。

        　もとより感情の起伏が少ない男だったが、彼なりに憤慨しているようだ。

        「何年経っても鈍い男だな」

        「忘れていたわけではないんだ。おまえと一緒にいるのがあまりにも自然で……」

        　釈明めいた言葉を紡いでしまうのは、伏見の悪い癖だ。

        「あの日をずっと待って、あのために生まれてきたのに……おまえは本当に酷い」

        　いつになく饒じょう舌ぜつなのは、冬貴なりの気持ちの表れだ。

        　知っている。

        　勿論、ちゃんと覚えている。

        　それをわかっていて責める冬貴の子供っぽさが、可愛いと思えるのだ。

        「すまない、冬貴。私にとってはおまえが生まれてきてくれたことが、何よりも嬉うれしかったんだ。そうでなければ出会いもないからな」

        「詭き弁べんだな」

        「許してくれないのか？」

        「あたためてくれたら」

        　可愛い言いぐさだった。

        「許してくれるまであたためるつもりだったよ。――誕生日おめでとう、冬貴」

        「ン」

        　キスは熱く、そして甘い。

        　舌で唇に触れただけで、溶けそうだ。

        「冬貴……」

        　キスの合間に身を擦り寄せてきた冬貴の躰からだは熱い。

        　この膚はだがしっとりと濡ぬれるときのことを思うと自ずと昂こう奮ふんし、伏見は再度冬貴の唇を貪った。

        「脱いでいいか？」

        「だめ」

        　冬貴の返答は端的だ。

        「脱がずにどうしろと言うんだ」

        「私に従え」

        　囁いた冬貴が、伏見の耳の舌に噛みつく。

        「んく……んっ」

        　暫くそこのやわらかな皮膚を味わっていた冬貴がタイを緩め、カラーを外す。それから思い出したようにベストを脱がせ、シャツの釦ボタンに手をかける。

        「意外と器用だな」

        「知らなかったのか」

        　さらりと答える冬貴の口調に、伏見は眉を寄せる。

        「いつもおまえは脱がせてほしがる」

        「……おまえが脱がせたがるからだ」

        「そうなのか？」

        　じつは伏見が思っているより、冬貴は器用なのだろうか。

        　現世での所作のすべてを忘れ去っているような彼なので、冬貴は何もできないのではないかという錯覚を感じてしまう。しかし、本当は冬貴は大概のことを理解しているし、頭脳は寧むしろ明めい晰せきといってもいい。

        　緋ひ色の長襦袢を乱して戯れる冬貴は、まるで金魚のようだ。袖や裾が乱れ、ひらひらしている。

        「義康、これ……したい」

        　伏見の下肢の付け根に触れ、ねだるように冬貴が告げる。

        「口でしたいのか？」

        「ん」

        　こくりと冬貴が頷いたので、伏見は彼の好きにさせることにした。

        「好きにしろ。今日はおまえの誕生日だ」

        「ふふ」

        　どうせ時間はいくらでもある。彼の子供たちは、父の誕生日を祝うような性格でもないからだ。

        「ん……」

        　最初から大きく口を開けた冬貴が、まだ力ない伏見の肉にく茎けいを呑のみ込んでいく。

        　猛たけ々しさを増す自分の楔くさびが、その華きゃ奢しゃな喉に突き刺ささってしまわないだろうか。

        　心配になる伏見の気持ちなど知ってか知らずか、冬貴は躊躇ためらうことなく口に含んでいく。

        「ぅう……ん……」

        「平気なのか、冬貴」

        「ン」

        　冬貴の口こう腔こうは熱く蒸れている。

        　含まれただけで快楽の破片が脳に突き刺さりそうだ。あまりの心地よさに、伏見は思わず息を吐き出した。

        　たまらない。

        「んく…ッ…」

        「冬貴」

        　天鵞絨ビロードのようにやわらかく、それでいて燃えるように熱い。

        　伏見は多くの女性を抱いてきたし、それは冬貴も例外ではないだろう。

        　なのに、冬貴ほどに自分を酔わせるものはいない。

        　男であろうと女であろうと。

        　目を伏せた冬貴は、まだ熱心に性器を舐ねぶっている。

        「そんなに熱心に咥くわえて、旨いのか？」

        「ん……美味しい……味、してきた……」

        　口を開けてそう訴える冬貴の目はとろりと潤み、頬は上気している。

        　淫らで、なおかつ綺麗だった。

        　力を抜いてヘッドボードに寄りかかり、手を伸ばして冬貴の髪を撫でてやる。

        　すると上目遣いに伏見を見やった冬貴が、くすぐったそうに目を細めた。

        　――可愛い。

        　その思いが如実に神経に伝わったらしく、それが大きさを増してしまう。

        「ンー」

        　苦しげに彼が鼻で息をしたので、伏見は小さく笑った。

        「可愛いよ、冬貴」

        「ん、ふ……んむ……」

        　ぴちゃぴちゃと水音を立て、猫のように冬貴は性器を舐った。顔を左右に動かしながら性器を何度も舐め回す。

        「んん……」

        　冬貴の唾液に塗まみれて性器が光っている。それを見た冬貴は嬉しそうな顔になり、尖せん端たんに唇を寄せた。

        「こら、あまり遊ぶと出てしまう」

        「出して……」

        　不明瞭な発音で、冬貴がねだる。

        「出して、義康」

        　顔を離した冬貴が、誘うように舌先で唇を舐めた。

        「仕方ないやつだ。飲むのと顔にかけるの、どちらがいい？」

        「飲みたい」

        　言うなり冬貴がかぷりとそれにかぶりつき、喉を鳴らして吸った。

        　もう、我慢できない。

        　伏見が微かすかに腰を揺すると、合わせて冬貴が性器を吸い上げ、頬がへこむほどに唇を窄すぼめる。やわらかな粘膜に締めつけられ、伏見はその口に精液を迸ほとばしらせていた。

        　ん、ん、と冬貴が声にならない声を上げて、口腔を潤す精液を飲み干す。

        「美味し……」

        「腹いっぱいになったか」

        「全然」

        　微かに首を横に振り、冬貴は伏見に躙にじり寄った。

        「じゃあ、どうしたいんだ」

        「挿れたい」

        「好きにしろ、冬貴。止めたことがあったか？」

        「ううん」

        　伏見の腹に跨またがった冬貴は自分の襦袢の裾を捲まくり上げる。

        　彼の腿ももが露あらわになる。

        「解ほぐさなくていいのか？」

        「先に、挿れる」

        「あとから解すのでは、意味がないだろう」

        「うるさい男だ」

        　身を倒した冬貴が唇を押しつけてくる。精液の匂いのするキスだったが、不快感はない。

        　こんなふうに同じ肉体から産み落とされたものを分かち合う、甘い快感。

        「ン」

        　たっぷり伏見の口腔を味わったあとに、冬貴は微かに身動ぎをした。

        「は……あ、あっ」

        　途切れ途切れに声を漏らしながら、ぐうっと躰を沈めてくる。

        　入る。

        　肉と肉でできた虚うろは熱く、熟れていた。

        　じっくりと蒸らしたように熱が籠もり、湿っている。

        「冬貴」

        「はあっ……あん、あっ……入るっ……」

        　やわらかい仕し種ぐさで腰を下ろし、すべてが収まった。

        　冬貴は唇に笑みを浮かべ、伏見の腹の上にぺたりと座る。

        「すごいな。全部入って……」

        「ん。どうだ？」

        「いいよ、すごく。熱くて、こら、押すな」

        「ふふ」

        　ぺろりと唇を舌で舐め、冬貴は伏見を見下ろした。

        　汗で濡れた髪が、額に貼りついている。

        「動いてほしいか」

        「まさかこのまま生殺しか？」

        「それもいい」

        　くっと笑った冬貴が、微かに腰をくねらせた。

        「ッ」

        　締まる。

        　いったいどんな技巧を使えばこんなことができるのか、首を捻ひねってしまう。

        「う……」

        「冬貴、つらくないか？」

        　気遣う自分の声も、そうとわかるほどに掠かすれている。

        「とてもいい……おまえは固くて……奥に届く」

        「奥？　どこのことだ？」

        「あっ……あ、アッ」

        　どこか答えるまでもなく、冬貴は腰をくねらせて伏見を貪り始めた。

        「出して……義康、出して……」

        　冬貴は腰を前後に振り、ときどき思い出したようにゆったりと円を描いた。

        「あ、あたる…ッ、……そこ…あ、あっ」

        「いいよ、冬貴」

        　翻弄されている。

        「あ、あ、そこ、そこっ…ああっ、いくっ」

        　限界だった。

        　ぎりぎりと肉壁を引き絞られて、伏見は冬貴の内奥に熱いものを放っていた。

        　

        　

        「久しぶりに、おまえといっぱいした……」

        　裸の肩に顔を擦り寄せて冬貴が嬉しげに囁くものだから、伏見は相好を崩した。

        「そうだな」

        　そんなに可愛い顔をされるとは、男冥利に尽きる。

        「今日は誕生日だろう。もっとしたいんじゃないのか」

        　さすがに体力が保つか疑問はあったが、こんなに可愛い冬貴を見ていればまだ何度でもできそうな気持ちすらしてくるから、我ながら単純だ。

        「私は満たされた。おまえは違うのか？」

        「……いや」

        　冬貴が満たされているのであれば、それに勝ることはない。

        「私もおまえで満たされているよ」

        　ただ寄り添う合うだけの一日を過ごし、そのあとは愛を確かめ合う。その幸福を実感し、冬貴が好きだという気持ちが改めて込み上げてきた。

        　折に触れいつだって思い出すのは、初めて会ったときの彼の顔。声。まなざし。

        　あれに射い貫ぬかれて、伏見はここまで来てしまったのだ。

        「ン」

        　嬉しげに笑んだ冬貴が顔を膝に擦り寄せてくる。

        　それが、まるで猫みたいで可愛い。

        　あの頃は、何もわからぬ闇夜に手探りで歩いているようなものだった。けれども、今はこうして朧おぼろ気げではあるが冬貴という光が道を照らしてくれている。

        　冬貴は人の精を啜すするのかもしれない。肉を貪るのかもしれない。けれども、彼が本当に味わっているのは愛だ。

        　伏見はこれまで、それを知らずにいた。

        　それゆえに、これからは少しずつおまえに返そう。

        　そしてできる限り与えるだろう。

        　溢あふれそうなほどの愛を。

        　彼が貪っても貪っても、なくならないくらいにたくさんの愛を。

        


    

    
        
            純白の記憶

        
    


    
        「小お父じ様さま」

        　清せい澗かん寺じ和かず貴たかに話しかけられて、小応接室サロンでのんびりと本を読んでいた伏ふし見み義よし康やすはまなざしを上げる。

        「何だい、和貴君」

        　出張やら何やらで深ふか沢ざわ直なお巳みがいない夜、和貴がこういう意味ありげな空気を身に纏まとって現れるときは、たいてい伏見にとっては面倒な相談事を持ち込む場合だ。

        　どこか悩んでいるような顔つきは色っぽくてそそると思うことはあるが、何しろ伏見の基準はすべてにおいて清澗寺冬ふゆ貴きにあるので、和貴では物足りないのが事実だった。

        「あの、相談があるのです」

        「ん？」

        「その……あの……」

        　言いづらそうな空気から、伏見は彼の言いたいことを少しばかり察する。

        　きっと深沢を満足させるような性技を教えてくれとでも言いたいのだろう。

        　いつも思うのだが、和貴は自分のことを何だと思っているのだろう。

        　確かに伏見にも好事家の仲間はいるので、それなりの知識もつてもある。しかし、深沢ほど歪ゆがんだ嗜し好こうはなく、冬貴を傷つけたり泣かせたりするのは我慢がならなかった。また、冬貴は道具や薬がなくても至上の悦楽を得られるので、そのような知識を蓄える必要は本来ならば皆無だ。

        　なのに、和貴は伏見こそが性の師匠とでも言いたげな様子で、面倒な質問を持ってくる。

        　それでも、馬鹿な子ほど可か愛わいいという一種の親心か。

        　ついつい和貴の面倒を見てしまうのだから、我ながら業が深い。

        「言ってごらん」

        「はい」

        　こくりと息を呑のんでから、彼が口を開いた。

        「深沢は、なかなか達いかないのです」

        「は？」

        「だから、その……口でしていても……」

        「……ああ」

        　要するに、深沢は遅漏気味だと言いたいのか。

        　そもそも伏見は深沢に興味はまったくない。ましてや彼が性行為中にどうであろうと、そんなことは伏見にとってどうでもいい知識だった。

        「だから、教えてほしいのです」

        「何を？」

        「僕が咥くわえたらすぐにあの男が達くような技巧をです」

        「…………」

        　伏見は黙り込む。

        　仮にそんな超絶技巧が世にあったとして、もし伏見が会得しているのなら、おそらく冬貴などとっくに昇天してしまっている。

        　なのにそんなことすら思い至らないのだ。

        　図ずう体たいばかり大きくなり立場は重要なものになったが、本質的なところで和貴はまだ子供で、そして心と躰からだの役割をあまり考えていない。

        　愛情がありさえすればいいのだ。

        　それだけで、肉体は高みに上り詰める。

        　しかし、それを彼が認められることは永遠にないように思えた。

        　和貴は己の肉体にあまりにも大きな劣等感を抱いている。そして、結果的にそう仕向けたのは伏見だ。

        　だからこそ、彼を突き放せない。

        「仕方ない子だ。練習をさせてあげるからこちらにおいで」

        「いいんですか？」

        「だめだとは言えないよ」

        　伏見は苦い笑みを刻む。

        　和貴に手を出して気まぐれに愛あい撫ぶする一方で、日によっては苦い思いに駆られることもあるのだ。

        　彼らの人生を歪ゆがめてしまったのは、自分だと。

        　

        　

        　階段を上がって寝室に行くと、冬貴は既に丸くなっていた。無論、冬貴がこうして丸まっていない日のことのほうが珍しいのだが。

        「和貴君と疚やましいことはなかったからな」

        　先手を打ってそう宣言すると、冬貴はちらりと視線を上げた。

        「そんなことは聞いていない」

        　想像以上に冷淡な声だった。

        「だが、おまえは気にするだろう」

        「気になどしていない」

        「じゃあ、何だ？」

        「……べつに」

        　それきり冬貴は黙ったので、伏見も追及はしなかった。

        　ともあれ、冬貴が怒っていないのであれば、それに越したことはないのだろう。

        「あの子とおまえを比べようがないよ」

        「知っている」

        　冬貴はそう答える。

        　だいたい冬貴だって多情で、未いまだに多くの男女と交わり、伏見を困らせることがあるのだ。

        「じゃあ、どうして怒るんだ？」

        「怒ってなどいない」

        「和貴君がおまえに似ているからか？」

        「さあ」

        　冬貴は答えをはぐらかす。

        　もしかしたら、冬貴自身でさえも知らないのだろうか。

        　彼の心にあるわだかまりを。

        　和貴に対しての言い知れぬ思いを。

        　和貴は冬貴にならなかった清澗寺の子だ。

        　人一倍淫乱な躰を持て余しながらも、それなりに理性があるので壊れることもできない。

        　そう育てたのは、伏見であり綾あや子こなのだ。

        　もし自分が手を貸さなければ、和貴という名のもう一人の冬貴が生まれていたのかもしれない。

        　それを、冬貴はどう思っていたのだろう。

        　冬貴自身を否定されたと感じても、おかしくはないのかもしれない。

        「――すまない」

        「何が」

        　出し抜けに謝った伏見を見やり、冬貴は不審げな顔になった。

        「わからないなら、いいんだ」

        「謝るほど悪いことをしたと思うなら、ここにいろ」

        「それだけでいいのか」

        「私がそれ以上を望んだことがあったか？」

        　逆に問い返されて、伏見は首を横に振る。

        　そう、冬貴はいつも多くを望まない。

        　その純粋さが怖くもあり、そして愛いとしくもある。

        　冬貴は異形なのだと、思い知る。

        　斯かくも美しい心根の男は二人といなくていいのだ。

        「おまえはいつも、変わらないよ」

        　彼の心は今いま尚なお、あの雪の日のように純白なのだろう。

        　そう確認するたび、伏見の胸はやわらかな思いに満たされるのだ。

        


    

    
        
            恋みくじ

        
    


    
        「義よし康やす、何も言わずにこれから一枚選べ」

        　出先から直接清せい澗かん寺じ邸の離れに向かった伏ふし見み義康に、突然、清澗寺冬ふゆ貴きが布の袋を差し出した。

        「何だ？」

        　訝いぶかしがりつつも、伏見は言われたとおりに、袋に手を突っ込んで一枚の紙を取り出す。

        　折り畳まれた紙を手に「選んだぞ」と言うと、冬貴は「読め」と素っ気なく告げる。

        　冬貴がわざわざ何か遊びを用意したのだろうか。

        　珍しいことだと思いつつ紙を広げた伏見は、そこに書かれていた言葉に、目を瞠みはった。

        『博ばく打ちで借金を重ねた情人は、ついに冬貴を借金取りに差し出す。飢えた獣と化した男たちに、冬貴は抗あらがえずに尻を責め立てられる』

        「……何だ、この下品な文章は」

        　筆蹟ひっせきからいって、冬貴のものではない。

        　では、いったい誰がこんなものを書いたのか。

        　まるで冬貴を侮辱しているようで、腹立たしい。

        「何に見える」

        「小説か？」

        　まさかと思うが、冬貴と親交のあるあの柴しば崎ざき敬けい眞しんがこんなものを書いたのだろうか。

        　曲がりなりにも文壇の重鎮だ。

        　このようなものを書くとは、思いたくない。

        「箕みの輪わに書かせた」

        「箕輪が考えたのか」

        　気の毒な執事の名前を出されて、伏見は仰天する。冬貴が他人の名前を覚えていたこと以上に、これを書いたのがあの真面目そうな青年だというのが衝撃的だった。

        「私が考えるわけはないだろう」

        「何のためにこんなものを……」

        　あまりの出来事に動転して伏見が呻うめいたところで、冬貴は平然としたものだ。

        「資料に雑誌を買い込んだようだな。経費にしろと言っておいた」

        　答えになっていない。

        　そのうえ、まだうら若い箕輪にそんな資料を読ませたのかと思うと、気の毒すぎて涙が出てきそうだ。

        「そうか。おまえから見てどうなんだ」

        「悪くはない、満足した」

        　しらっと答える冬貴は布団に横たわり、伏見を上目遣いで見つめた。

        「それで、これは何のために書かせた？」

        「そのとおりにせよ、義康」

        　冬貴の命令は、不可解だった。

        「そのとおりって、どうやって」

        「おまえは今から借金取りの役になり、私を責める」

        「――つまり……その役柄になりきれと？」

        「ん」

        　冗談じゃない。

        　何かを演じることなど、それこそ高校時代の文化祭の出し物以来だ。そんな滑稽なことは御免だ。

        「まさかおまえ、倦けん怠たい期なのか？」

        　自慢ではないが、冬貴のことはかなり丹念に可か愛わいがっている。もう若くもないので毎晩というのは無理だが、それでも、時間の許す限りはこうして彼の傍らにいる。

        「なぜ？　おまえがいるのに？」

        「……そうだな」

        　こんなふうに真まっ直すぐなまなざしで見つめられたら、追及するのが逆に難しくなる。

        「しかし私にはかなり難しいぞ」

        「ならば、ほかにするか」

        　冬貴が先ほどの布袋を差し出したので、伏見は好奇心に駆られて頷うなずいた。

        「そのとおりにするのは難しいな。だが、ほかにどんなものがあるんだ？」

        「見てもよい」

        「うん」

        　箱に手を突っ込んだ伏見は、数枚の紙を次々と広げてみる。

        『情人により売り飛ばされた冬貴は、やくざ者たちの慰み者にされる』

        『冬貴は情人を人質に取られ、押し込み強盗にかわるがわる犯される』

        『無実の罪で投獄された冬貴は、囚人たちに輪りん姦かんされ、牢ろう名主に口唇奉仕を強要される』

        『情人の作った借金のかたに売られ、冬貴は娼しょう館かんで客を取らされる』

        　こんなものを書かされるとは……箕輪の嘆きを想像するに余りある。

        　だが、箕輪の好みは些いささか偏っているようだ。

        　どの状況も冬貴が売り飛ばされているし、それに。

        「どの状況も、ほかの登場人物が必要になるじゃないか。意外だが、これが箕輪の嗜し好こうか……」

        　しかも冬貴を痛めつける状況が多いが……箕輪は普段の生活に大きな負担を感じており、この状況を考えることで冬貴に対する鬱憤うっぷんを晴らしているのではないか。

        「おまけにこれは……明らかに情人が悪役だな」

        　いや、悪役というよりもっとたちが悪いだめな男だ。

        　箕輪は伏見にも言いたいことがあり、これは胸の内が溢あふれ出してしまったのかもしれない。

        「要するに、箕輪はおまえにしおらしくしてほしいし、私にはもっとしゃんとしてほしいということか？」

        　これが無意識の願いだというのなら、箕輪がとても憐あわれな気がしてきた。

        「かもしれぬな」

        「これをそのとおりに演じるとして、おまえとて、しおらしく役を演じきれるのか？」

        「…………」

        　冬貴は眉根を寄せる。

        「ほら、できないだろう」

        「……うん」

        「私だっておまえを虐いじめるのは不本意だよ」

        「よく虐めるくせに」

        「あれは愛情表現だ」

        「……ふん」

        　冬貴は一度鼻を鳴らす。

        　時たま、閨ねやで意地悪く焦じらされることを思い出したのだろう。

        「どうしてもやりたいというのならつき合ってやるから、おまえもそれなりにお膳立てをしろ」

        「お膳立て？」

        「この部屋を監獄ふうにするとかだな」

        「おまえはどんな罪で投獄されるつもりだ」

        「そうだな」

        　伏見は一拍置いて、それから「愛してはいけない人を愛した罪だ」と冬貴の耳みみ許もとで囁ささやく。

        　それを聞いた冬貴は小さく瞬まばたきをして、伏見の胸にもたれかかってきた。

        


    

    
        
            眠り姫

        
    


    
        　清せい澗かん寺じ邸の敷地内にある離れには涼しい風が入り込み、秋の気配を如実に伝えていた。

        　座布団の上に腰を下ろした伏ふし見み義よし康やすは、膳に肴さかなを並べて酒を楽しんでいるところだった。

        「お、これは旨うまい」

        　佃つくだ煮にを口に運んだ伏見はそう呟つぶやき、それから、清澗寺冬ふゆ貴きがあまり気乗りせずにごろごろしているのに気づいて、ばつが悪そうな口ぶりで告げた。

        「すまないな、冬貴」

        「ン」

        　彼の膝ひざの上に頭を乗せた冬貴は、わずかに睫毛まつげを動かすことで、どうでもいいのだと意思表示する。

        「眠いなら先に寝てもいいんだぞ」

        「…………」

        　目の回るような忙しさゆえに食事もしてこなかったそうで、伏見は到着するなり離れに酒と肴、それから簡単な膳の支度をさせた。

        　もともと食の細い冬貴にしてみればそれを見るだけでうんざりするような量だし、しかも深夜にほど近い。

        　だが、伏見は空腹でならなかったのだろう。

        　酒も入り、かなり満足げな面持ちだ。

        「どうなんだ？」

        「邪魔か」

        「おまえを邪魔だと思ったことはないよ」

        　その返答に小さく鼻を鳴らし、冬貴は目を閉じた。

        「いいよ、寝ていなさい」

        　左手でゆっくりと髪を撫なでられたものの、そのぞんざいさが冬貴にはあまり面白いとは思えない。あたたかい彼の腿ももが、冬貴にはそれなりに心地よいだけである。

        　伏見はまだ食事に移らないようで、孤独に酒を楽しんでいる。

        　前にも、こういうことがあった。

        　伏見とではなくて、祖父との記憶だ。

        　静かな夜、祖父は一人で酒を飲むのを好んだ。月を肴に、酒だけを水でも飲み干すようにすうっと口に含む。

        　何もかもが、瞬まばたきをすると昨日のことのように思い出される。冬貴にとって時間とはそういうもので、何もかもが己の薄皮を撫でるそよぐ風のようなものだった。

        「どうした？」

        「なぜ、忙しい」

        「組閣でね。後任の人事に手間取って……陸軍は横よこ槍やりを入れたがるし、まったく面倒なことだ」

        　このところ、伏見は前にも増して多忙気味だ。

        　それが冬貴に多大なる影響を与えているのだが、無論、伏見自身はそれを知るよしもないらしい。

        　そのうえ伏見が今日は先にあの子と顔を合わせ、ちょっかいをかけていたのを冬貴は知っていた。

        「年寄りの冷水だ」

        「……おまえに言われると堪こたえるな」

        　伏見はくすっと笑った。

        「後進に道を譲りたいのはやまやまだ」

        　酒が入っているせいか、はたまた一段落して気分が軽くなっているのか、伏見は少し饒じょう舌ぜつだった。

        「だが、国の舵かじ取りを任せられるような者はなかなかいない。自分が手を引いた途端に、この国がもっとまずい方角に進むような気がして怖いんだよ」

        「…………」

        　それが冬貴を放り出して政治に打ち込む理由だというのなら不合格だが、逆にいえばそこまで大変でも彼はここを訪れているということになる。

        　ならば、致し方あるまい。

        　政治に興味などない。すべてが目前にあるゆるやかな滅びに向かうものなのに、それを伏見は知らぬのだ。

        　食事を終えた伏見が湯ゆの屋やに行ったので、冬貴はそのまま畳に寝転がっていた。

        　それから、伏見が寄よ越こした新しい銘めい仙せんを長持ちに入れてあるのを思い出した。

        　長なが襦じゅ袢ばんもいいが、最近では銘仙も気に入っている。

        　色とりどりの柄が鮮やかで、伏見は勿もち論ろん、たまに訪れる柴しば崎ざき敬けい眞しんからも好評だった。

        　どれがいいだろう。

        　やはり秋だし、あまり地味なものはよくない。季節外れも、先取りしすぎもどちらも無粋だ。

        「ん」

        　はっとするほど深い紅くれないで染め上げられた紅葉もみじ柄。

        　これならば、伏見も気に入るに違いない。

        　いそいそと長持ちから銘仙を取り出して着替えているあいだに、伏見が寝所に戻ったようだ。

        「冬貴？」

        　彼が呼ぶ声が聞こえたので、着替えた冬貴は寝間に戻った。

        「義康」

        　布団に横になった伏見は、目を瞑つぶっている。

        「義康？」

        　伏見は既に眠りに落ちているようで、寝息を立てている。

        　試しに近寄った冬貴はその場に蹲うずくまり、二本の指で彼の高い鼻を摘つまんでみた。

        「む」

        　彼は一瞬苦しげな顔をして払いのけようとしたので、冬貴はそっと手を放す。

        　だが、伏見は目を覚まさなかった。

        　さんざん待たせた挙げ句寝てしまうとは、情人失格だ。

        　冬貴は思わず口をへの字に曲げる。

        「義康」

        　今度は強くかくかくと揺すってみても、伏見は無反応だ。

        　次に唇を自分の唇で塞いだが、伏見は少し苦しそうに眉根を寄せるだけで、相変わらずよく眠っていた。

        「ん…」

        　ならばこちらにも、考えがある。

        　着物の裾を乱した冬貴は手際よく彼の下肢をくつろげ、そこを剥むき出しにしてやる。

        　それから、そこにふうっと息を吹きかける。

        「…………」

        　伏見が鬱陶うっとうしそうに身み動じろぎしたが、それくらいの反応だ。

        　ならば、これでよい。

        　冬貴は男の下腹部に顔を更に近づけ、舌を伸ばしてぺろりと性器を舐なめてみる。

        「ん……」

        　微かすかに伏見が息をついて寝返りを打ちかけたものの、そのままだった。

        　これならば、問題がなさそうだ。

        　寝てしまったのは伏見が悪いのだし、今日は冬貴が彼の肉体を道具として好き放題使ってやろうではないか。

        「…く…んむー……んん……」

        　大きなものを食はんだままの唇に力を込め、顔をぐうっと上に動かす。濡ぬれた口唇で擦れる感触が気持ちいいのか、伏見のものに力が漲みなぎり、次第に大きさを増していく。

        「ん、んん」

        　上目遣いにちろりと見上げても伏見が目を覚ます気配はなく、冬貴は目を伏せた。

        　もっとだ。

        「ちゅ……んぶ……」

        　盛大な水音を立てながら、冬貴は奉仕に没頭する。

        「……んく、んむ……ふ、ん……んぅう……」

        　頭を振りながら淫いん猥わいな奉仕に耽ふけっていると、不意に。

        「ッ」

        　熱いものが弾はじけ、冬貴の顔に伏見の精液が降りかかった。

        「ふ」

        　ぺろりと舌を出し、口くち許もとに流れてきた精を舐なめ取る。

        　いつもの伏見の味わいだ。

        　眠りに就いたまま冬貴の玩具おもちゃになった伏見は、手の内であやしているうちに漸ようよう力を取り戻していく。

        　これでいい。

        　冬貴は口の周りの精液を指で拭うとそれを舐ねぶり、改めて伏見に跨またがった。

        「んー……」

        　ぐうっと躰を沈めていくうちに、熱く固い屹きつ立りつが体内を抉えぐっていく。

        「は…」

        　あまりの心地よさに、額に汗が噴き出した。

        　熱い。

        　こんなに気持ちいいのに、目を覚まさないなんて。

        「……は、は…ッ」

        　荒く呼吸をしながら冬貴は躰からだを揺する。

        　やがて伏見が冬貴の体内に精を放ち、冬貴もまた射精をして彼の上で果てた。

        「…………」

        　これではまだ物足りなかったが、まだ眠ったままだ。

        　伏見はこれが気持ちよくないのか。

        　冬貴だけが、ぬくもりに酔い痴しれているのか。

        　考え込んだ冬貴が繋つながったまま伏見の上体に伏したままでいると、不意に、誰かに背中を撫なでられた。

        「！」

        　当然のことながら、それは伏見だった。

        「もう気が済んだか、冬貴」

        　声ははっきりしており、完全に覚醒かくせいしているようだ。

        「起きていたのか」

        　冬貴が目を瞠みはると、彼は「当たり前だ」と笑った。

        「あんなに気持ちいい真ま似ねをされて、いつまでも寝ていられると思うか？」

        「いつ、起きた」

        　冬貴が拗すねた口ぶりで問うと、伏見は「ちょうどおまえが挿入する前だ」としれっと答える。

        　つまり、この行為のあいだは半分くらいは狸たぬき寝入りをしていたことになる。

        「ずるい。動いてほしかったのに」

        「わかってる。だけど一生懸命なおまえが可愛くて、邪魔できなかった」

        「私がそんな言葉で誤ご魔ま化かされると思うか？」

        　冬貴が軽く伏見の乳首を噛かむと、彼は小さく「痛い」と訴えた。

        「何だ、怒ってるのか」

        　無言でいる冬貴に手を伸ばし、伏見が二の腕のあたりをさすってきた。

        「没頭していると、おまえはあまり声を出さないんだな」

        　それを目にした冬貴は微かすかに目を瞠みはり、それから伏見を睨にらんだ。

        「違う」

        「じゃあ、どういうときだ？」

        「自分で考えるがいい」

        　冬貴が腰を上げてそれを抜くと、栓がなくなったせいで精液がこぽりと溢あふれ出す。

        「何だ、やめるのか？」

        「続きはおまえがしろ」

        「はいはい」

        　頷うなずいた伏見は身を起こし、冬貴を褥しとねに横たえた。思ったより勢いがつき、冬貴は剥き出しの肩を打ちつけてしまう。

        「痛い」

        「それは悪かったな」

        　そう言いつつも、伏見は欠片かけらも気にしていない様子だった。

        　冬貴の髪を優しげに撫で、「もっと痛い目に遭わせるから、すぐに忘れる」と告げる。

        「痛くするのか？」

        「おまえがいい子にできなければな」

        　答えも聞かずに、伏見は小さく笑って額にくちづける。

        　心地よい。

        　あたたかくて、優しくて……それだけでほわんとする。

        　伏見だけが使える、不思議な魔術だ。

        「弄いじらなくていいのか」

        「どこを？」

        「こことか」

        　乳首をきゅっと摘つままれて、冬貴は息を詰める。

        　殊更反応するつもりはないのだが、躰が勝手に彼の動きに翻弄されかけている。

        「ふ、ん……ん、……」

        「控えめだな」

        「あ…ふ……」

        「もう声を我慢しなくてもいいんだぞ」

        　乳首を転がしながらの伏見の発音は不明瞭で、掴まれるたびにびくびくと躰が震えた。

        「う、ん……んく……」

        「ほら、また感じてきた」

        　伏見の言葉に煽あおられて体温が上がり、冬貴は思わず身を捩よじる。躰に敷布が纏まとわりつくようで、妙な心持ちだった。

        　一刻も早く挿いれてほしいという無言の意思表示で腰を浮かせると、それを読み取った伏見が「まだだ」と囁ささやいて首を囓かじった。

        「ッ！」

        　鋭い痛みが背筋を走り抜ける。

        　どうしてこんなに感じてしまうのか、伏見の一挙一動にぞくぞくと快楽を煽られる。

        　挿入されていないのにここまで心地よいのだから、挿れられてしまえばきっと、もっと――。

        「ア」

        　冬貴の心を読み取ったらしく、伏見が冬貴の腿ももを軽く広げさせた。

        　そこはもうぐちゅぐちゅになっており、今更隠すまでもない。

        　膝を折ったまま脚を広げる格好になり、冬貴は視線を流して伏見の観察に応えた。

        「健けな気げだな」

        「どこが」

        「おまえの小さな孔あなから、私の精液が溢れて……もう乾いてきている」

        「だったら乾く前に、また、して」

        「何を？」

        わかっているくせにそうやって聞く伏見に対して、冬貴も遠慮はしない。

        「出して」

        　伏見の腕を両手でそれぞれ掴つかみ、冬貴は訴える。

        「中で出して。熱いの、いっぱい」

        「何もしないとは言っていない」

        　からかうように告げる伏見が、冬貴の髪を掻かき上げてくれる。

        「おまえは焦らしすぎだ」

        「焦らしているんじゃない。じっくり味わってるんだ」

        　伏見は余裕を持って冬貴をあしらいつつ、そこに雄根を押しつける。

        　冬貴が微かに緊張したのを見て取ったらしく、彼は「平気だよ」と笑った。

        「だ、って……っ」

        　押し込まれると自おのずと喉が鳴る。

        　さっきと比にならない心地よさに、胸が震えた。

        　これが……。

        「義康っ」

        　切迫した声が溢れたが、伏見は頓着しなかった。

        「よしやす……義康…ッ…」

        「何だ、冬貴」

        「ん、んっ……こう、してて……」

        　ずっと、ずっと繋つながっていたい。

        　彼のぬくもりが欲しい。

        　今も臓ぞう腑ふの奥から、じわじわと込み上げてくる。

        　彼の熱が。

        「ふ、あ、…あっ……」

        　こうなっては短く喘あえぐほかない冬貴を優しく見下ろしていた伏見が、不意に一点を狙い澄ましてきた。

        「あー…ッ」

        　尾を引くようなあえかな声を上げた冬貴は、射精の伴わない絶頂に至る。

        　まだ、もっと。

        　もっと熱くしてほしい。

        　骨の髄まで。

        「よしやす、よしやす……義康……」

        　もう自分でも何を言っているのかわからない。強い力で伏見の腕を握り締め、冬貴はそのまま果てた。

        　

        　

        「細いくせに、存外力があるな」

        　眉を顰ひそめた伏見の腕には、くっきりと冬貴の手指の跡が残されている。

        「痛いか？」

        「今は平気だ」

        　伏見は笑いを含んだ声で応え、冬貴の髪にくちづける。

        「おまえ、私が寝ているときに声を出さないのは、気を遣っていたのか？」

        「違う」

        　そうではなくて。

        　どれくらい気持ちよいのか、伝えたいだけだ。

        　こうして一緒にいられることで、冬貴が何を感じているか。

        　それくらい、気づかぬ伏見ではあるまいに。

        「どちらでもいいか。おまえの可愛いところを見られて、役得だったよ」

        　笑みを浮かべる伏見の肩先に鼻面を押しつけ、冬貴は「うん」とだけ答えた。
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        　つくつく法師が鳴いている。

        　これで蜩ひぐらしでも鳴けば秋の気配を感じるのだが、まだまだそうはいかないらしい。

        　目を伏せた伏ふし見み義よし康やすは、寝苦しそうに布団に横たわった清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きを見下ろす。

        　およそ常識からかけ離れたようなところばかり見せる冬貴のくせに、暑さ寒さはそれなりに感じているらしい。

        　しかもこのところの暑さは異常といえるべきもので、会合などに行くと欠席者がいつもより多かった。

        　子供たち――特に小学生になったばかりの清澗寺道みち貴たかは氷菓子の食べ過ぎで腹を壊したと、執事の内ない藤とうにも聞いている。

        「冬貴。腹を出して寝ていると、風邪を引く」

        「出してなどいない」

        　まさに冗談のつもりだったが、むっとした顔つきで冬貴が目を開ける。そして、すぐにまた目を閉じてしまう。

        　伏見が三日ぶりに訪れたというのにまったく気のない素振りで、それがまた不思議だった。

        「しかし、そのやる気のない様子……どうしたんだ」

        「べつに」

        　怠だるそうな返答をして、冬貴は相変わらず横になっている。

        　――もしかしたら、夏ばてだろうか。

        　冬貴の元気がないのが夏ばてだとすると、伏見が久しぶりにこの家にやって来ても飛びついてこないのにも合点がいく。

        「仕方ないやつだな。今日はここにいるから寝ていなさい」

        「ン……」

        　冬貴は頷うなずくと、伏見の浴衣の裾をくいくいと引っ張る。褥しとねに入れということだろうと納得し、伏見は冬貴の傍らに横たわった。

        　蚊か遣やりの匂いがする。

        　冬貴の躰からだは虫には旨くないのか、彼は蚊かに刺されることがない。従ってこの蚊遣りも蚊か帳やも、伏見のためのものだった。

        「ンン……」

        「どうした？　苦しいのか？」

        「ううん」

        　寝苦しいのだろうか。

        　今日はいつも以上に空気が籠もり、湿気が膚はだに纏まとわりつくようだ。

        「ゆっくり寝なさい」

        「ん」

        　伏見の胸に額をくっつけて、冬貴が目を閉じる。

        　その稚いとけなくもやわらかな表情に、伏見はたまらない愛いとおしさを覚えた。

        　添い寝というのも、たまにはいいものだった。

        　

        　

        　翌日。

        　まだ寝ている冬貴を置いて家を出た伏見は、八百屋へ向かった。

        「西すい瓜かですか？　もうないですねえ」

        「そうか……」

        　冬貴は普段からあまり食事を積極的に摂とらないが、甘いものはたまに口にするので、西瓜ならば喜ぶかもしれないと思ったのだ。しかし、どうやら時期を少し外してしまったようで、西瓜は売り切れが続出だった。

        　あまり八百屋を知らないので、伏見はすぐに手詰まりになってしまった。

        　――仕方ない。

        　電話を借りた伏見が戸と塚つかに電話をかけると、たまたま会社にいた彼と連絡を取ることができた。

        「は？　西瓜？」

        　新聞社に勤務する戸塚は忙しく走り回っているので、こうしてあっさりと捕まるのは珍しかった。

        「そうだ。冬貴に買ってやりたいんだ」

        「西瓜ねえ……ああ、それなら三み浦うらが名産地だな」

        「三浦？」

        　三浦半島が思い浮かぶまで暫しばし時間が要するほどに、想像もしていなかった地名だった。

        「確か電車は通ってるし、行ってみたらどうだ？」

        「気軽に言ってくれるな」

        「おまえが気軽に聞くからだ。それがだめなら千ち葉ばあたりかねえ。帝都の近郊でも、個人が作ってるところはきっとあるさ」

        「それではあてがなさすぎる」

        　そんな軽口めいたやり取りのあと、伏見は一人で鎌かま倉くらへ行くことにした。戸塚が鎌倉で西瓜を作っている農家があると、最後に教えてくれたからだ。もっと帝都に近いところだと有り難いのに、情報通の戸塚も手詰まりだったようだ。

        　とはいえ鎌倉までは往復すれば半日がかりだ。

        　西瓜を栽培している農家を何とか探り当てて首尾よく二つの西瓜を手に入れて東とう京きょう駅に戻った頃には、既に夕刻になっていた。

        　西瓜を離れの玄関先に置いてから母屋へ向かい、盥たらいを借りてくる。氷をもらい、水を張った盥に西瓜と一緒に浮かべると、見た目だけでも涼しげな雰囲気を演出できた。

        「――よし」

        　縁側にそれをあらかじめ持っていっておき、再び玄関に戻る。

        　潜くぐり戸どから離れに足を踏み入れると、むっとするような熱気が押し寄せてきた。

        「冬貴？」

        　冬貴は蚊帳の中で丸くなって眠っている。

        「おい……」

        　重そうに瞼まぶたを開けた冬貴は躰も起こさずに、億おっ劫くうそうにまた目を閉じた。

        「具合が悪いのか？」

        「あつい」

        　冬貴はだらだらと伸びたまま、布団から出ようとしない。

        「ならば、少し風に当たったほうがいい」

        　蚊帳の中から無理に冬貴を引っ張り出して、縁側まで連れていく。

        　そこに彼を座らせて、盥から西瓜を出した。

        「足を出してごらん」

        「ん？」

        　気け怠だるげに従う冬貴の右足を取り、そっと盥に沈める。

        　もう一方も、でき得る限り恭うやうやしく。

        「冷たい……」

        「気持ちいいだろう」

        「ん」

        　彼の傍らに腰を下ろすと、冬貴がこてんと体重を預けてくる。

        　やっと思考がはっきりしてきたらしく、冬貴の声が明瞭なものになってきた。

        「西瓜？」

        「おまえが喜ぶと思ったんだ」

        「……馬鹿」

        「西瓜ではだめか？」

        「ちがう……」

        　わかっているくせに、と冬貴は拗すねた様子だった。

        　無論、わかっている。

        　伏見がそばにいれば、それだけで冬貴が喜ぶことくらい。

        　でも、少しでも早く元気になってほしくて。一つでも多くの喜ぶ姿を見たくて、馬鹿な真ま似ねをしてしまうのだ。

        「食べないのか」

        　少しがっかりした口調になったのに気づき、冬貴が伏見の腿ももを抓つねる。

        「冷やしてからだ」

        「そうか、ではもう一つ盥を用意させようか」

        「このままでいい」

        「……我わが儘ままだな」

        　いや、我が儘なのは自分も同じだ。

        　型に嵌はめて彼を見ることは意味などないのに、定型どおりの喜びの反応を返してほしがってしまう。

        「早く元気になれよ」

        　何も答えなかったが、冬貴の答えはわかっていた。

        　

        　

        　……腹が重い。

        　異常な事態に目を覚ました伏見は、自分に跨またがる冬貴の姿を認めて目を瞠みはった。

        「おい、冬貴……」

        　朝あさ陽ひでいっぱいになった蚊帳の中に、二人きりでいるのはいいとして。

        　なぜ冬貴は、自分に馬乗りになっているのか。

        　伏見の疑問を見透かすように、彼は「元気になった」と端的に告げた。

        「え……ああ、そうか。よかったな」

        「食事にする」

        「……え」

        　冬貴の食事が何かは、伏見にもよくわかっている。

        　元気になったのはいいが、極端から極端への振れ幅が大きすぎる。

        「待ちかねた」

        　冬貴が舌した舐なめずりをする。

        「ま、待て」

        「待たぬ。おまえも朝から……」

        　元気だろう、と囁ささやきだけで返される。

        「いや、これは男としての生理的な反応で」

        「ごちゃごちゃうるさい男だ。ならば、先にこちらから貪ってやろう」

        　しどろもどろになったところで足あし許もとに蹲うずくまった冬貴に咥くわえられて、伏見は呻うめいた。

        　そのあたたかな粘膜に呑のみ込まれ、耐えきれる男の顔がいたら見てみたいものだ。

        　舌や唇、手や指の動きとは別に、冬貴の口こう腔こうの粘膜は自在に動いてでもいるかのようだ。そこがまるで襞ひだのように小刻みに動き、伏見をあっという間に高めてしまう。

        「凄すさまじいな……おまえ……」

        「ん、ふふ……ほら、すぐこうなる……」

        　巧みな技巧で欲望を育てられて、横たわったままの伏見は布団に爪を立てる。

        　今日の予定は何かあったような……あった。嵯さ峨が野の経つね行ゆきの命で、とある政治家の主催する納涼の宴に行く手て筈はずになっていた。

        「西瓜では満たされなかったか」

        　まんべんなく唾液を塗りつけられたおかげでぬらぬらとそそり立つものを満足げに見つめ、冬貴がぱさりと寝間着を落として全裸になる。

        　陽ひ射ざしの下で見つめる冬貴の肉体は、夜とは違う淫いん靡びさがあった。

        　薄い茂みの内側、そこに誘われると伏見とてもうどうしようもなく溺れるほかないのだ。

        　これは最も早はや流されてやるほかないと、伏見は腹を括る。

        「甘いだけでは足りぬ」

        　冬貴はそう言って、伏見自身に手を添えて自分の虚うろにひたと押しつける。

        「…っく……」

        　さすがに、ろくに解ほぐしていない状態ではかなりきつい。

        　このところ男を連れ込んでいなかったそうだし、行為そのものも久しぶりだろう。

        　喉を震わせ、引き攣つるように息をしながら、冬貴が伏見を呑のみ込んでいく。

        「ああ……ん……」

        　狭い……。

        　途端に、伏見の全身にもどっと汗が浮かんだ。総身が汗みずくになるのがわかるほどに、我ながらその反応は顕著だった。

        「とても、いい…きついな……」

        　先手を打ってそう告げると、冬貴が驚いたように目を瞠った。

        　途端に、締めつけがもっと激しくなる。

        　こんなにきつくする可能性を秘めていたなんて――まったく、なんて可愛いのだろう。

        「…馬鹿……」

        　小さく呟つぶやく冬貴の顎から、ぽたりと汗が落ちる。

        「馬鹿だよ。おまえのことになると、私はいつも盲めしいになる。愚かだと笑えばいい」

        「笑わない……」

        　ふ、と笑った冬貴が騎乗位のまま、ぎちぎちと伏見を締めつけた。

        「こら」

        　冬貴の薄い腹だと、どこに伏見がいるのかわかるかのようだ。

        　ここだろうか。それとも、あそこだろうか。

        「アッ！　馬鹿、うごくな……」

        「無茶を言うな」

        　そう考えているうちに夢中になり、ついつい下から振動を送り込んでしまう。

        「あ、あっ…あん…ふ……いい……いい……義康……よしやす……」

        「いいだろう？　ほら、ここも……」

        　知り尽くしている場所を、わざと強く突いてやる。

        「っ！」

        　それだけで冬貴はまるで人形のように呆あっ気けなく乱れ、伏見の上で更に髪を振り乱した。

        　それが可愛くて、更なる刺激を送り込む。

        「動くなら、さいしょ…から、あんっ、あん、ん、ん…ああ…ッ！」

        「いい眺めだ」

        「ひん……ん……いく、いく……ッ」

        　飛び散る白い体液が、伏見の腹部を汚す。今の激しさに持っていかれなかったことに我ながら感心し、伏見は自分の腹に飛び散った冬貴の精液を拭い、それを舐なめ取った。

        　冬貴の味がする。

        「ふ……ずるい……私にも、よこせ……」

        　ねだるような甘ったるい声に、伏見は首をわずかに横に振った。

        「ああ……でも、もっとここにいたいんだ。おまえの中は、最高で……果てるには早い……」

        「早く、出して…」

        「まだ、待て」

        　揺れそうになる声を我慢しつつ、伏見は冬貴を見上げる。

        　白い躰を蛇のようにのたうたせる冬貴は、頬を上気させ、蕩とろけきった目で伏見を捉えた。

        「ん？」

        「おまえがこんなに可か愛わいくて、熱くて……締めてくると……」

        「おまえも、知らぬだろう」

        　息を弾ませて、冬貴が訴える。

        　汗で全身が覆われた冬貴の全身は、光の鱗うろこを纏って仄ほのかに輝いているようだ。

        　それでいて膚はたまらなくやわらかく、触れば絖ぬめのように手に吸いつく。

        「おまえが、どれだけ熱くて、大きくて、かたいか……ふ……私、だけ……」

        　冬貴だけの秘密――か。

        　まったく、なんて可愛いことを言ってくれるのだろう。

        　これまでに何百回と抱き合いつつも、こんなことを彼は今までに言ってくれなかった。

        「当たり前だ。おまえのときだけが、特別だ……ほかの相手にはこんなふうにしない……」

        「義康……」

        　互いに互いの肉の深部がどのようなものか、想像するほかない。

        　けれども、どこまでも知り尽くしている。

        　もしかしたら、相手よりも深いところさえも知っているのかもしれない。

        　それがまた愛いとおしいのだ。

        　おまえの奥底は、私しか知らない。おまえだけが私の最奥を知っているのと、同じように――。

        　

        　

        　命の交歓の果てに、冬貴が伏見の躰の上に倒れ込んでくる。

        「まったく、いつも貪られるほうの気持ちになってみろ」

        　伏見がぼやいたところで、冬貴は取り合わなかった。

        「それもまた愉楽であろう？　私だけが、おまえの命の雫しずくを味わう」

        「そうだな。おまえもまた私にとっては大切な食事だ」

        　伏見は小さく笑い、汗でしっとりと濡ぬれた冬貴の髪を弄いじる。

        「あとで一緒に出かけよう」

        「私も？」

        　どこか意外そうに冬貴は眉根を寄せる。

        「おまえが一緒のほうが、早く帰れるからな」

        　風紀を著しく乱すという理由で、冬貴の登場は歓迎されないだろう。

        　ならばそれを逆手に取るのも一興というもの。

        「褒美を寄よ越こせ」

        「帰りに甘いものでも食べよう。あんみつはどうだ？」

        　あんみつで冬貴の心をくぐすれるだろうか。

        「ん」

        　……よかった。成功のようだ。

        　嬉うれしげに冬貴が微笑ほほえんだので、伏見まで幸せな気分になってくる。

        「少し休みなさい」

        　甘えた様子で腕を絡めてくる冬貴を抱き留めて、伏見はそのうなじにくちづけた。

        


    

    
        
            清澗寺家まるごとレシピ

        
    


    
        　英語の随筆の翻訳を旧知の友人から頼まれた伏ふし見み義よし康やすは、何かしら気の利いた言い回しはないかと考え込む。

        　政界をほぼ引退してからというもの、こういう伏見の見識と語学力に頼るような依頼が増えた。

        　交渉役は嫌いではないものの、家で一人静かに集中して仕事をするのも楽しい。

        　今の課題はこの洋書の翻訳だった。

        　時折辞書の頁ページを捲めくりながら仕事に没頭していると、背中にずしりと負荷がかかった。

        　猫や犬の類たぐいは飼っていないので、それが情人の清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きであることには間違いない。

        　視界の端に、冬貴の長なが襦じゅ袢ばんの裾がちらりと見えた。

        「どうした、冬貴。飽きたのか？」

        　尋ねながら時計を見やると、小一時間は過ぎている。

        　そうでなくとも放り出されると拗すねる気質の冬貴のこと、飽きるのも当然だろう。

        　まずいな、と伏見は心中でごちる。

        　この翻訳も終わらせなくてはいけないが、冬貴の機嫌を保つのも大切な仕事の一つだ。

        「んん……」

        　いよいよ、冬貴は飽きてしまったらしい。伏見のシャツの背中に口をつけて、ふうっと息を吐き出した。

        「こら」

        　くすぐったさとぬくみの両方が伝わってきて、伏見は声を上げる。それを繰り返されると次第に生地が湿ってきて、冬貴が離れると同時に冷えていく。

        「んー」

        　もともと言葉をあまり使おうとしない冬貴だけに、彼の仕種や雰囲気から、その思いを読み取らなくてはいけない。

        「どうした？」

        「ん」

        　やはり答える気がないようだが、その怠惰な素振りからは何となく彼の意図がわかる。

        「腹でも減ったのか？」

        　冬貴の様子を見て取った伏見に言われて、彼はこくりと首肯した。

        「――禁欲のはずだぞ」

        「そちらではない」

        　このあいだ、珍しく風邪で数日寝込んだ冬貴とは、本調子になるまで暫しばらく情交を控えようという話になっていた。

        　あのときは伏見も風邪をうつされてしまい交互に大変な目に遭ったので、冬貴も納得しているはずだ。

        「まいったな……何もないぞ。おまえ、本当に食事がしたいのか？」

        「ん」

        　冬貴の「ん」にはじつは意外とバリエーションがあり、今回のそれは肯定の「ん」だ。

        「そうだな……」

        　今日は小間使いも来ないので適当なもので済ませようと思ったが、さすがに冬貴も食事をしたいとなると、あり合わせで済ませるわけにはいかない。

        「よし、今日はカレーにしよう」

        「カレー？」

        「そうだ。英国イギリスにいたとき、海軍の友人に教わったんだ。確か、もらいもののカレー粉があったはずだ」

        「…………」

        　冬貴は微かすかに眉根を寄せる。

        　そういえば冬貴は辛からいものを自分の前で食べることがあったろうかと、伏見は考えてしまう。そもそも冬貴が何かを食すること自体が、珍しいのだ。

        　だが、それだけではなさそうだ。自分は何か地雷を踏んだかもしれないと、伏見は考える。

        　――そうだ。

        　彼は自分がロンドンに行ったことに対して、未いまだに引っかかりを覚えているのかもしれない。

        　仲なか違たがいしたままで冬貴を放っておいたのは、あとにも先にもあの一度きりだったからだ。

        　そのときのことを思い出しているのであれば、こうして翻訳の仕事で冬貴を放り出していることも、よけいに負の感情となって冬貴の中で蓄積されている可能性もあった。

        　こういうときは機嫌を取っておくに限る。

        　食事をしたいなどという珍しすぎる冬貴の言い分が多少は意味不明であっても、従っておくべきだろう。

        「とりあえず買い物に行ってくるよ」

        「ん」

        　立ち上がった伏見はこれから先のことを考えつつ、厨ちゅう房ぼうにある食材を確認する。玉たま葱ねぎや人にん参じん、小麦粉などはしっかり備蓄されていたし、カレー粉もある。あとは豚肉が必要だが、買い物に行ってから時間をかけて煮込んでも、夕食には間に合う計算だ。

        家を出た伏見は肉屋で豚肉の塊を買い、上機嫌で帰宅した。冬貴はといえば、まだ伏見の書斎でごろごろしているらしい。当面は放っておいても問題がないだろう。

        　ブイヨンは作り置きがないので省略せざるを得ないものの、この場合は仕方がない。

        　とんとんと玉葱を刻み、みじん切りを作る。学生時代のことを思い出しつつカレーを煮込んでいると、いつの間にか、茶の間には冬貴が来ていた。

        「いい匂いだろう？」

        「ん」

        　食欲を増進させるカレーの匂いを振りまいたあと、少し煮込まなくてはいけないので、伏見は茶の間に向かう。

        　座布団の上に腰を据えると、冬貴がぴたりと躰からだを寄せてきた。

        「寒いか？」

        「平気」

        　言いながらもぐいぐいと躰を擦り寄せてくるので、彼の背中に腕を回すことで位置を安定させる。

        「もうすぐ冬だな……正月はどうする？」

        「ここにいる」

        　そう言った冬貴がつんと袖を引っ張ったので、途端に胸が熱くなる。

        　ここ、とは二人で暮らす大おお磯いそのことではない。

        　伏見の隣という意味だ。

        「ずるいやつだな」

        「んん？」

        　本当に、どうしてこんなにも深く惚ほれてしまったのだろう。

        　そのままじっとしていると、冬貴が寝息を立ててしまっている。

        　動いたらこの均衡を壊してしまいそうだったので、伏見は彼を抱き締めたまま、かなり無理のある体勢で卓ちゃ袱ぶ台だいに載っていた新聞を眺めて遠目に読み始めた。

        　静せい謐ひつ。

        　ぬくもりと重みが、とても愛いとおしい。

        　この腕の中にあるのは、きっと、永遠なのだ。

        　まるで琥こ珀はくのように、自分は一つの命という結晶をこの腕に閉じ込めている。

        　ほどよく煮込まれたカレーのいい匂いがしてきたため、伏見は微笑ほほえんだ。

        「起きなさい、冬貴」

        「んん？」

        「食事だ。食欲はあるか？」

        「うん」

        　短時間で作ったものの、カレーはそれなりの味わいだった。

        　もともと食の細い冬貴にはちんまりとしかよそっていないが、それなりに楽しんでいるらしい。

        「旨うまいだろう？」

        「ん」

        　匙さじを口に運び、冬貴は目を細める。

        「一人暮らしのときや寮のときはよく自分で飯を作っていたんだが……こうしてみると、カレーなんて作るのは久しぶりだ。食欲が出るものだな」

        　風邪の余波で殆ほとんど食事をする気がしなかったこともあり、こうしてカレーを作ってみると少し食欲が甦よみがえってくる。

        　料理の意外な効果を実感しつつ、伏見はそれを口に運んだ。

        「！」

        　突然、冬貴が顔をしかめた。

        「どうした？」

        「あつい」

        　呟つぶやいた冬貴が水を飲んでから小さく舌を出したので、伏見は苦笑した。

        　桜色の舌は、確かに尖せん端たんが赤くなっていた。

        「そのままにしてなさい。舐なめてあげよう」

        「ん」

        　冬貴の舌は、何の味もしなかった。

        「んー……」

        　執しつ拗ように舐めていると、珍しく冬貴が困ったように唸うなったので、伏見は急いで顔を離す。

        「すまない、疲れたか？」

        「違う。痛くなくなった」

        　冬貴がふわりと笑むものだから、それだけで胸がいっぱいになる。

        　いつも冬貴に与えられ、満たされている。

        　どうしてこんなにも彼が愛しいのか、自分でもわからないけれど。

        「おまえは？」

        「だいぶ元気になってきたよ。料理で気分転換したおかげかな」

        　言いながら、気づく。

        　――もしかしたら、きちんと食事を摂とれという意味で冬貴が自分に料理をさせたのかもしれない。

        　まだ冬貴という人間の本質を掴つかみかねているがゆえの、希望的観測にすぎないのかもしれない。

        　けれども、二人でいれば確実に心と心が重なり、そして情が生まれる。それが自分のための原動力となる。

        　伏見は食事を終えて匙を置いた冬貴を、眩まぶしく見つめた。

        　後片づけをして茶の間に戻ると、冬貴はまだそこでだらだらとしていた。

        「閨ねやに行かないのか？」

        「なぜ？」

        「私もだいぶ元気になったと言ったろう。今夜はおまえを料理させてくれ」

        「ふん」

        　冬貴が不満げに鼻を鳴らしたのは、カレーと同列にされていることに対しての意思なのかもしれない。

        「嫌なのか？」

        「私にもさせろ」

        「何を」

        「調理だ」

        　すらりと立ち上がった冬貴は厨ちゅう房ぼうに向かい、伏見が唖あ然ぜんとしているあいだに包丁を取って戻ってきた。

        「お、おい」

        　冬貴と刃物という組み合わせは初めて見るものではないし、彼がそれなりの使い手だというのは把握していたものの、物騒なことには変わりない。

        「じっとしていろ」

        　彼は包丁の刃先をぴたりと伏見の釦ボタンに押しつけると、手をすっと動かす。

        「ッ」

        　ふつりと糸が切れ、釦が飛んだ。

        　一つ。そして、また一つ。

        　冬貴は伏見のシャツの釦をすべて切ってしまうと、満足そうな笑みを浮かべた。

        「旨そうだな」

        　舌した舐なめずりをされて、思わず伏見は苦笑する。

        　冬貴の性分はわかっていたはずなのに、こういう真ま似ねをされるとどきっとしてしまう。

        　冬貴のいやらしさと、可か愛わいらしさに引ひき摺ずられそうだ。

        「……随分乱暴な真ま似ねをする」

        「私にはこちらの肉のほうが遙はるかにいい」

        　身を屈かがめた冬貴に膚はだを舐なめられ、さすがに伏見もぴくりと身を震わせた。

        「どうだ？」

        「格別だな」

        「まったくおまえは……私を食材扱いするのはいいが、カレーは合格点ではなかったのか？」

        「それはそれだ」

        　冬貴が偉そうに言い切ったものだから伏見は苦笑を浮かべ、彼の頬にそっと触れる。

        　尤もっとも、嫌なわけではないのだ。

        　自分の肉体が、冬貴にとって常に極上の味わいであるならばそれほど喜ばしいことはない。

        　求められていることほど嬉うれしいものはないからだ。

        「お手柔らかに頼む」

        「それはおまえの味次第だ」

        　冬貴は笑みを浮かべて、伏見の躰からだに舌を這はわせていく。

        「ん…ふ……」

        　今日は積極的に攻めてくることにしたのか、彼はあちこちを舌と唇で探ってくる。

        「！」

        　乳首をきゅっと吸われて、伏見は思わず息を詰めた。

        「冬貴、そこは……」

        「嫌、なのか？」

        「嫌というか……いつもはあまり、しないだろう……」

        「だから、今、している」

        　冬貴の言葉はよどみがない。

        「ふ……おまえは恐ろしいやつだな」

        「ふん」

        　知っているくせにとでも言いたげに冬貴は鼻を鳴らし、あちこちを探っていく。愛あい撫ぶに応じて感じ始めた伏見の肉にく茎けいを掴み、愛しげに唇を寄せた。

        「んふ……これも旨い……」

        「それはよかった」

        　ぴちゃぴちゃと舐めながら冬貴はそれを存分に堪能したあと、ふいと顔を離した。

        「挿いれるのか？」

        「ううん」

        「何だ……やめるのか？」

        「おまえが挿れて」

        　そう言った冬貴は畳の上に腰を下ろし、両手をそこに突いて自分の膝を広げた。

        「冬貴……」

        「奥までねじ込んで？」

        　仄ほの暗ぐらい股またのあいだに何があるのか、伏見はもう知っている。湿ったやわらかな空間は、餌を待ち構えているに違いない。

        「今度は私を上う手まく料理してみろ」

        　そしてまた、挑発されれば、若者のように欲しがってしまう自分を伏見は知っている。

        　彼を壊さないよう、これでも気を遣っているのに。

        　努力を台無しにしてくれるところもまた、冬貴らしいのだ。

        「この性悪が」

        　そう言ってから、伏見は冬貴を組み敷いて一息に杭くいを打ち込んだ。冬貴の躰ならばこれくらいわけもなく呑のみ込めると、知っていたからだ。

        　事実、彼は音を上げることもなくそれをやすやすと受け容いれた。

        「あ、あ……いい……」

        　上擦ったような甘い声に、ぞくりとさせられる。

        「どこが？」

        「太いのが……そこ、擦って…熱い……」

        　直ちょく截さいな答えが返ってきて、伏見はぞくりと震える。もっと激しく冬貴を征服してしまいたくなり、積極的に腰を使った。

        「もっと……もっと、して……？」

        「ああ。まだ足りないだろう？」

        「足りない……」

        　我ながら凄すさまじい抜き差しに、己もまだ若いのだと思い知る。

        「よしやす、義康……よしやす……」

        　ただ名前を呼ぶしかない冬貴の稚いとけなさが、何よりも愛おしくて。

        「出すぞ」

        「早く、出して……」

        「冬貴」

        「あ、あっ、そこ、突いて……もっと、いい、いい……」

        　喘あえぎながら自分を求める冬貴を存分に味わい、伏見もまた彼の中に精を放つ。

        「あ、アッ、あつい、あつい……出てる……義康……！」

        　引き摺られるように冬貴が達し、伏見に躰を添わせたまま脱力していく。

        　繋つながったまま二人で荒く息をついていると、冬貴がぽつりと呟いた。

        「……腹が減った」

        「カレーならあるぞ」

        　明日のぶんだと思って取っておいたが、あたため直したほうがいいだろうか。

        「こっち……」

        　囁ささやいた冬貴が伏見の唇を指先でなぞる。

        「ああ……そうだったな」

        　冬貴が目を閉じたのを見て取った伏見はやわらかく笑み、二人はひとしきり甘い接せっ吻ぷんに溺れたのだった。

        


    

    
        
            花だより

        
    


    
        　寝台に腹はら這ばいになった清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きは、今日もいつもと変わらぬ一日を過ごしていた。

        　することもなく足をぱたぱたとさせてみたけれど、裾が細い臑すねに絡まるばかりで取り立てて変化はない。

        　それが冬貴にとっての日常というものである。

        　生まれてからというもの、冬貴はこの部屋で暮らしている。

        　初夜を迎えるそのときまで、麻あざ布ぶの森でおとなしくしているのが、祖父との約束だ。

        　そんな冬貴が初めて同年代の人物に出会ったのは、閏うるう年の雪の日のことだった。

        　冬貴に初めてのぬくもりをくれた人。

        　彼に出会うまで冬貴が知らなかったものは、たくさんあった。

        　一つは、時間。

        　こうして何もない部屋で寝転がっていると、音もなく、ただ、時だけが重ねられていく。

        　瞬まばたきをするたびに、それを実感する。

        　この世界には、確実に過ぎゆくものがあるのだと。

        　そして、彼がいないことを退屈とか淋さびしいとかいうのだと、あの男は冬貴に教えた。

        　外界に出たことのない冬貴に、彼かの男は見知らぬ風を運んできた。

        　外の匂いがする男は、初めて会ったそのときから、冬貴の心に徴しるしをつけていた。

        　それを相手が知っているのかどうかは、大した問題ではないのだと思う。

        　冬貴の中には、常に彼がいる。

        　それだけが事実だ。

        　静かにドアが叩たたかれ、冬貴の返事を待たずにゆるやかに開いた。

        　いつものように三つ揃ぞろいを身につけて部屋に訪れた執事の内ない藤とうは、冬貴に一礼する。

        「冬貴様」

        　視線を動かしもせずに、冬貴は寝転がったまま内藤の言葉を待つ。

        「お手紙が届きました」

        　銀製の盆に載せられて恭うやうやしく運ばれてきたものは、冬貴の掌てのひらの大きさほどある紙だった。

        「葉書です。いつもは封書ですから、珍しいですね」

        　内藤の言葉は、冬貴の耳には届いていなかった。

        　冬貴に郵便物を寄よ越こす人間は、一人だけだ。

        　冬貴が指先でそっと角を摘つまむと、内藤は盆を引っ込めた。

        「では、失礼いたします」

        　再びお辞儀をした内藤が、ゆったりとした足取りで部屋を立ち去った。

        　一人になった冬貴は、初めて手にする葉書に視線を落とす。

        　

        　　　東とう京きょう府麻あざ布ぶ區く　清澗寺冬貴様

        　　　第一高等学校西寮　伏ふし見み義よし康やす

        　

        　宛名を検分した冬貴は、裏を見るためにひっくり返す。

        　

        　　　梅雨之候

        　　　実ニ堪難候

        　　　御障リ之無哉

        　　　御見舞申上候

        　

        　梅雨の候そうろう、実に堪え難きなり。お障りのなきかな。お見舞い申し上げ候。

        　四行詩のような簡素さで、梅雨の湿度は躰からだに障らないかという質問だった。

        　いつもはペンを使って便びん箋せんにしたためるのに、今回は毛筆だ。

        年相応の闊かっ達たつな文字で祖父とは違って能筆ではないようだが、冬貴にも読めるように書いているのかもしれない。

        　指先で葉書を摘んだまま、冬貴はじっとそれを見つめる。次に両手で捧ささげ持ってから、顔を近づけて鼻を寄せる。端を舐なめてみる。

        　特にこれといって味はしない。

        　それでも、この手紙を持っていると、触れたところがぬくまるように感じられた。

        　それはすぐに消えてしまうささやかな熱であるけれど、なぜか、喉のあたりが痛くなる。

        　――伏見義康。

        　手紙をくれた男の名前をそっと指で辿たどり、冬貴は目を細めた。

        　それから、自分も何か手紙を書くべきだろうかと、立ち上がってうろうろと室内を歩き回る。

        　だが、筆記具すらないこの部屋では、文字を書き表すことはできない。

        　それに、書くべきことがなければ手紙は成立し得ないはずだと冬貴は考える。

        　何を綴つづればいいのだろう。

        　頭の中に浮かぶ言葉は、一つしかない。

        　義康。

        　義康、義康、義康……。

        「…………」

        　そのような当然のことを、今更手紙に記す必要はない。

        　自分の中には、彼しかいないのだから。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        　梅雨が明けて久しぶりに清澗寺邸を訪れた伏見義康は、あまりの暑さに右手でそっと汗を拭った。

        　冬貴は元気でいるだろうか。

        　己の目もく論ろ見みのためとはいえ、暫しばらく彼を放っておいたことに一抹の罪悪感を覚えていたものの、伏見とて試験や学校行事やらでかなり忙しかったのだ。

        　たまたま手て許もとに葉書があったのでそれを冬貴に出したが、家族や執事に見られるのではないかと思えばどこか気恥ずかしく、当たり障りのない文面しか書けなかった。おまけに、葉書ならば毛筆がいいだろうかと、あまり得手ではない毛筆に挑戦してみた。

        　しかし、そのせいでかえって恥ずかしい真ま似ねをしたかもしれない。

        　無論、世間知らずな冬貴が返事をくれることなど、端から期待していない。

        　そうでなくとも閉じ込められて育った冬貴に、そういう常識を求めてはいけない。彼にはもっと基本的なところから教育しなくてはいけない。要は、一般的な社交の概念を求めること自体が間違っているのだ。

        　それでも、遊びにいくと彼は喜んでくれる―と思う。

        　やわらかな表情を見せて、伏見を迎え入れる。

        　門番に門を開けさせ、伏見はゆっくりと車寄せを歩いていく。密に植えられた木々は森を思わせ、その鬱うっ蒼そうとした風情がどことなく不気味だった。

        　何か、甘い匂いがしたように思う。

        　そちらに顔を向けた伏見は、木々の狭はざ間まに所在なげに腰を下ろした冬貴の後ろ姿を認めて相好を崩した。

        「冬貴」

        「……義康」

        　白い顔を向けた冬貴は、長なが襦じゅ袢ばんの上に小袖を羽織っている。如い何かにも美少女然とした冬貴の麗姿に相応ふさわしい艶つややかな女物だが、指摘するのも詮なきことだ。清澗寺伯爵がそれでいいと思っているのならば、かまわない。

        「出迎えてくれたのか」

        　傍らに腰を下ろしながら問うと、冬貴がこっくりと頷うなずく。

        「元気にしていたみたいだな」

        　何も言わずに冬貴がすっと手を差し出したので、伏見は反射的に白いものを受け取る。

        　折り畳まれた懐紙だった。

        「懐紙……？　何か入っているのか」

        　冬貴は返事をせずに、視線を逸そらしている。

        　少し厚みを感じたので、両手を使って慎重にその中身を開ける。

        　折り目のついた懐紙の上には、すっかり乾燥した二輪の紫陽花あじさいがあった。

        　青と紫が美しく、伏見の目を惹ひいた。

        「これは西洋の紫陽花だな」

        　この庭のどこかに植えられているのだろう。山紫陽花の清せい楚そさもいいが、昨今よく見かける西洋紫陽花の華やかな美しさも捨て難い。

        「押し花になっているのか？」

        「さあ」

        　冬貴が首を傾かしげた。押し花になったのは偶然の産物かもしれないが、伏見のためにこの花を取っておいてくれたのは事実だった。

        　美しく無む垢くな生き物が、会えないあいだに自分のことを思っていてくれたのだという喜び。

        　強い衝動を覚えた伏見は、顔を寄せて冬貴の唇を啄ついばむ。

        「んん……」

        　甘えたように鼻をくんと鳴らした冬貴が、自然と伏見に躰を添わせてくる。

        　それがきっかけになり、伏見は彼の口腔こうこうに舌を忍び込ませた。唾液と唾液を交換するような濃厚なくちづけにも慣れたらしく、冬貴は小さく躰をくねらせる。

        　清澗寺家の御曹司に劣情を抱いてはいけないとわかっているのに、止まらなくなりそうだ。

        　抱きたい。

        　いや、抱くという穏やかな言葉では飽き足らない。

        　もっと激しく、強く、己の獣欲そのものをぶつけてやりたい。

        　だが、それをすれば自分はおそらく何もかも失ってしまう。

        　敬愛する嵯峨野さがの経つね行ゆきの信頼、清澗寺伯爵の信用、冬貴からの一いち途ずな思い――何もかも。

        「よしやす？」

        　何とかしてキスを止めた伏見を、冬貴がその特有のとろりとした目で見つめている。

        　金色の蜜の如ごときその瞳は、いつも、伏見を甘く誘いざなうのだ。

        「今のは……そう、その花のお礼だ」

        　息を整え、伏見は何とかそれだけを告げる。

        「……ン」

        　初めて出会ったときから、そうだった。いつも、冬貴は自分をおかしくしてしまう。

        　胸を震わせ、ときめかせ、すべてを奪いたいという衝動を与えるのだ。

        　気まずさを押し隠すように、伏見は懐紙に挟まれていた紫陽花の花を取り上げて冬貴の頭に載せてみる。

        　小さな花は、まるで繊細な簪かんざしか何かのように冬貴を飾り立てた。

        「おまえは何でも似合う。その小袖もいいが、きっと洋装もさぞや映えるだろうな」

        「洋装……」

        「洋服は持っていないのか」

        「ない」

        　短い台詞せりふの応酬であっても、冬貴と会話できているのだと思えば満足してしまう。

        　結局、今も昔も伏見の思いはすべて冬貴に向かっているのだ。

        望みはすべてが冬貴に集約されているのだ。

        「そうだな、それなら……今度、洋服を作ってもらえばいい」

        「どうして？」

        「おまえが着飾るところを、見たい。きっととても綺き麗れいだろう」

        　微笑ほほえむ伏見は冬貴の頬をそっと撫なでる。

        　触れた膚はだはやわらかくて、どこか冷たい。

        「この暑さなのに、おまえは……冷たいな」

        　可か愛わいくて愛いとしい冬貴の肩を抱き寄せ、伏見は冬貴という希け有うの存在を愛めでる。

        「冬貴……」

        　本当は、いつまでもこうしていられればいい。

        　冬貴と二人きり。

        　そうすればどれほどの幸せだろう？

        　もし自分に生涯の目標とか政治家になる夢とか、そういうものがなければ冬貴を奪って逃げ出していたかもしれない。

        　けれども、伏見にはまだそこまでの力はない。それに、いずれは冬貴のこの儚はかない美しさと無知さは人々に伝わってしまうだろう。

        　どうせ利用するのならば、自分こそが冬貴を利用する。

        　そうすることでしか、伏見は冬貴と繋つながる未来を見み出いだせない。

        　自嘲の笑みを浮かべた伏見の膝ひざに顔を埋うずめ、冬貴は何も言わずに目を閉じる。

        　自分だけを追いかけ、自分だけを求めるか弱い生き物。

        　彼を利用すると決めたはずなのに、なぜだろう。

        　膝の上のぬくもりがたまらなく重い。

        　それは狂おしいほどに心を掻かき乱す、千せん鈞きんの重みともなる幸福だった。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        　学生時代に書いていた古い日記を整理していた伏見は、何気なく開いたところに記されていた一文に目を留める。

        　冬貴から紫陽花をもらった、と書いてあった。

        　紫陽花……？

        　そういえば、背伸びをして葉書を出したこともあった。

        　いつの間にか、あの紫陽花の押し花はなくしてしまった。

        　だが、冬貴の髪を飾ったその美しい色合いは、今でも目に焼きついている。

        　己の生活さえまともにできないような男が、あのとき、いったいどうやって押し花を作ったのだろう。

        　それを考えると、心の奥底がじんわりとあたたかくなるのだ。

        「義康」

        　冬貴に呼ばれて、伏見は「何だ？」と穏やかに問う。

        「何をしている？」

        「日記を見ていた」

        「日記？」

        　記憶力のいい冬貴は、日記など必要ないのだろう。

        　心底不思議そうな顔つきだった。

        「ああ……一時期書いていたんだ。ある意味、過去を収めたおまえの文ふ箱ばこのようなものだ」

        　伏見がそう言うと、文箱のことを引き合いにされたくはなかったのか、冬貴は口を噤つぐむ。

        「季節が来たら、紫陽花でも見にいくか」

        「花？」

        　しらけたような口調で冬貴に言われても、伏見はまるで気にしていなかった。

        「おまえ以上に美しい花はないが、それでも……」

        「ん」

        　冬貴が珍しく肯定を示したので、伏見は思わず笑む。

        「いいのか？」

        「行きたいのだろう？　つき合ってやる」

        　手紙を交わさずとも、まなざしを交わすだけで理解し合えるこの喜び。

        　それでも、時には恋文でも書いてみようか。

        　おまえを好きだと、愛していると。

        　そんな気恥ずかしいことを書いたことは今までに一度もないと思い出し、伏見は苦笑する。以前よりもずっと文字は上う手まくなったのに、己の心根は未いまだに変わらない。

        　神々しくも美しい冬貴を、自分如きに利用などできるわけがなかったのだ。

        　あの頃の自分の若さと思い上がりを、伏見は懐かしくも苦々しくも思う。

        　初めて会ったときから、自分の心は冬貴に奪われてしまっている。

        　だから、冬貴の前にはただひれ伏すほかない。

        　あのときからずっと、己はこの美しくも可愛い恋人に心底惚ほれたままなのだった。

        


    

    
        
            眠れぬ夜のために

        
    


    
        「よしやす」

        　夕暮れの光が座敷を満たす中、白い指がひらりと翻る。

        　つっと着物の袖を引っ張られて、文ふ机づくえに向かったままの伏ふし見み義よし康やすは振り向きもせずに生返事をした。

        「何だ？」

        　恋人である清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きが焦じれているのはわかっていたが、このところ忙しすぎて顔を見るだけで次の約束に駆けつけることも多かった。

        　その埋め合わせをすべく休暇を取り、冬貴を鎌かま倉くらの別邸に連れ出した。思わぬ用事が入ってしまったが、少なくとも明日の昼までは冬貴といられる。そのためにもこの手紙を書き終え、客間で粛然と待っている客人に託さなくてはいけない。

        　伏見家のこの別邸は基本は洋間だが、こうして書斎を兼ねた和室を備えている。何か書き物をしていると、冬貴が猫のように擦り寄ってくるのが常だった。

        「飽きた」

        　白紙の便箋びんせんを睨にらみつけたまま、伏見は口を開いた。

        「わかっている」

        　わざわざ連れてきたのに、間が悪く自分が多忙になってしまった負い目がある。そのためにも、なるべく早くこの用件を済ませたかった。

        「淋さびしい」

        　直球だった。

        　じわりと胸が疼うずき、どうしようかと困ってしまう。

        　だが、ここは心を鬼にしなくては。

        「すまないな、いつも」

        「なら……」

        　言いさした冬貴の言葉を遮さえぎり、伏見は漸ようやく振り向いた。

        　紅くれないの長なが襦じゅ袢ばんを身につけた冬貴は脚を崩し、伏見をその双そう眸ぼうで見つめている。

        　とろりとした淡い茶色の瞳が、陽ひ射ざしを映して茜あかね色に輝いていた。

        「だが、ちょっと待っていてくれ。この書状を書いてしまわないことには……」

        「政まつりごとのことなどどうでもいいだろう」

        　今度は冬貴が甘く蠱こ惑わく的な声で、伏見の言葉を遮る。

        「いや……それがそうもいかない」

        　冬貴はすっかり独り遊びに飽きてしまい、先ほどから伏見の服を摘つまんだり、膝ひざ枕まくらをしようとしたり、あの手この手でこちらの気を引こうと試みている。

        「わかるだろう。次の組閣では、与党と野党の協力が必要になる」

        「つまらぬ」

        　冬貴はずばりと切り捨てる。

        「そんなに退屈しているのか。……なら、柴しば崎ざき先生に連絡してやろうか」

        　冬貴を目にかけている柴崎敬けい眞しんならば、彼の相手も厭いとわない。芝居に音楽会にと連れ出してくれるだろう。

        　尤もっとも、わざわざここに来てくれるかはわからないが。

        「連載」

        「あ、ああ、そういえば新聞連載を抱えていたな」

        　忘れていた。

        　いくら冬貴を可か愛わいがっているとはいえ、仕事が忙しいときに手を休めてくれるほどではない。

        「おまえで遊びたい」

        　語尾まで鼓膜に絡むような、そんな美しい声。

        「私で、か？」

        「ん」

        　じゃれてくる冬貴が素直に淋しさを前面に出してくるのは、思わず脂やに下がりたくなるほど可愛い。それゆえに、冬貴の相手をできないことが申し訳なかった。

        「悪いと思っているんだ」

        「…………」

        「本当だ。急いでこの手紙を書いてしまうから、もう少し待っていてくれ」

        　冬貴は不満げに鼻を鳴らし、伏見を睨んだ。

        「少し嵌はめるだけでいいのに」

        「……少しで済むと思うか？」

        　性行為に依存しているといってもおかしくないほどに、人ひと膚はだを好む冬貴のことだ。

        　一度膚を許せば、ずるずると溺れて離してくれないに決まっていた。

        　それは勿もち論ろん、彼を愛いとしく思う自分も同じだ。己を律したいと願いつつも、冬貴を前にすると歯止めが利かない。

        　だからこそ、一段落しなくては冬貴に触れることもできないと自分を律している。

        「暇なら、飯でも作ってくれ」

        「しょくじ？」

        　困惑したらしく、冬貴の発音に隙すきが生まれた。

        「そうだ。このままでは食事の支度もままならない」

        「ん」

        　鎌倉にいるあいだ、自分のことは自分でしたいと思っているので、あえて手伝いの女性は雇っていない。そのため、朝夕の食事は伏見が作るか、外に出るか、店屋物を取るかのいずれかだ。

        　冗談のつもりだったが、冬貴がすっくと立ち上がったので、そうは言えなくなった。

        　どのみち、あと三通は手紙をしたためて、客室で待ち受けている嵯さ峨が野のの書生に手渡さなくてはいけない。

        　心を決めた伏見は万年筆を走らせ、まずは下書きを始めた。

        　

        　

        　結局、思案の末に満足のいく書状が書けたのはそれから一時間ほど経たってからだった。

        　待ちくたびれた様子の書生に手紙を託した伏見は、自分が冬貴のことをすっかり忘れているのに気づいた。

        　よもや、出入りの御用聞きでも咥くわえ込んでいるのだろうか。あり得ないことではない。

        　他人の体温がなくては一刻たりともいられない冬貴が、あの様子で伏見を放っておくとは思えなかったからだ。

        「冬貴……？」

        　冬貴の姿は寝室にはなかった。二階にもいない。

        おかしいと思って最後に台所を見ると、冬貴がぼんやりと立っていた。

        「…………」

        　彼の前にいるのは、ぐつぐつと何かが煮込まれている土鍋。

        　何をしている……？

        「冬貴」

        　驚きょう愕がくのあまり、声が上擦った。

        「何だ」

        「ど、どうしたんだ、料理なんて」

        「作れと、おまえが言った」

        「それは冗談だ。火傷やけどしていないか？　指を切ったりしていないだろうな？」

        　伏見が心配そうに言葉を連ねると、彼は振り向きざまに両手をぱっと広げて自分に異状がないことを示した。

        　これでもう、何も言えそうにない。

        「何を作ってくれているんだ？」

        「雑炊」

        　冬貴はそう言う。

        「雑炊？　随分淡泊だな」

        「濃い味はよくない」

        「なぜ？」

        「これ以上疲れては困る」

        　短い言葉を重ねていくような冬貴とのやり取りに、伏見は彼の思いやりを感じ取る。

        　邪険にしてしまったのに、冬貴はきちんと伏見のことを考えていたのだ。

        　疲れていることも、気づいていた。

        「……そうか。ここにおいで、冬貴」

        　手近な椅子いすに腰を下ろしてぽんと膝を叩たたいたが、冬貴は振り向きもしなかった。

        「煮詰まる」

        「火を止めればいいだろう」

        「もう、できる。早く食べるがいい」

        「…………」

        　淋しい。

        　冬貴が自分に見向きもしないというのは、ひどく堪こたえた。

        　先ほどまで、冬貴はこんな気持ちで自分の背中を見つめていたのだろうか。

        　悲しい思いをさせてしまった。

        　己の仕打ちを反省した伏見が無言になってそのまま椅子に腰を下ろしていると、冬貴が雑炊を一ひと匙さじ掬すくって振り向いた。

        「ん？」

        　匙をぐいと突き出されて、伏見は眉根を寄せる。

        「味見」

        　ふうふうと息を吹きかけてから口を開けて一口食べてみると、やはり、旨うまい。

        「おまえの雑炊は、いつも旨いな」

        「ふふ」

        「何を出だ汁しにしているんだ？」

        「――知りたいか？」

        　一拍置いて尋ねてきた冬貴の目があやしく光った気がしたので、何となく聞かないほうがいいのではないかと思えて伏見は首を振った。

        　そんなにあやしい調味料の類たぐいは置いていないつもりだが、相手が冬貴なだけに空恐ろしくなったのだ。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        　雑炊は美お味いしかった。

        　浅漬けも添えられていて、成人男性が食べるには少し量は不足気味だったが、疲れた躰からだには優しいものだった。

        　食事を冬貴が作ってくれたので、湯の支度は伏見がし、先に冬貴に入浴させる。そのあいだに伏見は洗いものを終えて、冬貴と交代に風呂で躰を流してから寝室へ向かう。

        　寝台の上で、冬貴は丸くなって眠っていた。

        　はだけた裾から両足が零こぼれており、その白い膚が透けるように美しい。

        　月光に照らし出された膚は、蒼あお白じろい宝石のようだった。

        「冬貴……そんな可愛い格好をしていると襲うぞ」

        「…………」

        「あ、いや……いつも可愛いが、その……」

        　しどろもどろになって弁解してしまってから、冬貴がすっかり寝入っていることに気づく。

        　どうやら、本当に眠りに落ちてしまったらしい。

        　あれだけ伏見を食べたがって焦じれていたくせに、折せっ角かく伏見の躰が空くとこの有様だ。

        「寝たふりをしているわけではないだろうな？」

        　無言。

        　こんな冬貴は珍しく、伏見は眉根を寄せた。

        「本当に襲ってもいいのか？」

        「む」

        　冗談のつもりで鼻を摘つまむと彼は微かすかに苦しげな顔をしたが、目を覚まさなかった。

        　じゃれつくように、腰こし紐ひもに手をかけて帯を解ほどく。

        　はらりと、冬貴の雪の如ごとき膚が零れた。

        「…………」

        　上りかけた月が、冬貴の上に冴さえ冴ざえと光を落とす。

        　淫いん靡びな光景にたまらなくなり、伏見は小さく息を呑のんだ。

        　誰よりも愛おしい男が、その身を無防備な状態で褥しとねに投げ出しているのだ。

        　これで欲情せずにいられるほど、伏見とて枯れてはいない。

        「冬貴」

        　たまらずに首筋に顔を埋め、その匂いを嗅ぐ。

        　冬貴の膚の、とろりとした魅惑的な匂い。

        　まるで媚び薬やくだ。

        　それを何に喩たとえればいいだろう……？

        「綺き麗れいだ」

        　どんな賛辞よりも、その単純な言葉が一番冬貴には似合うように思えた。

        　たとえ彼の耳に届いていなくても、それでかまわない。

        　唇を押しつけて、肌き理めの細かい膚を少し弱めに吸う。

        　起こしてしまわぬように気をつけているが、それそれだけで、彼の白すぎる膚には花はな片びらのような痕が残るのだ。

        「ここも、痕をつけていいのか……？」

        　返事はないとわかっていても、確かめながら聞いてしまう。

        「んん」

        　わずかに反応はするものの、冬貴は目を覚まさない。

        　雑炊作りでよほど疲れさせてしまったらしい。

        　房事以外では指一本動かすのも厭いとう冬貴に労働をさせてしまったことを、心底申し訳なく思う。

        　けれども、その行動が自身に向かっていると知ると、伏見の心は俄が然ぜん満たされるのだ。

        　冬貴に愛されていると気づいて。

        　――抱きたい。

        　無抵抗の冬貴を自分のものにしてみたい。

        　これだけでは、足りなかった。

        「すまない、冬貴」

        　どうしようもなく迫せり上がってきた欲望に抗あらがえず、伏見は手早く冬貴の衣服の裾を広げる。

        　冬貴がいつも着物を身につけているのは、すぐに媾こう合ごうができるからという理由もあるのだろうか。

        　彼が積極的に男を食いにいくときも、そうでないときも、着物というのは都合がいい。

        　両脚を大きく広げさせると、冬貴の下腹部が露あらわになる。

        　薄い体毛。小ぶりな性器。すべらかな太ふと腿もも。

        　腿を抱えるようにして引き締まった尻を持ち上げたため、きゅっと窄すぼまった蕾つぼみが見える。

        　女性も抱くことを躊ちゅう躇ちょしない冬貴だったが、能動的に振る舞わないことが多いがゆえに、彼は男と寝るのを一番好む。

        　これほど多くの男たちに躰を許しておきながら、冬貴の肉は緩む気配がない。

        　肉体の神秘というのは、おそらくこういうことを表しているのだろう。

        「く……」

        　小さく息を詰めて、冬貴の肉体に侵入を始める。いつもすんなりと男を迎え入れるそこは、驚いたことに固く閉ざされており、伏見の侵略を拒んでいるようだ。

        　新鮮だった。

        　誰でも受け容いれると思わせる冬貴が、こんなふうに拒むことがあろうとは。

        「私を拒むとは珍しいな」

        　情人が寝ているのを忘れてからかうように言ってのけた伏見は、冬貴の腿を強めに掴つかんだ。

        「く…」

        　短く声を上げながら、そこにずっぷりと自分を沈める。

        　――きつい……。

        　想定外だった。

        　ときどき生娘のようだと冬貴をからかうこともあるが、今日はそれ以上の締めつけだ。

        　初めてのときだって、冬貴は自分をこんなふうに拒まなかったものだ。

        　おかげで、伏見は浅瀬のところで留とどまるほかなかった。

        「ふ……」

        　自身も苦しいのか、殆ほとんど反応を示さずにいた冬貴の眉が顰ひそめられ、伏見はどきりとした。

        　勝手に躰を開いたことを怒るようなことはないだろうが、それでも、自分がルール違反をしていることには変わりがない。

        「……冬貴？」

        　阿おもねるように声をかけてみたものに、返答はなかった。

        　規則的な寝息が耳に届く。

        　ここまですれば起きるかと思ったが、冬貴は懊おう悩のうに口を薄く開けただけで寝台に身を投げ出している。

        　待っているあいだに、少しだけ冬貴の力が緩んだ。

        　それをいいことに、伏見はゆっくりと腰を沈める。

        　熱い。

        　いつもその躰は冷えているくせに、冬貴の肉体の火ほ照てりは凄すさまじかった。

        　このままではろくに冬貴を味わっていないのに持っていかれそうで、伏見は苦労して堪こらえる。

        　額に滲にじんだ汗が、ぽたりと雫しずくとなって落ちた。

        「冬貴」

        　薄く口を開いて眠りを貪る冬貴を、何食わぬ顔で抱いている。

        　目を覚ましたところで冬貴は怒ることはないだろうが、それでも、どこかスリリングで背徳感のある行為だった。

        　まるで美しい屍し体たいのような冬貴を、こうして犯す――倒錯的な悦楽。

        　今、この男は伏見だけのものだ。

        　無心に腰を動かし、自分勝手に冬貴の肉の抵抗を味わう。

        「冬貴……冬貴、冬貴……」

        　いつもだったら冬貴の快楽を顧みるのに、今こ宵よいばかりはそんな真ま似ねをしない。

        　肉と肉のぶつかる激しい音。冬貴は揺すぶられてがくがくと躰を揺らしているのに、まだ起きなかった。

        　寝たふりをしているのかと思ったが、普段とは内な部かの反応がまるで違う。

        　腰を激しく打ちつけて冬貴の内側を蹂じゅう躙りんする。

        　伏見の全身を汗が覆っているが、冬貴はそこまででもないようだった。

        「出すぞ」

        　わかっていたが、返事はない。

        　どろりと熱いものを解き放った伏見は、安らかな顔で惰眠を貪っている冬貴を見ているうちに、悪戯いたずら心を覚えた。

        「ん」

        　自分のそれを、彼の唇に押しつける。

        「んぅう……」

        　薄く開いた冬貴の唇の中に、それは徐々に呑み込まれていく。吐き出すのではないかと思ったが冬貴はうっとりとした顔で、それを咥えた。

        「ん、ん、ん」

        　小さく息を吐きながら、冬貴は眠ったまま器用にそれをしゃぶる。

        「ふ、ん……んん……」

        　薄く笑み、無心になって性器を頬張る表情は、まるで乳を飲む幼子のようなあどけなさだ。

        　ぞくりとする。

        「ふ、む……んむ、ん、んん、ん……」

        　吸い上げる冬貴の巧みなリズムにたまらなくなったが、このまま口の中に出して窒息でもさせたら困る。

        　気まぐれに戯れかけたつもりだったのに、この悪い遊びに嵌まってしまいそうだ。

        　けれども、そろそろこのあたりでやめなくてはいけない。

        「冬貴、もう離せ」

        「ん…く……」

        「冬貴」

        「ッ」

        　半ば強引に冬貴の口から抜いた瞬間、唇に擦られるかたちになり、それが弾はじけた。

        「…………」

        　冬貴の顔に向けて放つかたちになり、伏見はぎょっとする。

        　彫像のように端整な冬貴の顔に白いものが飛び散り、生と死の狭はざ間まを揺蕩たゆたう芸術品のような装いだ。

        　熱いものを浴びた冬貴の睫毛まつげが震え、彼はぼんやりと目を開けた。

        「…よしやす……？」

        　声音が甘い。

        「冬貴、その……これは……」

        　狼ろう狽ばいして精液を拭き取ろうと顔を撫なでる伏見に向けて、冬貴は琥こ珀はく色の目を細めた。

        「ん……おいし……」

        　とろりと垂れてきた精液を冬貴は舌先で舐なめ取り、うっとりと笑う。

        「よしやすの、おいしい」

        　まだ完全に目覚めていないようだ。

        「すまない」

        　謝罪を無視した冬貴は伏見の右手を掴み、指に舌を這はわせる。

        「…っ」

        「ん、ん……んん……」

        　これだけで劣情を煽あおられる。

        　いったいなんていやらしい舐め方をするのか。

        　冬貴は伏見の指の節にまで舌を絡ませ、上下に動かす。それはまるで幹に巻きついた蛇の如き動きで、たまらずに呻うめいてしまう。

        　冬貴は自分の両手を使ってその美び貌ぼうに残されていた精液を拭い、指を一本一本舐めるようにして白濁を舌で拭き取っていく。

        「すまない、冬貴……これは……」

        「もっと」

        　冬貴はそう言うと伏見の肩をとんと押し、寝台に改めて座らせる。

        　――まずい。

        　冬貴の欲望に火を点つけてしまったという自覚はあったものの、どうすればそれを止められるのかわからない。そもそも、最初に原因を作ってしまったのは伏見なのだ。

        「おい」

        「しゃぶらせて？」

        「味見なら、しただろう」

        「おまえが勝手に咥えさせたのだろう。味わえていない」

        　やっと目が覚めたらしく、冬貴の声がはっきりとしたものになる。

        　濡ぬれたような淡い色味の瞳で見据えられると、いつも、動けなくなる……。

        「悪かった。だが、おまえがあまりにも煽せん情じょう的な格好で寝ているから、我慢できなくなった」

        「責任転嫁か？」

        　棘とげのある口調をされて、伏見は溜息ためいきをつく。冬貴は舌した舐なめずりをしている状態だったし、これはもう、彼の気の済むようにさせてやらないと収まりがつかないだろう。

        「どこまでしたいんだ？」

        「しゃぶるの？」

        「ああ」

        「全部。おまえの、全部しゃぶって……裏も、ふくろも、ぴくぴくしてるところも……」

        　言っておくが、自分は誓ってこんなはしたない言葉を教えていない。

        　そもそも、普通に言葉を発しているだけでこんなに卑ひ猥わいに聞こえるなんて、その時点で反則なのだ。

        「しゃぶるだけでいいんだろうな？」

        　確認をされた冬貴は小さく首を横に振り、炯けい々と光る目で伏見を見据える。

        「挿いれたくはないのか？」

        「おまえがその気にさせてくれないとな」

        「ふふ……私の技巧を知らないな？」

        　冬貴は自分の唇をその桜色の舌で舐め、両端を上げて嫣えん然ぜんたる笑みを作る。そして、許しを得たとばかりに伏見に躙にじり寄った。

        　諦めた伏見があぐらを掻かいてその場に腰を下ろすと、顔を寄せて寝間着を歯で噛かみ締めた。

        　何をする気なのだろうと思って見つめていれば、彼は歯で引っ張るようにして伏見の寝間着をはだけさせる。

        　誘われているのだ。

        　ぞくりとする。

        「ふふ……おっきい……」

        　こんなことだけで、もう、そそられてしまう。

        　欲情に全身を炙あぶられ、躰が汗ばんでくる。

        　誘われるままに固くなってきた性器を手で支え、そそり立つ砲身に鼻面を押し当てる。

        「冬貴、怒っているのか？」

        　一応は確認すると、彼は「あったかい」と言って上目遣いに伏見を見る。

        「眠っているあいだ、あたためてくれた」

        「そう好意的に取られても困る」

        　罪悪感を消しきれず、伏見は呻いた。

        「私は、おまえを玩具おもちゃにしたんだ」

        「反省したのだろう？」

        「している」

        「ならば、これはご褒美だ。私の口に出すがいい」

        　つい今し方、顔に射精してしまったので、今度は口内に射精せよということらしい。

        「だが」

        「玩具にしたなら、最後までして？」

        「どうやって？」

        「おまえの好きに使え」

        　冬貴らしさに苦笑し、寝間着を羽織ったままの伏見は軽く腰を揺する。

        「ん、ん……んぐ……」

        　苦しげにくぐもった声を上げたものの、冬貴はすぐに自分を取り戻して伏見を呑み込む。

        「出して、いいんだな？」

        「ン」

        　出してと言いたげに目で合図をされて、伏見はその熱い粘膜の魅力には抗えず、すぐに爆発させてしまう。

        「ー…っ…」

        「どうだ？」

        「少し薄いけど、美味しい」

        　冬貴はうっとりと呟つぶやく。

        「ね、今度は挿れて？」

        　ねだる口調の甘ったるさ。

        　本来ならばもうだめだと断るところだが、寝ている冬貴に欲情して弄んでしまったぶんだけ罪悪感がある。

        「それなら、膝においで」

        「ン」

        　冬貴が伏見の首に両腕を回し、子供のようにぺたりと座る。

        　小さな頭を冬貴の肩に預け、暫しばらく身み動じろぎもしない。

        「どうした？」

        「我慢……」

        「馬鹿。今更私の躰を案じるな。欲しくないのか？」

        「欲しい……なら、義康の固いので、おなか抉えぐって？」

        　甘えたような口調に、伏見は苦笑する。

        「計算尽くでやっているのか？」

        「んん？」

        　わからないと言いたげに首を傾かしげられて、伏見は冬貴の窄みに自分のそれを押し当てる。

        　それから、ゆっくりと躰を沈めようとした。

        「」

        　驚きに声が上擦ったのは、冬貴の躰が何の抵抗もなく伏見を呑み込んだためだった。

        　こんなにも、容た易やすく。

        　こんなふうに寛容に伏見を包み込んでしまえるのか。

        　感動に打ち震えて、伏見は冬貴を抱き寄せる。

        「あうっ」

        　繋つながったままだったので、予想外の動きで内部を抉られたらしい冬貴の声が跳ね上がった。

        「義康……？」

        「すまない」

        　謝った伏見は冬貴の腰を両手で支えたまま、勢いに任せて上下に揺すってやる。

        「あん、あ、あ、あ、あっ、あ、いい、そこっ」

        　途端に冬貴の声が跳ね上がったので、伏見は腰を蠢うごめかしながら冬貴の体内を隅々まで確かめた。

        　きつくて、熱くて、狭くて……そのくせ、あっさりと伏見を呑み込んでしまう。

        　最初は緩やかにすべてを収めたくせに、そのあとはぎゅうぎゅうと締めつけてきた。もう離したくないというのか、あるいは――。

        「冬貴、動けないぞ」

        　同じ座位でも普段はもっと上手にできるはずなのだが、今日は勝手が違うようだ。

        「上う手まく、やれるだろう？　できない？」

        　そんなことで剥むき出しの信頼を見せられても困る。寧むしろ、欲望を煽あおられているとしか思えなかった。

        「こう、か？」

        　襞ひだと襞をあしらうようにして、不自由な締めつけの中でそれを味わう。

        「ん、っく……あ、あっ、よしやす、いい……」

        「すごいな」

        　動きづらい中でも冬貴の隙を探しながら、息を合わせて腰を動かす。

        　荒々しく突き上げているうちに、ふっと強こわ張ばりが解けて動きやすくなる。

        「冬貴？」

        「どうだ？」

        「いきなり、従順になったな……」

        　変わったのは、その肉のきつさの意味だった。

        　ねちねちと纏まとわりつく緻密な襞をあしらうのは難しく、伏見は力を込めてそこを穿うがたなくてはいけなかった。

        「少し、動いてみろ」

        「ふふ……いいのか、私にさせても？」

        　語尾を微かに上げた冬貴は伏見の首に改めて両手を巻きつけ、布団に足を着く。体勢の均衡を保ちつつ、彼は膝を支えにして躰を上下させた。

        「っく……」

        　襞の動きが、先ほどより複雑になっているようだ。

        　蠕ぜん動どうする肉は甘く絡みついて。

        　たまらない。

        「冬貴……」

        「義康、もっと……もっと、固くして？」

        「自分でできると思うか？」

        「できる、おまえなら」

        　おだてられ、煽られ、冬貴にもっと欲しいとねだられる。

        　伏見としても冬貴が寝ているあいだにその肉体を好きにしてしまった負い目があるので、積極的には出られなかった。

        「冬貴……冬貴」

        　ぐちゅぐちゅと音を立てて突き上げているうちに、突然、互いの限界が近づいてくる。

        「は……」

        　腰を震わせながら、一滴残らず冬貴の中に注ぎ込む。

        「すご…い……たくさん、出てる……」

        　冬貴は満足げな顔になり、ぺろりと舌先で舐めた。

        　それから眠そうに彼が欠伸あくびをしたので、伏見は苦笑する。

        「どうした？　寝るか？」

        「ン」

        　冬貴が頷うなずいたので、伏見は微笑ほほえんだ。確かに自分も眠かったし、後始末をするには疲れすぎている。

        「起きたら風呂に入れてやる」

        「うん」

        　冬貴は伏見に躰を擦り寄せてきたので、「私を布団代わりにする気か？」と尋ねる。

        「あったかい……」

        「今は、おまえがあたためてくれたからな」

        　動物的な愛情表現が可愛くて、伏見は相好を崩して冬貴を抱き締めたまま何とか片手で布団を伸べた。

        　横になったときには、冬貴は既にすうすうと寝息を立てていた。

        　

        　

        　目を覚ましたのは、腕の中にあったぬくもりが消えたためだ。

        　狼狽うろたえた伏見は慌てて身を起こそうとして――我に返った。

        「……ふゆ……」

        　寝ているうちに伏見の腕から抜け出した冬貴は、いつの間にかベッドで位置を変えて下に回り込んで伏見の下肢にむしゃぶりついていたのだ。

        　まさか……こう来るとは。

        　寝間着の替えを出すのももどかしく、裸で寝てしまったのが敗因だった。

        　いつの間にか冬貴は新しい長襦袢を出したようだが、伏見はだらしなく全裸だった。

        「んあ？」

        　大きく開かせた伏見の脚のあいだに両腕を突き、腹這いになって両脚をぱたぱたとさせているところは可愛いのだが、行為そのものはちっとも可愛くない。

        「さっきの逆襲のつもりか？」

        　寝ているあいだに弄んだことを、怒っていたのか。

        「しゃぶり足りない」

        「う…」

        　舌先でくるりと尖せん端たんを回すように舐められて、呻き声が漏れる。

        「じょ、冗談だろう、それ以上舐めたら溶けてなくなるぞ」

        「大丈夫。大きくしてやる」

        「何が大丈夫……こら、馬鹿」

        　ぱくりと咥えられて、伏見は声を上擦らせた。

        　無理に押し退のければ歯でも立てられかねないと焦る伏見に、冬貴は愉たのしげに鼻歌でも歌いそうな調子で舐めていく。

        「んん、おまえはいつも……おいしい……」

        「まさかおまえ、空腹なのか？」

        「うん」

        　冬貴が小さく頷いたので、伏見は舌打ちをする。

        　冬貴は伏見の空腹を満たすことに夢中で、自分自身の腹具合についてまったく頓着していなかったのだ。

        「ね、しゃぶらせて？」

        「もうしゃぶってるだろう」

        　これではまるで禅問答か何かのようだ。

        「これは序の口だ。まだ遠慮している」

        「その前にどれくらい舐めたと思うんだ。何回するつもりだ」

        　伏見は何とか冬貴を窘たしなめようとしたが、彼は決して後に退ひかなかった。

        「おまえが溶けてなくなるまでだ」

        「馬鹿、なくなったら困るだろう」

        「では、適度に休息を与えてやる」

        　ああ言えばこう言うで伏見を言いくるめようとし、冬貴は萎えているそれに文字どおりむしゃぶりつく。

        「手は使わないのか？」

        「使っていいのか？」

        「だめだと言ったら？」

        「舐める、だけ……しゃぶるのはまだ……」

        　ぴちゃぴちゃと音を立てて、冬貴はそれを舐ねぶり始めた。まだ勃たち上がっていないだけに、冬貴の小さな濡れた舌が辿たどるのは前面だけだ。

        「ふ……」

        「焦じれったいのか」

        「おまえが焦らすからだ」

        　結局、たまらなく惚ほれているのだ。

        　奉仕させることでさえも罪悪感を催すほどに。

        　柴崎の言うとおりに、自分は冬貴を盲愛し、そしてまた崇拝もしている。同時に彼を貶おとしめ、傷つけずにはいられない。

        　自分をここまで醜悪にする冬貴に焦がれ、その人成らざる心性を自分の場所にまで引き下ろせないかと思ってしまう。

        　それでも冬貴は自分を許し続ける。

        　言葉の通じない冬貴に苦労させられているのは、伏見のほうではない。自分のほうが彼に甘えているのかもしれない。

        「それなら、早く、勃たせて？」

        　ねだるような口調で、冬貴が問う。

        「勃たせてくれたら、できる」

        「……ふ」

        　言われるまでもなく、冬貴を相手にしていれば堪こらえることのほうが難しい。

        　もどかしかった。

        「手を使え、冬貴」

        「…………」

        「使ってくれ」

        「ふふ」

        　冬貴が指を這わせ、伏見のそれを丹念に擦り上げる。踊るように動く指先がひどく淫らで、さすがに身み悶もだえる。

        　ぴくぴくと脈打ちながらそれがそそり立つのを目にして、冬貴はうっとりと「すごい……」と呟つぶやいた。

        　彼の美しい目は潤み、頬に刷は毛けではいたように朱が差している。

        　なんて、色っぽいのだろう。

        「義康の、今日はすごく大きい……」

        「今日だけか？」

        「ううん……いつもおっきい……」

        　ちゅっちゅっと水音とともにくちづけられて、伏見は全身の血が沸き立つような錯覚に囚とらわれる。

        　冬貴の小さな、あの麗しい唇。ほっそりとした白魚のような指。それらが自分の雄ゆう蘂ずいを愛あい撫ぶしていると思えば、それだけで昂たかぶりそうになる。

        　だが、冬貴はいきなり途中でそれを止めた。

        「んあ…」

        「どうした？」

        「おっきくて、舌、つかれた……」

        　どこか胡う乱ろんな発音が、とても愛おしい。

        「じゃあ、お口に含んでごらん。もうできるだろう？」

        「ん」

        　冬貴は大きく口を開けて角度がついてきたものをぱくりと咥え、うっとりと目を細める。

        「ん、ンン……」

        「どうだ？」

        　熱い粘膜に包み込まれる快楽に、額に汗が滲んだ。

        「おいひ……」

        　口に含んだまま顔を前後させていた冬貴だったが、性器を咥えたまま眉を寄せてぺたりと伏見の腿に顔をつけた。

        　それきり動かなくなる。

        　このままでいてくれても冬貴の口こう腔こうのあたたかさを味わえていいのだが、いったいどうしたのだろう。

        　開いたままの彼の唇から、だらだらと唾液が溢あふれて伏見の寝間着を濡ぬらして染みを作っている。

        「も、口に入らない……」

        　先ほどからだいぶ疲れているのか、冬貴が脱力した。

        「音を上げるとは珍しい。私が寝ているおまえに悪戯をしたからか？」

        「悪戯なんて、ずるい」

        　とうとう性器を舐るのを諦め、拗すねたように声を上げる冬貴が、上目遣いに伏見を睨んだ。

        「悪かった。でも、おまえだって旨そうにしていたぞ」

        「寝ているあいだでは味わったうちにはならない」

        「かもしれないが……どうすれば埋め合わせになる？」

        　嫌な予感がすると思いつつ、伏見はとりあえず下手に出てみることにした。

        「……もっとして」

        「何を？」

        「わかっているだろう。悪戯、して？」

        「疲れているくせに？」

        「疲れが吹き飛ぶくらい、たくさんして」

        　挑発するように言ってのけた冬貴は膝を立てて自分の両手で裾をふわりと割った。腰こし紐ひもだけしか結んでいないせいで、襦袢の裾が大きくはだけ、太腿どころか付け根まで露になる。

        　赤い布が纏まとわりつく中、冬貴の膚だけが白い。

        　既に反応しきっていた冬貴の性器は先走りを滲にじませ、伏見の目を喜ばせるためにあるかのようだ。

        　こんなにも欲しがっていてくれているのだ。

        「はしたない格好だな」

        　征服欲をそそられつつも、伏見はわざとらしく溜息ためいきをついてみせた。

        「そう見えるのはおまえが邪よこしまだからだ」

        「誘っているのだろう？」

        「違う」

        　澄まし顔で答えた冬貴は、微かに首を横に向けて流し目で伏見を見やる。

        　無意識であろう媚び態たいが、刺激となって中枢に突き刺さるようだ。

        「どうしてほしいんだ？」

        「好きにしろ」

        　そう言われると薄々思っていた。

        「何もしたくないと言ったら？」

        「抱きたくないのか？」

        　幼子のようにころんと躰を返した冬貴は、畳に頬ほお杖づえを突くようにして伏見を見上げる。

        　昔と変わらない、そのあどけなさ。

        「抱きたいよ」

        　伏見はそう言うと、躄いざるように冬貴の傍らに移動した。もう一度裾を捲まくり上げ、尻を両手で撫でてやる。

        「ア」

        　肉付きの薄い尻。

        　この華きゃ奢しゃな肉体の奥に、あんなにも芳ほう醇じゅんで広大な空間があるとは信じられない。

        　さっきも味わったばかりなのに、自分は貪どん欲よくだ。

        　腰紐を解ほどいて後ろから衿を引くと、冬貴は伏見に逆らわずに長襦袢を脱ぐに任せた。

        　全裸になった冬貴の肉体は染み一つない。

        　いや、うっすらと汗を纏っているその身は、月光という衣に包まれて光り輝くかのようだった。

        　それを確かめたくて、つい、冬貴の小さな蕾に口をつけてしまう。彼をうつぶせにさせたまま、そこに吸いついた伏見は舌先で入り口を入念に舐った。

        　じわりと染みてきたのは自分が出した精液だったが、気持ち悪いとは思えなかった。

        　一度冬貴が受け容れてくれたのに、どうして汚いなんて思えるだろうか。

        　無心になってそこを舐めていると、はじめはくすぐったそうにしていた冬貴の反応が変わってくる。

        「あ…あん……義康、今日、なんで……」

        　十分に水気を含んだところをなおも舐めると、冬貴がもどかしそうに裸身をくねらせる。

        「ん？」

        「しつこい、そこ…」

        　水分をたっぷり与えて潤ほとびらせ、ふっくらとするまで弄いじる。

        　それをしつこいと言われるのであれば、確かに自分の行為は少々ねちっこいだろう。

        「仕方ないだろう。おまえに怪け我がをさせたくない」

        「したことなんて、一度もない」

        　早く嵌めてほしいらしく、冬貴は不満げだった。

        「よくないのか？」

        「ううん…がまんできなく、なる……」

        　現に冬貴のそれはすっかり漲みなぎっており、畳にはじっとりと濡れた染みができてしまっている。

        「まだ欲しいんだろう」

        「うん」

        　躰を返した冬貴がさりげなく左膝を立て、伏見に仄ほの暗い孔あなを示す。

        　それだけで、加速度的に膨らんでいく欲望に頭が沸騰しそうだ。

        　これほど愛している相手に挑発されて、自制できる男がいるだろうか。

        「本当に、おまえには敵かなわない」

        「そうか？」

        「ああ」

        　計算尽くで挑発されても、乗らずにはいられない。

        　愛しい相手を抱かずにはいられない。

        　伏見は腹を括くくり、今こ宵よいは冬貴を味わい尽くすことに決めた。

        　幸い、明日の予定は午後からだ。朝寝坊すれば、何とか出かけるだけの体力は取り戻せるだろう。

        「今度は這ってごらん」

        「今度？」

        　冬貴は不思議そうに尋ねた。

        「ああ、さっきは前からしてしまったからな」

        「ずるい」

        　冬貴は不満げに鼻を鳴らす。

        「そのあと、ちゃんと座ってしただろう」

        「前から嵌めるの、見たかった。おまえの顔、よく見えるのに……」

        「私の顔なんて見たいのか？」

        「ん」

        　冬貴がこくりと頷くと、小さな頭が揺れて影も動く。

        「義康の顔、見てたい」

        　その可愛らしい仕し種ぐさに、たまらなく胸が疼く。

        　欲しくて、欲しくて、たまらない。

        「義康は？」

        「勿もち論ろん、いつだっておまえを見ていたいよ」

        「ふふ」

        　やけに稚いとけなく微笑まれて、伏見は堪えられなくなる。

        「這ってごらん。寝ていてはできない格好で抱いてやる」

        「抱く？　これが？」

        「犯すと言われたいのか？」

        　獣のように犯されると表現するのなら、それはこの格好に相応ふさわしい言いぐさだろう。

        　冬貴の腰に手を添えると、伏見はとば口にひたりとそれを押しつけた。

        　ぴくぴくと蠢く秘ひ蕾らいに誘われ、ずぶりと腰を沈める。

        　ああ……やはり、熱い……。

        　この男の肉体に引き摺ずられ、溺れ、すべてを捧ささげずにはいられなくなる。

        「は…アァ……」

        　冬貴が上擦った、喘あえぎとも何ともつかぬ声を上げる。

        「冬貴」

        　その声があまりにも激しかったので、伏見は戸惑いを覚えた。

        「ん……？」

        「痛くないか？」

        「全然…ここ、よしやすの、かたち、なってるから……」

        　狭い肉体は伏見のためにあるのだと知らされると、ひたすらに愛しさだけが込み上げてきた。

        　可愛い。

        　こんなに可愛い相手を、どうして貪らずにいられるだろう。

        「動いていいか？」

        「ふ…許しがなければ、何も、できないのか？」

        　息を切らせつつ問われて、伏見は苦笑した。

        「可愛げのないやつだ」

        「アッ！」

        　言葉とともに突き上げてやると、冬貴が途端に顎を衝つき上げた。

        　こんなにひどく感じるくせに、どこまでも偉そうにしているところが冬貴らしくていい。

        　どこまでも自分に君臨してかまわない。

        　彼こそが、伏見にとってすべて。

        　至高の存在なのだから。

        「そんなに反応していては保たないぞ？」

        　自分自身も掠かすれた声で告げると、伏見は腰を動かし始める。

        　とびきり激しいやり方で、冬貴を翻弄してやろうではないか。

        　いや、違う。

        　そうではない。

        　自分がしたいのだ――こういうふうに。

        「動くぞ」

        「え、あ、あっ、あ、あ、っ、なに、はげし、」

        「おまえが悪い」

        　こんなに動きやすい格好では、無心に抽ちゅう挿そうしたくなる。

        　尤もっとも、冬貴の火ほ照てった襞の一枚一枚が食はんでこようとするので、それをあしらうのに相当の精神力を要したが。

        　可愛い、可愛い冬貴。

        　誰よりも愛しくて、おまえに溺れずにはいられない。

        「当たる、あたる……」

        　魘うなされたようにいいところに当たると訴えるその声も、愛しさばかりを呼び覚ます。

        「もっとよくしてやる」

        「だって、なに、や、や、や、やっ」

        　やだと言いつつ、冬貴は感じてしまって白濁を吹き上げる。

        「もう出したのか？」

        「だって、やだ、またでちゃう、」

        　いいところを突いているせいか、冬貴の反応は顕著だ。

        　互いに汗に塗まみれ、もうどうしようもないほどどこもかしこも濡れてしまっている。

        「あう、いい、いい、いく、いく……いく、いく…ッ」

        「達いきなさい。何度でもしてやる」

        「義康、よしやす、よしやす……！」

        　その妙たえなる声を聞いていて、我慢できるわけがない。

        　冬貴の中に数度目の射精を遂げ、伏見は今度こそ脱力した。

        「義康」

        　嬉うれしげに笑った冬貴が、伏見の頬を舐める。

        「ん？」

        「いっぱいになった……」

        「私はもう空っぽだよ」

        　息も絶え絶えになった伏見が訴えると、冬貴が目を細めた。

        「なら、そばにいるか？」

        「――え？」

        「どこにも行かない？」

        　欠伸混じりに問われ、伏見は呆ぼう然ぜんとする。

        　まさか。

        　これほどの荒淫を企たくらんだのは、伏見が出かけるのが嫌だったせいなのか。

        　まさか、最初から――冬貴が眠り込んでしまったときから、罠わなは仕掛けられていたのではないか。

        　躰を離した伏見は、改めて、冬貴を見下ろす。

        「おまえ……」

        「ン？」

        　濡れた瞳で伏見を見つめ、冬貴ははんなりと笑った。

        「出かけてほしくなかったのか？」

        「たまには、そばにいて？」

        　冬貴とともにありたいと願いながら、伏見は俗世の些さ事じを捨てられない。

        　それは冬貴のためだと言いつつも、大半は自分のためだろう。

        　安心したいのだ。

        　冬貴を守るための力があると確認したいのかもしれない。

        「……悪かった。どこか……」

        「旅など御免だ」

        　そこだけ力強く言われ、伏見の心は疼うずいた。

        「ここにいて」

        　いつもは命令だってするくせにこんなときだけ、ねだる。

        　そんな冬貴が愛おしかった。

        「ああ、そうだな。暫く体調不良でここに引き籠もろう」

        「看病してやる」

        「……いや、それは」

        「手厚くしてやる」

        　どこか楽しげに冬貴が言ったので、もう好きにさせてやるほかあるまいと、伏見は曖昧に頷いた。

        


    

    
        
            冬の散歩道

        
    


    
        　麻あざ布ぶの森、恋人たちの朝は遅い。

        　新聞など読まない清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きが、その日に限って朝刊を広げている。

        「どうした、冬貴」

        　気になる人物でも載っているのだろうか。

        　冬貴とはつき合いが長く、彼の性格を知り尽くしているとはいえ、伏ふし見み義よし康やすにとってはまだまだ謎は多い。

        　だからこそ、冬貴が何を考えているのか伏見にはわかりかねることがある。

        　伏見は冬貴と一緒に紙面を覗のぞき込み、彼の思考の片へん鱗りんを掴つかもうとした。

        　仏蘭西フランス留学から帰国した某子爵家の跡取りのことか。あるいは、離婚したという某伯爵家の夫人か？

        　冬貴の情人に関しては口出ししないようにしているので、伏見の疑心暗鬼は募る。

        「これ」

        　細い指が、新聞の一点を押さえた。

        「ん？」

        「これ、見たい」

        「どれ」

        　冬貴が指さしたのは、今日から始まるという美術展の広告だった。

        　場所は上うえ野の、冬貴が一人で行くのも難しくはない。

        　正直、伏見は拍子抜けした。

        「私と、一緒に行きたいのか」

        「うん」

        　それでも、冬貴があえてともに外出したいということは滅めっ多たにないので、伏見は目を細めた。

        　こんな誘いならば歓迎だ。

        「では、朝食後に出かけよう」

        「ん」

        　二人で朝食を済ませ、手の空いていた運転手の成なり田たに車を出すことを頼んでから着替えに行く。

        　伏見の衣装はまとめて離れに置いてあるので、糊のりの利いたワイシャツと外出用の背広に着替えた。

        　母屋へ向かってホールで待っていると、冬貴がとんとんと緩やかに階段から下りてきた。

        「…………」

        　それは、いいのだ。

        　問題は冬貴の衣装だった。

        「どうした、惚ほうけた顔をして」

        「いや……あの……」

        　冬貴は和装だった。

        　それはよくあることなのだが、冬貴が身につけていたのは留め袖だ。

        　黒地で下半身に檜ひ扇おうぎと菊、牡ぼ丹たんなどが描かれている華やかさとしっとりとした情緒が同居している。帯は立て矢で伏見には名前のわからない大きな結び方だった。

        　美しい。

        　これで唇に紅でもさせば、ういういしい色香が溢あふれ、どこぞの新妻という風情だった。

        　――違う、そうではなくて。

        「おまえ、それで出かける気か」

        「そうだ」

        「どうしたんだ、その着物は」

        「もらった」

        「もらった？」

        「ん」

        　情人の一人に貢がせたのだろう。

        　いや、冬貴を愛するあまり勝手に貢いできたに違いない。

        　美しい冬貴に、己の望むとおりの服装で着飾ってほしいと願うのは男によくありがちな独占欲だ。

        　冬貴に物欲はないからだ。

        　あるのはただ、ぬくもりを求める一いち途ずな心。

        　女装して出かけることを何か咎とがめようと思ったのだが、冬貴の目が眩くらみそうなほどの美しさに負けて、伏見は文句を引っ込めた。

        　野や暮ぼは言ってはいけない。

        　事実、冬貴はあまりの麗容ゆえに一見すると性別不詳だ。

        　その透き通った膚の美しさと相まって、女性と引けを取らない麗容だ。

        　いや、女性と比べることさえ間違っている。

        「寒くないか？」

        「平気」

        「道中は車だし、よしとするか」

        「ん」

        「とても綺き麗れいだよ、冬貴」

        　てらいのない伏見の言葉に、冬貴は微かに頬を火ほ照てらせたようだ。

        「普段は違うのか？」

        「どんなおまえもいいが、取り分け魅力的だ。そんな格好で人前に連れていくのは迷うな」

        「ふ」

        　その白い膚に赤いものが混じり、彼を赤面させた己に伏見は誇らしくなった。

        「行こう」

        「ん」

        　冬貴の格好には運転手も多少は驚いたようだったが、何食わぬ顔で二人を後部座席に座らせ、ドアを閉めた。

        「上野まで頼む」

        「かしこまりました」

        　これでいいと、伏見は安あん堵どして力を抜いた。

        　

        　

        　冬貴の目的地は、新進画家による美術展の会場だった。

        　意外すぎる。

        　もしかしたら、目をつけた若い男でもいるのだろうか。

        　ここまで気合いを入れて出かけるのであれば、それくらいの目的であってもおかしくはない。

        　冬貴は何食わぬ顔で絵を見始めたので、伏見もその後ろをついて歩く。

        　正直、日本画も洋画もいまいちぴんと来るものがない。

        　そのうちの一枚は大胆な構図で風景を描いており、冬貴はその前で足を止めた。

        　伏見自身もその絵には感じるものがあったので、つい、見入ってしまう。

        　作者は誰だろう。

        　そう思って説明書きを見ようとした伏見に、「伏見さん」と声をかけるものがあった。

        　美しい、はっきりとした女性の声。

        「美み登ど里りさん……」

        　代しろ山やま美登里はにこやかに笑い、伏見に近づいてくる。

        　表示には『セーヌ川　代山美登里』と書かれていた。

        　冬貴はといえば、素知らぬ顔で伏見の傍らに佇たたずんでいる。

        「いらしてくださったのね」

        「すみません、たまたまです」

        「いいんです、見てくださるだけで嬉うれしいわ」

        　縁談を断ったばかりだというのに、美登里はまるで気にしていない様子だった。

        「こちらが清澗寺伯爵ですね？」

        「ええ、初対面ですか？」

        　美登里は優しいまなざしで、冬貴を見つめている。

        　こうして見ると冬貴と似ているのは髪の色くらいのもので、あとは誤差の範囲だった。

        「そうなんです。噂うわさどおり、本当に美しい方だわ。創作意欲が刺激されます」

        　にこりと笑った美登里は、冬貴に「はじめまして、代山美登里です」と自己紹介をする。

        「清澗寺冬貴だ。義康が世話になった」

        　冬貴の台詞せりふに、伏見は目が飛び出そうなほどに驚いた。

        　世話になった、だと……？

        　まさか冬貴にそんな発想があるとは、想像もつかなかった。

        　いや、そういう挨あい拶さつくらいならば知っているだろうが、彼が口にするとは思ってもみなかったのだ。

        「どういたしまして。これからも何かあったらおっしゃってくださいね」

        「次はないから、安心せよ」

        　相変わらず冬貴らしい横柄な口ぶりに、彼女はおかしそうな口ぶりで「そう願っているわ」と言って笑った。

        　展覧会はすぐに見終わってしまったので、二人で歩いていく。

        「美登里さんに会いたかったのか？」

        「さあ。だが、おまえはこういうのがいいのだろう？」

        「私が？」

        　伏見は眉を寄せ、プラタナスの並木をゆったりと歩く冬貴を見下ろす。

        「なに？」

        「おまえの流儀だ」

        「私が俗物だと言いたいのか」

        「ふふ……これもまた面白い」

        　冬貴はゆっくりと歩きながら、解ほつれた髪を掻かき上げる。

        　その様子にたまらなく欲望を刺激される。

        　そう思いつつ、伏見は性悪な恋人をじっと見つめた。

        


    

    
        
            後朝きぬぎぬ

        
    


    
        　うとうとしていたせいだろうか。伏ふし見み義よし康やすは二人で美術展を訪れた懐かしい日のことを思い出していた。

        　月は既に山際に隠れ、朝の訪れも近い。

        　まだ眠りたくないとさんざんぐずって拗すねていた清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きが、やっと眠りに落ちたようだ。

        　安心した伏見は自身も欠伸あくびを噛かみ殺し、寝台に横たわる冬貴を見下ろす。

        　ぐずる、などと言うと冬貴には怒られてしまうか。

        　ただ愛し合いたいだけだ。

        　冬貴は全身で伏見への愛情を示そうとしているのだから、文句を言ってはいけない。

        「んん……」

        　伏見が寝床から出ていこうとすると冬貴が腕を伸ばして体重をかけてきたので、寝ね惚けていても伏見がここから出ていくのを嫌だと思っているようだ。これでは後朝きぬぎぬの別れなどあろうはずもない。

        　……まったく、手のかかる……。

        　伏見が外に出かけるのは、冬貴を守りたいからだ。冬貴を、ひいては彼の家族を。

        　だが、子供たちは成長しそれなりに義務を果たしたはずだ。そろそろ手を引いてはいいのだろうかと思ってはいるものの、中途半端に手を離すのも不安が残る。

        　何だかんだと言っても、冬貴の子供たちは清澗寺の血を引いている。

        　普通の尺度では測れない。

        　どこまでも凡人である自分とは違うからだ。

        「冬貴」

        　それでも、凡人の自分が冬貴を手に入れられたことはこのうえない僥ぎょう倖こうだ。

        　まだ自分が何者か知らなかったあの頃、冬貴に心を奪われたのは結果としてよかったのだと思っている。

        　――愛している。

        　おまえを、愛している。

        　それは何度呟つぶやいても絶対に届かない、言葉。

        「……ん」

        　ふと冬貴が長い睫毛まつげを震わせて目を開け、その淡い色の目で伏見を捉える。

        「どうした？」

        「寝ないのか……？」

        「おまえの寝顔を堪能していた」

        「見物料を払え」

        「……それは明日にしてくれ」

        　冬貴の見物料が何かわかっているだけに、伏見はそれを後回しにしようとする。

        　身を屈かがめた伏見は、冬貴にくちづけようと顔を近づける。

        　――愛している、冬貴。

        　言葉には決してしない。

        　目を開けたままの冬貴はふと笑み、「わかっている」と言った。

        　驚いて目を瞠みはった伏見を見て冬貴はばつが悪そうな顔をし、それから伏見の胸に顔を埋うずめてくる。

        「寝るがいい、義康」

        「そうだな……おやすみ」

        　理解はされなくても、それでも、気持ちは通じている。

        　思いは空疎なものではない。

        　伏見の愛は確かに、冬貴を満たしているはずだ。

        　それに喜びを見み出いだした伏見は、冬貴を抱き締めたまま眠りに滑り落ちていった。

        


    

    
        
            蜜みつ月げつ帰がえり

        
    


    
        「お帰り、冬ふゆ貴き」

        　鎌かま倉くらにて。

        　伏ふし見み義よし康やすが実家の別邸に戻った清せい澗かん寺じ冬貴を玄関で迎え入れると、艶つややかな美び貌ぼうをちらと向けた彼は「匂う」とだけ言った。

        「え？」

        　つい聞き返してしまったが、伏見本人には原因がわかっている。

        そのせいか、当然ながら冬貴の返答はない。

        　取り立てて弁明などを求めていないようではあれども、勘のいい麗人の沈黙は恐ろしいものだ。

        　結果的に伏見はその何とも言えぬ威圧に負けて、「和かず貴たか君が来たんだ」と告げてしまう。

        　居間に向かってすぐさま長なが椅い子すに腰を下ろした冬貴は、何気なく伏見を見上げた。

        「…………」

        　わかっていたとでも言いたげな静せい謐ひつに恐れをなし、伏見はつい多弁になる。

        「言っておくが、疚やましいことはしていない」

        「ふうん？」

        　嘘うそをつくなと言いたげな重圧を、ひしひしと感じてしまう。

        　藪やぶ蛇へびだった。

        　ここは素直に、清澗寺和貴が訪問したことだけを伝えればよかったのではないか。

        　そもそも、伏見が彼に見せたのは儚はかない夢だ。

        　いささか意地悪でたちが悪い内容だったが、最終的には和貴を悦よろこばせてやったのだからかまうまい――とは、さすがにその父親に対して言うことはできなかった。

        　何よりも、それ以前に冬貴は伏見の情人だ。

        「あ、いや、その……ええと、茶でも飲むか？」

        「ン」

        　ひとたびは解放されたことに安あん堵どし、伏見は台所で茶を淹いれてから居間に戻る。

        冬貴は窮屈だったらしく着物を脱ぎ捨てており、既に長なが襦じゅ袢ばんに着替えていた。

        「どうぞ。疲れただろう。久しぶりの遠出だ」

        「べつに」

        　一口茶を飲んでから長椅子に身を投げ出した冬貴は、膝を抱えて猫のように丸くなる。その傍らに腰を下ろし、伏見は穏やかに彼を見下ろした。

        「旅行はどうだった？」

        「温泉……」

        「そうか、温泉がよかったのか。今度湯ゆ河がわ原らあたりに行こう」

        「ん」

        　言いながらそのやや癖のあるやわらかな髪を撫なでてやると、冬貴が微かすかに身み動じろぎをした。

        　伏見にとって和貴がついちょっかいを出したくなる相手だとすれば、冬貴は絶対に失えない永遠の恋人だ。

        　そばにいても、離れていても、愛いとおしさにかえって息ができなくなりそうだ。

        　まるで甘えようとしない冬貴の曖あい昧まいな態度に少し不安を覚え、伏見は口を噤つぐむ。

        　これは許されているのか、それとも、無視されているのか。

        　判断がつかぬほど微妙なところで、伏見は当然のことながら冬貴の与える重圧に屈さざるを得なかった。

        「――私が何をしたのか、聞かないのか？」

        「どのみち、ろくではないことだろう」

        「知っていたのか？」

        　ふん、と冬貴はもう一度鼻を鳴らした。

        「たちが悪い遊びをしたがるものだな」

        　恐ろしいことに、冬貴はすっかり伏見の行動がお見通しだったようだ。

        「そうは言うな。あれも情操教育の一環だ。あの子が小さいときは何もできなかったから、取り戻そうとしているんだ」

        「しなかっただけではないのか」

        　ぐうの音も出ない指摘に、伏見は言葉に詰まる。

        「それで？」

        「……すまない」

        　疚しさのあまり謝罪を忘れていた伏見の言葉を聞き、冬貴は無表情のまま口を開いた。

        「そんなに、見たいのか」

        「え？」

        「夢を」

        「まあ、時と場合によるな。たまには甘い夢を見たくもなるものだ」

        　冬貴は伏見の傍らで目を閉じ、小さく鼻を鳴らした。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        　床に就いて起き上がれなくなってから、どれほどの日数が経たっただろう。

        　躰からだから力が抜けて、気力が甦よみがえることはない。

        　ああ、自分はもう死ぬのか。

        　覚えのある屋敷は、清澗寺家の離れだろうか。

        　開け放たれた障子から見えるのは、硝子ガラス越しの庭の光景だった。

        　無念だ。

        　伏見は常に冬貴のことを思い、愛し続けてきた。

        しかし、それも潮時のようだ。

        　伏見が死ねば、冬貴は一人になってしまう。

        　かつて冬貴は一人で死ぬつもりかと言ったけれど、かといって、こうなった己の後を追わせるのも忍びない。

        　美しく愛しい永遠の恋人。

        　長く生き続けてほしい。一分でも一秒でも……長く。それでも一人にしてしまうのはつらい。

        　異形の獣をこの世界に置いていくことに、身を切られるような痛みを覚えた。

        　冬貴……冬貴。

        　この胸を掻かき毟むしられるようにつらい。

        　苦しくてたまらない。

        　いっそ。

        　いっそ、彼が自分を忘れてくれたら。そのほうがどれだけましだろうか。

        　すべてをなかったことにできれば。

        　

        　

        　涙がつうっとこぼれた。

        「冬貴……」

        　呟つぶやいた刹那、自分の声に伏見は我に返る。

        　そうして完全に覚かく醒せいし、自分が長椅子に腰を下ろしたままうたた寝していたことを知った。

        「あ……」

        　冬貴はどこだ。いったい、どこにいる　涙を拭ぬぐいながら慌ててあたりを見回すと、意外なほど近くに冬貴の姿があった。

        　椅子に腰を下ろし、こちらを見やる冬貴の瞳には白々としたものがある。

        　なぜ呼んだのかとも、どうして泣いているのかとも問わぬ、静寂しじまを湛たたえた瞳。

        　――そういうことか。

        「冬貴、おまえ……」

        「ン？」

        　平然とした素振りからあっさりと犯行を読み取り、伏見はため息をついた。

        「私に何を見せた？」

        　否いな、聞くまでもなくわかっている。

        「ふふ」

        　ただ艶やかに紅色の唇を綻ほころばせて笑むばかりの冬貴に、わけもなくぞくりとさせられる。

        　催眠術などに頼らずとも、冬貴のような魔性には人にはできぬわざが使えるのではないか。

        　いや、そういうものなのだろうと伏見は信じていた。

        「おまえは私よりもずっと性悪だな」

        「褒めているのか」

        「……どう、かな」

        　苦笑する伏見は、冬貴の髪をくしゃくしゃと撫でる。

        「夢も苦かろう」

        「ああ、反省したよ」

        　夢が常に甘美なものとは限らないのだ。

        　では、和貴に見せたあの蜜月の夢はどうだった？

        　――今更、それを考えるまい。

        　今はここに、誰よりも愛する人がいるのだから。

        「ならば、口直しをくれるか？」

        　この苦い夢を甘い現うつつに変えてくれるものを所望すると、冬貴は小さく笑った。

        　冬貴はするりと衣を脱ぎ、改めて伏見の膝にまたがってくる。

        「そもそも、なにゆえにあの子を相手にする？」

        　唐突に核心に迫られ、伏見は眉根を寄せた。

        「私に聞いているのか」

        「ほかに誰が？」

        「今、聞くことか？」

        「ん」

        　かたちのよい尻のかたちを掌てのひらで辿たどっている最中の質問に、伏見は苦笑する。

        　肉体で語り合うことも、言葉で語り合うことも、どちらでもできるのが現実のよいところだろう。

        「……そうだな」

        　適当に誤ご魔ま化かして逃げようと思ったが、底知れぬ煌きらめきを放つ冬貴の瞳はそれを許してくれそうにない。

        「可か愛わいいからだ」

        「…………」

        「あ……そうではなく、勿もち論ろん、おまえも可愛い」

        　付け足した言葉はあまりにも無理やりだったようで、冬貴はますます不機嫌そうな面持ちだった。

        「――つまり、卑語だ」

        「は？」

        「あの子は興が乗ると、いろいろと卑ひ猥わいな言葉を口にするからな」

        　無論それだけではないのだが、冬貴はお見通しなのだろう。多くを語るつもりはなかった。

        　意外にも冬貴はそれを耳にし、むっつりと押し黙った。

        「聞きたいのか」

        「いいや」

        「……なぜ？」

        　それを耳にした伏見は小さく笑い、冬貴の尻を両手で掴つかむ。

        「おまえの声は、どんなにささやかでも私にとっては歌声のようなものだ。飾りなどないほうがよほど美しい」

        「上う手まいことを言ったつもりか」

        　問いながら冬貴は「ん」と言いながら腰を落としてくる。

        「ふ…ぅ……」

        　熱い。

        　火ほ照てった肉に容赦なく楔くさびを包み込まれて、伏見は低く声を漏らす。

        「……はいった……」

        「ほら、それだけで十分だ」

        このなまなましく官能に満ちた声を聞けさえすれば。

        「無欲だな」

        「そうか？　私は自分を欲深いほうだと思っているが」

        　そうでなくては、和貴を抱くようなことはすまい。

        　その言葉を耳にした冬貴が、伏見の手の甲をきゅっと抓つねる。

        「ッ」

        　そう、欲張りでいられるのも、冬貴がすべてを許してくれるからだ。

        　冬貴がほかの男に抱かれずにはいられないように、伏見は和貴にかまわずにはいられない。

        その摂理を、冬貴は彼なりに許容しているのだ。

        「私のために囀さえずってくれるか？」

        「おまえ次第だ」

        「努力しよう」

        　狭苦しい肉にく襞ひだを掻かき分けるようにして、伏見は彼の中へ中へと入り込む。

        　もっと、奥へ行きたい。

        　愛しいひとの、ずっと深部まで。

        「は…ぁ…っ…」

        　こうして抱き合うたびに、冬貴はいつも新鮮な声で囀ってくれる。

        　伏見に快感を与えてくれる。

        　それ以上の喜びが、この世界にあるだろうか。

        「好きだ」

        「ふ」

        　それを耳にした冬貴はこくりと頷うなずき、「おまえもいい声で鳴く」と微笑んだ。

        


    

    
        
            小夜曲集

        
    


    
        　

        　

        　　　　　大磯の大晦日

        　

        　

        波の音が近い。

        　深々と夜は更けゆき、月だけがあたりを照らしている。近くの寺の除夜の鐘が荘厳に鳴り、新しい年の始まりを伝えていた。

        　明めい治じに入って太陽暦を採用するようになったとはいえ、民衆は旧正月を祝う習慣が残っている。従ってこうして暦どおりに新年の訪れを祝うのも、嵯さ峨が野の経つね行ゆきは何やら違和感を覚えていた。

        　手酌で杯さかずきを満たし、冷酒を口に運ぶ。

        　また新しい一年が始まる。

        　――あの男のいない日々が。

        　自分のいない三十年を退屈しながら生きよと言い残した、冷たい男。

        　生あい憎にく、嵯峨野はその三十年を指折り数えて無為に過ごすような殊勝な性格ではなく、忙しく働きながら、時折日々を確認する程度であった。

        　それでも、こうして時に感じることがある。

        　あの男がいない時の積み重ねが、こんなにも長くなってしまったと。

        　月の光が落ちる前せん栽ざいのあたりを眺めつつ吐息を零こぼしそうになったそのとき、背中にふっと重みを感じた。

        ぬくもり。

        「――おまえか」

        　いつの間に部屋にやってきたのか、清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きが寄りかかってきたのだ。

        「満足したのか？」

        「ん……」

        　身を離した冬貴は嵯峨野を見やり、唇を綻ほころばせて艶つやめいた笑みを浮かべた。

        　さすがに清澗寺の血を引いているだけあり、冬貴はいつになっても年齢不詳だ。そういう点は、やはりあの男によく似ている。

        「帰りたければ、あれを呼ぶか？　尤もっとも、今夜はもう間に合わないが」

        「明日でいい」

        　冬貴は嵯峨野の二の腕に額を押しつけ、体重を預けてくる。

        「寝るなら客間に夜具があるだろう」

        「ここにいる」

        「そうか」

        　もとより冬貴は必要以上に口を利くたちではないので、すぐに沈黙が立ち込める。

        　波音。

        　冬貴は無造作に畳に置いてあった杯を手に取り、それを飲み干す。それから、濡ぬれた唇を蠢うごめかして言葉を発した。

        「おじい様は、淋さびしい……？」

        「淋しい？」

        　予想外の言葉に、嵯峨野は眉を顰ひそめて思わず問い返す。

        「おまえ、そんな言葉を知っているのか」

        　情緒が著しく欠けている冬貴にしては、珍しい言葉だったからだ。

        冬貴がこっくりと頷うなずいたので、「どういう意味か知っているのか？」と重ねて問う。

        「　　　　　」

        　冬貴が小さく呟つぶやいた言葉に、ふと。

        　やわらかな感慨が胸に満ちる。

        　――なるほど。

        　こういうことがあるのならば、三十年というのも悪くはない。

        　冥めい土どの土産みやげができたと、嵯峨野は口くち許もとに笑みを刻む。

        　無造作に提子ひさげを手に取った冬貴が、杯に新しい酒を注ぐ。

        口に含んだその酒は、懐かしい味がする気がした。

        


        　

        　

        　　　　　小夜曲

        　

        　

        「悪いが今日は帰るぞ、冬ふゆ貴き」

        「そうか」

        　深夜、顔を見に来ただけで帰宅を告げた伏ふし見み義よし康やすの言葉に、清澗寺冬貴は素っ気なく頷うなずいた。

        　時折、こういうことがある。伏見は常に多忙で、冬貴の面倒ばかり見てはいられないのだ。

        「明日は早いんだ」

        　またおじい様の用事か、と文句を言われることを覚悟していただけに、その素っ気ない返答はかえって意外だった。

        「帰りたければ帰れ」

        　あまりにもあっさりとした返答に、拍子抜けする。

        「あ、ああ。これから誰か来るのか？」

        　夜もほどよく更ふけ、間男が忍び込んでくるには格好の晩だったからだ。

        　ふん、と冬貴は鼻を鳴らし、掛け布団をがばりと捲めくった。

        「私にはこれがある」

        　何のことかと首を傾げる伏見に冬貴が見せたのは、先般彼に買い与えた抱き枕まくらだった。夜は抱くものがないと眠れないと主張する冬貴に、抱き枕を買い与えたのだ。

        　冗談のつもりだったが、まさか本当に使っていたとは。

        「そうか。これがあれば、少しは気が紛まぎれるか？」

        「べつに」

        「そうだろうな、所詮枕だ」

        　さもありなんと、伏見は肩を竦すくめた。

        「だから、一度抱いていけ」

        　そう言い、冬貴は枕をぐっと突き出した。

        「おまえの匂いをつけてから帰れ」

        「…………」

        「そうすれば少しは我慢できる。おまえがいなくても」

        　抱き枕を差し出されて、伏見はため息をつく。

        「――この知能犯め」

        「何が？」

        「おまえは本当に……ずるくて可愛い男だな」

        　冬貴を抱き寄せて、伏見は熱っぽく耳打ちする。

        　口に出されなくとも、淋さびしいとわかってしまうのは、それが彼の媚び態たいだからだ。

        「泊まっていく代わりに、明日の朝は早く帰るぞ」

        「起きられるならな」

        　組み敷かれた冬貴は、艶然と微笑ほほえんだ。

        


        　

        　

        　　　　　麻布にて

        　

        　

        「冬ふゆ貴き、初詣はどうしようか」

        　伏ふし見み義よし康やすが清澗寺冬貴にそう話しかけると、寝台に潜り込んだままの情人は「ん」と気のない返事をした。

        「たまには行ったほうがいいんじゃないのか？」

        　覆い被かぶさるようにして問うと、冬貴が布団から目め許もとだけを出して逆に尋ねてきた。

        「どうして」

        「一応、一年間を健やかに過ごすためには神頼みも必要だ」

        「寒いのは嫌だ」

        　冬貴はそう言うと、布団に潜り込んでしまう。

        「こら、冬貴」

        「おまえがいれば、いい」

        　布団に突いた伏見の手に顔を擦り寄せ、冬貴がそう訴えた。

        「神も仏も知らない。私にはおまえだけだ」

        「……おまえには負けるよ」

        　伏見は笑みを浮かべ、冬貴の髪をそっと撫なでる。

        　いくつになっても変わることなく麗しい愛人の唇を啄ついばみ、その瞼まぶたにくちづける。

        　では、自分の唯一の神に祈ろう。

        　少しでも長くそばにいられるように。

        　あなたを愛し続けられるようにと。

        


        　

        　

        　　　　　ある秋の日

        　

        　

        　たちの悪い風邪で長らく臥ふせっていた伏ふし見み義よし康やすは、さすがに七日も情人を放置することには不安を覚えていた。

        　病床から抜け出して清澗寺邸に電話をすると、いつものように執事の箕み輪のわが出てきた。

        「冬ふゆ貴きに伝言があるんだ」

        『かしこまりました、どのようなご用件でしょう？』

        「あと二、三日はそちらに行けないんだ」

        　この発熱では、きちんと風邪を治しておかないとまたぶり返しそうだった。

        『お伝えいたします』

        　若い箕輪の返答は生真面目だった。

        「すまないね、君も冬貴には手を焼いているだろう？　そうでなくとも退屈させてしまっているからな」

        　先代の執事だった内ない藤とうと箕輪では伏見に対する態度が違うので、こういうことも簡単に聞ける。

        『旦那様なら外出なさいました』

        　予想外の箕輪の言葉に、伏見は拍子抜けしてしまう。

        「外出？　柴しば崎ざき先生か？」

        　冬貴が普段から懇意にしている、小説家の柴崎敬けい眞しんだろうかと思ったが、箕輪の答えは予想外のものだった。

        『いえ、庭師を連れています』

        「庭師？」

        　冬貴の相手が日々変わるのは当然とはいえ、相手が庭師というのはどういうことなのだろうか。

        　確かあの家の庭師は胡ご麻ま塩しお頭あたまの中年で、そろそろ老境にさしかかったような人物だ。冬貴が好きこのんで手を出すような相手とは、到底思えなかった。

        　そもそも、伏見と大して年齢は違わないはずだ。

        　若い男を欲するならまだしも、あえてそんな人物を選ぶなんて、冬貴なりの伏見に対する当てつけでもないだろう。何かしら、意図があるに違いない。

        　いずれにしてもこの状態で顔を合わせれば、冬貴に風邪を伝染しかねないので、自重しなければならない。

        　そう思いつつ、伏見は再度布団に潜り込んだ。

        　とにかく、早く風邪を治しておきたかった。

        　そして、その翌朝のことだ。

        　気力で風邪を治した伏見が清澗寺邸に訪れると、珍しいことに、彼は離れにいるという。普段の冬貴ならば洋館にいることも多いのだが、いったいどういう風の吹きまわしだろう。

        「冬貴？」

        　離れの戸をからりと開いて呼びかけると、障子の向こうで人が動く気配がする。

        　そのまま上がり込んだところ、打ち掛けを羽織った冬貴が文ふ箱ばこを枕まくらに寝転んでいるところだった。

        「行儀が悪いぞ」

        　冬貴は目を開けようともせずに、その艶なまめかしく濡ぬれた唇を動かす。

        「風邪は治ったのか」

        「ああ」

        　上着を脱いだ伏見は頷き、それを部屋の片隅に置いた。

        「長いこと顔を見に来られなくて、悪かったな」

        「べつに。必要なら、私から出向く」

        　その簡単な言葉の裏側にあるものを知っている。

        　冬貴に万が一にも風邪を伝う染つしてしまえば、伏見が気に病む。だから冬貴は、見舞いになど来なかったのだ。

        　行動原理さえ理解できれば、冬貴ほどわかりやすい男はいない。

        　しかし、それにしては庭師の一件は不可解だ。

        　彼の食指が動いたのであればかまわないのだが、釈然としない。

        「無理をしたせいか、だいぶ長引いてしまった。今年の紅葉もおしまいだな」

        　折角だから近郊の紅葉を見にいこうと話していたのだが、伏見が寝込んでいるあいだに見頃は終わってしまった。紅葉を見るため遠出する余裕は伏見にないので、二人で出かけるのはお預けになりそうだ。

        「紅葉狩りは来年にしよう」

        「うん」

        　頷いた冬貴に、伏見は「外を見ていいか？」と問う。

        　庭師に手を入れさせたのかだけでも、知りたかったからだ。

        「かまわない」

        　障子を開けてすぐが縁側だが、そこに見慣れぬものがあるのに気づいて伏見は眉まゆを顰めた。

        　色づいた小ぶりの山やま紅も葉みじだった。

        「盆栽？　こんな趣味が……」

        　そこまで言いかけて、伏見は言葉を止める。

        　鮮やかな、赤。

        「……綺き麗れいだな」

        　これもまた、二人で目にする秋の一景か。

        「ん」

        　障子を開けたままその場に腰を下ろすと、冬貴が躙にじり寄ってきて伏見の背中に凭もたれかかる。

        　そのぬくもりが、何よりも愛しい。

        　目を閉じた伏見は、ただその場に座り続ける。

        　永遠よりも長い時間を、互いに寄り添い合うために。

        


        　

        　

        　　　　　追想

        　

        　

        　しとしとと雨が窓を叩たたき、伏ふし見み義よし康やすの情人である清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きは布団の上で猫のように丸くなっている。

        「つまらぬ」

        　冬貴がぽつりと呟つぶやくのを、伏見は聞き咎とがめた。

        「どうして？」

        「どうしてもだ」

        　まるで子供のような言いぐさだ。

        　雨で外に出かけられないからか、若い男たちが寄りつかないせいか――そのいずれが彼の退屈の原因なのかは、伏見には推し量れない。

        　いずれにしても、この長雨では外に出ることもできないので、つまらないのだろう。

        「わからないな。私がこうして一緒にいるのに、なぜつまらないんだ？」

        　冬貴は拗すねた顔つきのまま、伏見の膝ひざに顔を埋うずめる。

        「今、何を考えていた？」

        　冬貴にしては珍しい、鋭い詰問だった。

        「おまえのことだよ、冬貴」

        「…………」

        　一瞬、顔を上げた冬貴が目を眇すがめて伏見を見つめる。

        　その蠱こ惑わく的な色合いの瞳に映っているのは、伏見の姿だけだ。

        「言ってごらん。何がしたい？」

        「金こん平ぺい糖とう」

        「柴しば崎ざきさんに会いたいのか。それから？」

        　旧知の作家である柴崎敬けい眞しんの名を出すと、冬貴は納得顔になる。

        「温泉」

        「うん、温泉もいいな。ほかには？」

        　冬貴は眉を顰ひそめてじっと考え込んでいたものの、すぐに黙り込んだ。

        　――ほかには、何もないのだ。

        　冬貴の交友関係はある意味で広いだろうが、広くてそれでいて狭い。

        　行動範囲も同じことだ。

        　そう考えれば、胸が衝つかれるようだった。

        　この男には自分しかいない。

        　伏見しかいないのだ。

        「……そうだな。一緒にいられれば、それでいいか」

        「ン」

        　身を擦り寄せてきた冬貴はまるで猫のようで、その肉体はひどくあたたかい。

        　ずっとそばにいる。

        　世界でたった二人になるその日まで、永遠に傍らにいよう。

        　それが番つがいとして生きることの、確かな意味だ。

        「愛している」

        「ん」

        　その言葉に応えてくれなくても、それでもかまわない。

        　伏見がそう告げることこそが、何よりも大事なことだと知っているから。

        「愛してるよ、冬貴」

        　それこそ猫のように躰からだを擦り寄せてくる冬貴の髪を優しく撫なで、伏見はそう繰り返す。

        　そばにいる。

        　愛している。

        　永遠にともにいる、と。

        


        　

        　

        　　　　　羊の話

        　

        　

        　今こ宵よい、情人はずっと伏ふし見み義よし康やすの膝に乗っかって接せっ吻ぷんを求めるばかりで、いっこうに行為に及ぼうとしない。

        　二人きりで過ごす離れの空気は清澄。昼も夜も等質の気配に満ちており、こうして障子から陽ひ射ざしが透けて見えなければ、時間を忘れそうになる。

        　今日は伏見が様々な仕事から疲れているので、清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きは彼なりに気遣ってくれているのだろう。

        　本当に、可か愛わいい男だ。

        「そろそろ寝るか？」

        「まだ」

        「眠くないのか？」

        「うん」

        　普段から怠惰でごろごろしてばかりいるくせに。

        　いや、睡眠時間が十二分に足りているからこそ、眠くならないのかもしれない。

        「羊を数えようか」

        「羊？」

        「イギリスに行っているときに聞いたんだ。眠れないときに羊を数えると、いつの間にか寝ているとか」

        「ふうん」

        　冬貴は大して気のない返事をすると、伏見の顎をぺろりと舐なめる。そろそろ伸びかけた髭ひげが気になるのか、同じところを何度も往復させて、その感触の違いを舌で確かめているようだ。

        　まったく、伏見が自制心を備えた男だからいいものを、ほかの相手でそんなことをすれば、あっという間に貪られているだろう。

        　無論、それも冬貴の作戦かもしれないが。

        「おまえはどうする？」

        「何が？」

        「眠れないときだよ」

        「眠れぬときなどない」

        　冬貴の返答は簡潔だ。

        　今は眠れていないようだが、それをどう解釈するのか。

        　そのことのほうが、伏見には気になった。

        「でも、どうしても寝つけないときはあるだろう？」

        「どうせ数えるなら、若いのを揃そろえるに限る」

        「一人ではだめなのか？」

        「一本でも二本でも、好きなだけ数えてやる」

        「そういうときは一人二人……」

        　伏見は突っ込みかけて思わず押し黙る。彼にとっては、竿さおの本数が問題であって、それが人間であろうとなかろうと大差ないのではないか。

        　思わず黙り込んだ伏見を見やり、冬貴は「ふふ」と蠱こ惑わく的な笑みを浮かべる。

        「おまえ以外は、そういうことだ」

        「つくづく、おまえはすごいと思うよ、冬貴」

        　求めるものは、いつも一つ。

        　ただただ、伏見の存在だけ。

        　それほどまでに方向性がはっきりとした人物であるだけに、迷いがないのだ。

        　幸福だ。

        　ここまで強く、求められている。

        「本当にそう思うか？」

        「嘘うそをついてどうするんだ」

        「だったら、一本私に寄よ越こせ」

        「……情緒のないやつだ」

        「ん」

        　ぺろりと伏見の唇を舐めて、冬貴がそのまま伏見の躰からだを押し倒してくる。

        「何だ、結局するのか？」

        「心の準備をさせてやった」

        「なるほど」

        　嘆息した伏見の下腹部を弄まさぐり、冬貴がそれをぱくりと咥えた。あえて伏見の顔を跨またぐあたり、彼が何を求めているのかは聞かずともわかる。

        　伏見は冬貴の緋ひ襦じゅ袢ばんの裾を乱すと、剥むき出しの性器を軽く指先で弾く。

        「ッ」

        「痛いか？」

        「ううん。ふ……これも、イイ……」

        　陶然と答える冬貴の淫いん猥わいさに苦笑し、伏見は既に蜜を孕はらみかけている性器を舌先で辿たどる。

        「ふふ」

        　くぐもった声で笑った冬貴がもっと腰を落とし、伏見の顔に自分のそれを押しつけてきた。

        「ンん…んー……」

        　冬貴もまた夢中になって口こう淫いんに耽ふけりつつも、自分の腰を上下に揺すった。

        　獣のように快楽を貪る、その姿。

        　仄ほの白じろい膚はだは汗で光り、それがまた何よりも美しいのだ。

        「ふ……ぅ…ッ…」

        　どうなのかと聞いてやりたかったので、とんとんと尻しりのあたりを指で叩いてやると、冬貴がより早く腰をくいくいと蠢うごめかす。

        　気持ちよくて早く出したいということか。

        　その意思表示を受けて、口こう腔こうで膨らんだ彼の花茎を吸ってやる。

        「いく…ッ…」

        　小さく呻うめいた冬貴が伏見の口腔に精を放つ。

        　彼に飲ませてやりたいのはやまやまだったが、どうせだったら下からたっぷり注いでやりたい。

        　伏見は射精して放心する冬貴の性器を軽く吸ってやると、そこから唇を離した。

        「挿いれてほしいか？」

        「こちらの台詞せりふだ。挿れたいか？」

        「ああ。おまえの中で出したい」

        「ン」

        　のろのろと起き上がった冬貴は体勢を変えると、今度は布団に横たわった伏見の腹に跨がる。

        　彼は慎重に自分の位置を定め、屹きつ立りつする伏見の性器に手を添える。

        　そして、一息に腰を下ろしてきた。

        「う……ッ」

        　一気に大きなものが入り込むのがよすぎたらしく、冬貴が頤おとがいを跳ね上げて背中を反らす。

        　彼の上体が描く弧が美しく、伏見は暫しばしそれに見み惚ほれた。

        「は、あ…っ」

        「いいか？」

        「いい……義康……」

        「私もいいよ」

        　幸せだ。

        　これまで何百回と躰を繋つないできたか、知れない。

        　なのに冬貴を抱くたびに、新しい発見がある。

        　新しい悦よろこびがあるのだ。

        「動いていいぞ、冬貴」

        「わかっている」

        　陶とう酔すいしきった声で答えた冬貴が、腰をゆっくりと回し始める。その動きに翻弄されるのは伏見のほうで、息を漏らしながらも冬貴の導く快感を貪った。

        　健けな気げに自分の上で動く冬貴が、愛しくて可愛くてたまらない。

        「愛してる」

        　彼を見上げて思わずそう呟つぶやくと、冬貴が小さく笑う。

        　そして、伏見の両手をそれぞれの手でぎゅっと握ってきた。

        


        　

        　

        　　　　　夜のほどろ

        　

        　

        　清せい澗かん寺じ冬ふゆ貴きが目を覚ますと、そこにはあるべき人物のぬくもりがない。否いな、ぬくもりがないからこそ目を覚ましたのかもしれないと思い至る。

        　褥しとねにあの男がいないだけで、こんなにも己の肉体は冷えてしまうものなのか。

        　身を起こした冬貴は煙草きせる盆を手許に引き寄せ、沈みかけた月明かりを頼りに煙管の火皿に刻み煙草たばこを詰める。火を点けてから吸い口に唇をつけ、煙を吸い込んだ。

        　これで口淋さびしさが、消える。

        　

        　夜のほどろ　我が出でて来れば

        　吾わぎ妹子もこが　思へりしくし　面影に見ゆ

        　

        　不意に思い出した『万まん葉よう集しゅう』の歌は、かつて伏ふし見み広ひろ康やすが手慰みに教えてくれたもののひとつだ。

        　万葉集は和歌の概念ができる前に詠まれた歌が収録されているため、必ずしも五七五ではないという広康の講義を冬貴はある種の思いを持って反はん芻すうした。

        　夜のほどろとは、闇がぼんやりと滲にじむ夜明け前のこと。そんな時間に夜よ這ばいをかけた相手のもとから立ち去る男は、愛する相手が物思いに沈むところを想像しながら家路を辿たどるのだ――幼い冬貴に対し、言葉を選びながら広康は語った。

        「…………」

        　歌に詠まれたときがちょうど今のような時間を指すからこそ、あの歌を思い出したのかもしれないと冬貴は思う。

        　あの男は今、あの子のところにいるのだろう。

        　伏見義よし康やすは何も言わないし、冬貴も何も聞かない。

        　伏見自身が必要だと思うことをしている以上は、したいようにさせておくのが冬貴の流儀だ。

        　こうしてひとり、薄闇に溶けていく煙を眺めている。

        「……起きていたのか」

        　入り口から不意に声をかけられたが、誰かはわかっていたので振り向くことはない。

        「冬貴……まさか、寝ているのではないだろう？」

        　何も言わずに冬貴が煙管で灰落としを叩たたくと、彼は「おまえなら、煙管を吸いながらでも寝そうだからな」とおかしげに言う。

        「……ふん」

        　傍らに腰を下ろした伏見は冬貴の躰からだを抱き寄せようとして、そして、手を止める。

        「怒っているのか？」

        「なぜ？」

        「何も聞かないからだ」

        「おまえはおまえのしたいことをしているのだろう？」

        　それを聞いた伏見は、低い声で告げる。

        「したいこととは少し違う。だが……すべきことだ」

        「…………」

        「それで、冬貴、おまえはどうしたんだ」

        「寒い」

        　一言、冬貴はそう告げる。

        「寒いのは嫌か」

        「ン。あたためて」

        　煙管を置き、伏見に向けて伸ばした手を彼が掴つかむ。

        「勿もち論ろん」

        　優しく答えた伏見が冬貴の唇を塞ぎ、その肢体を畳の上に横たえた。
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        	１

        　

        　

        「冬ふゆ貴き」

        　夕方からずっと開け放っていた窓から、夜更けの風とともに長身の人物が飛び込んでくる。

        「よしやす」

        　冬貴の声を聞いて、顔を上げた彼が笑みを浮かべた。

        「元気にしていたか？」

        「ン」

        　彼の髪には、蔦つたの葉が引っかかっている。赤く染まった葉は、この家の外壁に絡みついていたものだろう。

        　灰色のセーターに、黒いズボン。革靴の泥が目についた。

        　清せい澗かん寺じ冬貴にとって、時折訪れる侵入者は唯一の年齢が近い人物だった。

        　伏ふし見み義よし康やす。

        　週末ごとに、彼は冬貴に会いに来る。それに何の意味があるのかわからないものの、伏見はここで語らい、時に冬貴をじっと見つめてくる。

        　冬貴の毎日は息を吸い、食事をし、眠る。希まれに祖父の申しつけるままに神楽を舞う。それらの繰り返しに、伏見を待つという行為が加わった。

        「俺がここに来るまでに、何か変わったことがあったか？」

        　冬貴は首を横に振った。

        「どこかへ出かけたりは？」

        　また、首を横に振る。

        「客は？」

        　更に首を横に振る。

        「おまえの生活は、俺の寮生活よりもずっと味気ないな」

        　伏見は溜ため息いきをついた。

        「そもそも清澗寺伯爵家の孫息子なら、社交も必要だ。あんな変な噂うわさを払拭するためにも、おまえを外に出す練習をすべきなのに」

        　伏見は冬貴の隣に座り、じっと見つめてくる。

        「おまえを外に連れ出したいが、それよりも先にやることがありそうだ」

        　そこで伏見は息を吐き出した。

        「やる、こと……？」

        「おまえと友達になりたいと、まずは貴たか久ひさ様に頼まなくてはならない。おまえだって、いつまでも俺のことを隠せないだろう？」

        「…………」

        　冬貴は目を伏せた。

        　祖父は何もかも知り尽くしており、承知していても口にしないほうが多かった。

        「そんな顔をするな。俺が上う手まい手立てを考えてみるよ」

        　伏見は手を伸ばして、それから、すぐさま手を引っ込めた。冬貴に触れようとしたのだと気づくまで、暫しばしの時間がかかった。

        　触れてもいいのに。

        　またあのときのぬくもりを分けてくれれば、それでいい。

        　だが、伏見は冬貴に触れず、冬貴はあのときのあたたかさを味わう機会を失った。

        「それで、今日は学校で……」

        　伏見はよくしゃべる。

        　家人に聞かれたくないのか大声は出さないからこそ、彼のなめらかな声に冬貴は耳を傾けた。

        　大半は顔も知らぬ、伏見の友人たちの話題だったが、伏見の表情が様々に変わるので、冬貴はそれに見入った。

        「冬貴様」

        　軽く扉を叩たたく音が聞こえ、伏見が竦すくみ上がる。彼は素早く走り出し、カーテンの陰に隠れた。

        「？」

        　かちゃりと扉が開き、執事の内ない藤とうが顔を見せた。

        「物音がしたようですが……申し訳ありません、私の気のせいのようですね」

        「ン」

        「かしこまりました。お休みのところ、失礼いたしました」

        　再び扉が閉まる。

        　静寂。

        　伏見は帰ってしまったのだろうか。

        　冬貴が立ち上がって窓に近づくと、カーテンが大きく翻った。そこから身を躍らせた伏見が脱力し、床に座り込んだ。

        「心臓が止まるかと思ったよ。まったく、おまえは大物だな」

        「ん」

        「ともかく、俺がおまえに会えなくなったら、それは困るだろう？」

        「こまる……」

        　繰り返してみて、冬貴は首を傾かしげる。

        　困るのだろうか。

        　わからない。

        　わからないけれど、伏見が来ないと聞かされると胸のあたりがもぞもぞとする。

        　冬貴は黙りこくったまま、自分の胸を押さえた。

        「こんな心臓に悪い真ま似ねは、二度と御免だからな。嵯さ峨が野の先生に頼んで、何とかしてみる」

        「ん」

        嵯峨野経つね行ゆきは祖父の知己で、しばしばこの家を訪れる。伏見は嵯峨野の世話になっているとかで、何度も彼はその話を聞かせた。

        「おまえは待っていればいい。そうすれば、俺は必ずおまえのもとに来る」

        「待つ……？」

        「そうだ、約束する」

        　伏見は頷うなずき、「窓を閉じないと風邪を引くぞ」と言い残して窓から抜け出した。

        　あとには、静寂しじまだけが残った。

        　窓を閉めてから寝台に腰を下ろすと、音を立てて扉が開いた。

        「……お祖じ父い様さま」

        　帰宅した祖父は冬貴の顔を一いち瞥べつし、「鼠ねずみが来たのか」と言った。『鼠』とは伏見を指すようだ。

        「あれはどうだ？」

        　祖父の問いの意味は冬貴には掴つかめず、沈黙する。

        「――そうか、未いまだに貪りたくはならぬか。おまえは幼いな」

        　彼はすぐに冬貴の思考を読み取ったようだ。

        「生あい憎にく、あのような徒ただ人びとでは、おまえとは言葉でなくてはわかり合えぬであろう。だが、おまえが清澗寺である以上、言葉は意味をなすまい」

        「言葉……？」

        　確かにこのように自分が祖父と交わす言葉には、あまり意味がない。

        　言葉では伝わらぬものがあるときだけ、祖父は仕方がなさそうに口を開く。

        　伏見と祖父とでは、正反対なのだ。

        　伏見の声を聞くと、彼の与える何かが自分の中に溜たまっていく。知らなかったものが、冬貴の胸のあたりに積み重なっていく。

        　そのような変化が積み重なれば、冬貴は今の自分ではなくなるはずだ。

        　それこそ、祖父の言うとおりに他者を貪らなくてはならなくなるのかもしれない。

        　今も、胸の奥で何かが脈打っている。

        　それは冬貴自身にすらわからない、かたちのない何かだった。

        「――まだだ」

        　貴久は唐突に告げ、冬貴の頬に触れた。

        　ひやりとした冷たい手。

        　その手から、貴久の抱く強い感情が伝わってくる。

        　時を動かしてはならぬという、祖父の意思が。

        「まだ、そのときではない。見誤るな」

        「はい、お祖父様」

        　いつか、そのときがやって来る。

        　それは冬貴すら知らない、ずっと先の話だった。

        　

        　

        	２

        　

        　

        　体調は如何いかが。けふは学期最後の日にして、校内は大騒ぎなり。しかして――。

        　

        　古い手紙を読み返しているうちに、離れの戸が開閉される音が聞こえてきた。便箋を折り畳んで封筒にしまい、冬貴はそれを文ふ箱ばこに収める。

        　文箱の蓋を閉めたところで、柴しば崎ざき敬けい眞しんが顔を見せた。

        「迎えに来たんだが……まだそんな格好なのかい」

        「ン」

        　冬貴は未だに長なが襦じゅ袢ばんを引っかけただけの姿で、柴崎と出かけるには相応ふさわしくない服装だった。

        「着替えておいで」

        「これ」

        　冬貴がそう言って手文庫の中から古びた冊子を差し出すと、「へえ」と柴崎が目を輝かせた。

        「これはまた、珍しい漢籍だね。江え戸ど時代のものか。待っているあいだに読んでもいいかい」

        「ン」

        　端はなからそのつもりで用意してあった。

        冬貴は立ち上がり、身仕度のために母屋へ向かう。

        　途中で子供たちの声が聞こえたような気がしたが、関心はなかった。

        　湯ゆ浴あみのあとに着替えを済ませ、髪を撫なでつけて玄関へ行く。途中で家令の内藤が、「お車の支度ができました」と告げた。

        「できた」

        　離れに戻って冬貴が声をかけると、漢籍に没頭していた柴崎が顔を上げた。

        「ああ、ごめん。すっかり夢中になっていた」

        「ん」

        「これ、借りてもいいかな」

        「届けさせる」

        「なるほど、今日の君は片道切符というわけか」

        　柴崎は呟つぶやいたものの、冬貴は特に何も答えなかった。

        「では、この書は近いうちによろしく」

        「うん」

        「行こうか」

        　柴崎と二人、連れ立って母屋の車寄せへ向かう。

        　恭うやうやしく頭を下げた成なり田たが、ドアを開けて二人を乗せた。自動車は走り出し、背後で門番が門を閉める音が聞こえた。

        「機嫌が悪いね」

        　柴崎の端的な一言に微かすかに眉を上げ、冬貴は短く「そうか」と相あい槌づちを打つ。

        「まあ、私としては、夜会に君がつき合ってくれるのは嬉うれしいのだけれどね」

        　柴崎は既に大御所の風格を持つ作家で、冬貴にとっては長いつき合いの友人でもあった。

        「面倒なのか」

        「面倒でも、後援者を探すのは大切なことだ」

        「食べてはいけるだろう」

        「いけるけれど、保険は必要だ」

        「私が連れでは、評判を損ねるのではないのか」

        「その程度で損なわれるような評判など、作家としては微妙なところだな。品行方正では面白くない」

        　柴崎は小さく笑った。

        　二人は柴崎の招かれている夜会に向かっている。

        　著名な文化人である彼は、どんな催しでも引っ張りだこらしかった。

        「君も品行方正では終わるまい」

        「ふふ」

        　男を食うもまた一興。女を食うもまた余興。

        　いずれにしても、冬貴は束つかの間、満たされる。

        　冬貴に食指を動かす多くの人間は、冬貴と寝れば何か発見があるとでも思っているのかもしれない。

        　けれども、冬貴はただぬくもりを求めているだけだ。

        　あの日見失った、ささやかな体温を。

        「私でよければいくらでも相手をするんだが」

        　冬貴は無言で柴崎の膝ひざを引っ掻かいた。

        　それは媚び態たいではなく、抗議を表している。

        「ああ、ごめんごめん。冗談だよ」

        　柴崎にはそれを与えられないうえ、実行すらしないと知っていた。柴崎は生来の観察者で、傍観者でもある。彼は冬貴に興味を持っているが、そこに性愛はない。

        　だからこそ、楽だった。

        　とはいえ、冬貴にとってみれば言葉というのは厄介極まりない。言葉などなくともこと足りるし、あったからといって別段何かが改善されたわけでもない。

        　それでも柴崎は会話――言葉の力を信じているようだ。

        　彼は言葉を巧みに操って小説を書き、それを売っている。

        「今は、伏見君が気になるんだろう？」

        「べつに」

        　問われたても、ありのままに答える必要はなかった。

        「そうか。まあ、こんなに長く会わずにいると、顔も忘れてしまうのではないかな」

        「また会えばよい」

        「君は……」

        　柴崎はそこで言い止さし、先を続けなかった。

        　戯れに柴崎に触れたとしても、彼の気持ちが冬貴に通じはすまい。人の世では、それが常だ。

        　伏見は今、大英帝国イギリスにいる。

        　最後のとき、埠ふ頭とうで伏見は冬貴に別離を告げた。

        　なぜ手を離されたのか、冬貴には理解できなかった。

        　今もそうだ。

        　伏見の考えていることは、わけがわからない。だいたい、幼い頃、あたためてくれると誓ったのは伏見のほうではないか。なのに、冬貴が芯からあたたまったと感じるのは、あの一瞬だけ。

        　かつて雪の日に、片方だけ手袋を外した伏見の手が、この頬に触れた。

        　それが、あたたかくて。

        　そこで初めて、冬貴は誰かの体温を認識した。

        　元服してからというもの、何度となく伏見と抱き合ったのに、あれ以上のぬくもりを得たことがない。

        　待っていれば必ず来ると約束。伏見に待てと言われた以上は、待ち続けなくてはならぬ。

        　伏見と冬貴は違う『理ことわり』で生きている。伏見が倫敦ロンドンに行くと告げたときに、冬貴はその事実を突きつけられた。

        　事実、かつて伏見が寄よ越こした手紙には彼の真実はわずかしかなかった。空疎な文字の集合体だ。しかし、それらが冬貴に向けられる点に意味がある。

        「今日は海軍軍人のパーティーと来ている。昨日は政治家、今日は軍人。君らしくもない腥なまぐささだ」

        「所しょ詮せんは戯れだ」

        「戯れ、ね」

        　そこで一度、柴崎は言葉を切った。

        「君が遊びで誰と寝ようと詮索はしない。止め立てもしない。勿もち論ろん、伏見君に言いつけたりもしないよ」

        「ん」

        　冬貴は小さく笑った。

        　そういう柴崎の聡そう明めいさは、冬貴には好ましいものとして受け止められる。

        「ただ、あまり思わせぶりにしないほうがいい。伏見君のいないあいだの刃にん傷じょう沙ざ汰たは嫌だろう？」

        「……ん」

        　忠言されても、冬貴にはそれが一番不得手だった。

        　肉と肉を交わし合うのが、何よりも楽なのに。

        　そもそも、人の命は一瞬の煌きらめきのようなもの。

        　この刹那を愉たのしまずして、いったい何が悦よろこびというのだろう。

        「私では、君がどんな不祥事に巻き込まれても助けられない。嵯峨野先生も同じだ」

        「守られるつもりはない」

        「わかっていないな」

        　柴崎は息をついた。

        「君は自分自身を守ることを考えてはいない。だから心配なんだ」

        「…………」

        「伏見君の仕事の首尾が知りたいのだろう？　聞き出すのは確かに難しいけれど、考えなしに食い散らかせば、あとあと面倒になる。注意したほうがいい」

        　単に、その場にいる最も体力のありそうな男を求めているだけだ。それは今のところ、冬貴の趣味と実益を兼ねていた。

        「それに、あとで伏見君のためにならないかもしれない」

        　伏見には多少の問題は撥はねのけてもらうべきだろうが、柴崎の言葉はどこかくすぐったかった。

        　冬貴が言葉を探したところで、成田が「着きました」と低い声で告げた。

        　今こ宵よいの夜会の会場は、海軍大将の邸宅だった。

        　会場に入るなり人々はざわめき、畏敬と侮蔑の念を持って冬貴を迎え入れた。彼らが冬貴に対して抱くのは、異形への恐怖と好奇心だった。

        　金色のシャンパンを飲んでいるうちに、「清澗寺伯爵」と声をかけられた。振り返ると、そこには軍の正装を身につけた人物が立っている。

        「はじめまして」

        　冬貴に興味を示した壮年の男性は、勲章からいっても海軍の高官だ。おそらく中将だろう。

        「海軍の児こ馬まだ。今宵お目にかかれて光栄だ」

        　彼は冬貴の手を取り、わざとらしくくちづける。

        「退屈しのぎだ」

        　傲慢な口ぶりで冬貴が答えると、児馬は小さく笑った。

        「私に対して、そんな態度を取れるのは閣下か清澗寺伯爵くらいだろうな」

        「それを許すのは、下心があるからだろう」

        「よくわかっている」

        　おそらく、彼は冬貴の今宵の目的に適かなう相手だ。

        　品定めする一方で、児馬のカイゼル髭ひげが目につく。

        　伏見は髭を生やさなかった。

        　否いな、一度だけ髭を生やしたが、冬貴が髭がちくちくすると不満を抱いていたら、いつの間にか剃そり落としていた。

        　伏見がいなくなってから、冬貴は時折、通り過ぎた過去について考えることがある。

        　それは、これまでの冬貴にはない心の動きだった。

        「私と寝たいのか」

        「君は直接的だな」

        「答えは？」

        「当然だ。君を招くよう閣下に進言したのはこの私だ」

        　冬貴は「そうか」と唇を綻ほころばせた。

        　カイゼル髭は嫌だったが、それ以外は悪くはなかった。

        「我が家に君を招待したいのだが」

        「今？」

        「逃がしたくはない」

        　腕を掴んで放さない児馬に対し、冬貴は無言で笑む。

        「……おや、今宵の獲物が決まったようだ」

        「児馬少将とは随分と大物狙いだな」

        　周囲の人々が聞こえよがしに囁ささやき合う声が聞こえたが、児馬はまるで気にしていない。それは冬貴も同じだ。

        　夕食が充実したものになるかどうか、それしきの違いだった。

        　

        　

        「脱いだほうがいいか？」

        　尋ねつつ服を脱ごうとする男を押し留とどめ、冬貴は首を横に振った。

        「このまま？」

        「ン」

        　冬貴は頷うなずいた。

        「珍しい趣向だな」

        　ただ一瞬あたためてほしいだけなのだから、格好を問うつもりは毛頭なかった。

        「だが、上は脱ぐぞ。さすがに汚すわけにはいかん」

        「そう……」

        「君は憂い顔も似合うな」

        　己を組み敷いて囁いた児馬に、気け怠だるげな視線を向ける。

        「どういうやり方がいい？」

        「早く、挿いれて……まだなら、しゃぶらせて？」

        　冬貴は甘え声を作った。

        「こういうときは饒じょう舌ぜつだな」

        「ふふ」

        「挿れろというからには、挿れてやろう」

        　宣言した男は、見せつけるように自分の性器を取り出す。冬貴の前でそれを扱しごいてから、秘ひ蕾らいに押しつけてきた。

        「ン」

        　脚を開いた冬貴の右脚を抱え、児馬は押し当てた男根を一気にめり込ませる。

        「あアッ」

        　衝撃に甲高い声が漏れた。

        「はあ……あ、あっ」

        　自分の内側に、他者が入り込む。

        「いいか？」

        　遠慮せずに締めつけたためか、児馬の声は既に掠かすれている。

        「…ん、ん、そこ……そこ、奥まで来て……？」

        「ああ」

        　伏見とは違う男の性器が、狭い肉道をぐいぐいと無遠慮に侵入してくる。

        　固く引き締まった逞たくましい躰からだは、軍人のものだ。

        「もっと、来て…奥も……」

        「何て、肉だ……」

        「ん、ふ……ふふ……」

        　奥まで充じゅう溢いつでいっぱいにし、刹那の熱を冬貴に伝えてほしい。この世にそうできる者はいないと知っていても、寒さに耐えられない。

        「社交界きっての淫乱なのだろう？　これで音を上げるか？」

        「ううん……もっと……」

        　冬貴は全裸になった児馬の腰に自分の脚を絡め、強く引き寄せた。

        「本気にさせたな？」

        「ん……奥まで、突いて」

        「凄すさまじい……まだ引き込むのか」

        　児馬は屈強な肉体を持っており、冬貴の中で果てるまでに存分に蹂じゅう躙りんしてきた。

        　斯かくも苛烈に責め立てられるのは久しぶりで、冬貴は高い声を上げ、わずかな充足を得た。

        　汗に濡ぬれた躰を投げ出して息をついていると、児馬は冬貴の髪を掻き上げた。

        「……さて、私の誘いに乗ったとは何か目当てがあるのだろう」

        「欧おう州しゅうのことを知りたい」

        「清澗寺伯爵が会社経営にも関心があるとは思わなかった」

        　く、と彼は笑った。

        「いや……そうか。君の情人か」

        　彼はふと思いついたように、呟く。

        「戦争の資金調達は、一進一退。成果を上げねば彼も帰れまい」

        「ふうん」

        　冬貴は短く相槌を打ち、濡れた目で男を見上げた。

        　今のやり取りに男が再び兆したのを知ったからだ。

        「もっと……？」

        「今のは私の嫉妬を煽あおるための言葉か？」

        「どうだ？」

        「閨ねやでほかの男の話をされるとは、煽られぬわけもあるまい」

        　これもまたありふれた一夜。

        　一いっ時ときの戯れでしかなかった。

        　

        　

        　声が聞こえる。

        　冬貴が婦人室を覗のぞくと、綾あや子こがいた。

        　長なが椅い子すに座る綾子は目の前の揺り籠を前に揺らし、冬貴の三男をあやしている。

        「お疲れなの？」

        切れ切れに聞こえたのは、子守唄か何かだったようだ。

        「ここに来て」

        　冬貴は言われたとおりに、綾子の傍らに腰を下ろした。

        「道みち貴たかのこと、まだ抱いてくださらないのね」

        　返事の代わりに、冬貴は黙り込む。

        「この子は、和かず貴たかほどあなたには似ていないわ」

        「…………」

        「心配しなくても、和貴だって伏見さんのことは取らないと思いましてよ？」

        「心配などしておらぬ」

        「あら、やっとお話ししてくださったわね」

        　綾子はころころと笑った。

        「無口なのは存じ上げていますけど、ほかの人にはもっと言葉を使ったほうがいいわ」

        「……いらぬ、と言われた」

        「まあ、誰に？　伏見さん？」

        「お祖父様」

        「それは、貴久様は血縁ですもの」

        　朗らかな口ぶりだった。

        「そなたは？」

        「そうね、私も言葉はいらないわ。なくてもわかりますもの」

        　綾子は冬貴と何の血の繋つながりもないのに、冬貴の考えが理解できると言い切った。だが、それは嘘うそでないようだから不思議だった。

        「私にあなたのことが何となくわかるのは、たぶん似た者同士だからだと思うの」

        　自分と綾子はちっとも似ていない。

        　自分は女ではないし、彼女のように振る舞えない。

        「健けな気げなところなんてそっくり」

        「？」

        「――そんな顔、なさらないで。私なりに冗談を言ってみただけです」

        冬貴がどんな顔をしていたのかは不明だが、綾子は頬を薔ば薇ら色に染めた。

        「伏見さんのお帰りを待っているのは、私も同じよ」

        「…………」

        「あの方は、私たちに興味があるようで、ご自分のことばかり。身勝手なの。でも、そういうところがいいのです」

        　綾子はわずかに笑み、手を伸ばして冬貴の髪に触れる。

        　伏見のやり方とは違うが、彼女の手は、何か特別なものを持っているかのようだ。

        　冬貴は一度、瞬まばたきをする。

        　ぬくもりはないが、それでも、泥のように重かった四肢が軽くなるように思えた。

        「おまえは……よくわからない」

        「ええ、それでかまいません。そうでなくともあなたはとても賢いわ。なのに、そのうえ世の摂理までわかってしまったら、たいそう退屈でしょう？」

        「ふん……」

        　冬貴は小さく鼻を鳴らし、綾子の傍らで目を閉じた。

        「私には言葉はいらないわ。だけど、そのぶんは、いつか伏見さんに使って差し上げて」

        「…………」

        「言葉は確かに時に人を裏切るものだけれど、真情が籠もった言葉は、何よりも気持ちが伝わるわ」

        　何と答えればいいのか、わからない。

        　綾子の肩はやわらかいのに、冬貴の体重を支えるには十分だ。

        「早く、お戻りになるといいのに。そうすればあなたも、忙しくなさらなくて済むもの……」

        　夢ゆめ現うつつで、綾子の独り言が聞こえてきた。

        　

        　

        		◇　◇　◇

        　

        　

        　忍んで来た男は夜明け前には帰り、今となっては名前も思い出せない。陸軍の関係者だと言っていたが、大した情報を持っていなかった。

        　躰は疲れているのに、妙に眠気は訪れない。

        　ぼんやりしていると、突然、玄関のあたりがにぎやかになってきた。

        　子供たちはここでは騒がないし、来客かもしれない。しかしそれさえもどうでもよく、冬貴は丸くなって目を閉じる。

        　世間の騒がしさは、冬貴とは縁遠いものだ。

        「冬貴君」

        　足音を響かせ、離れに飛び込んできたのは柴崎だった。

        「何？」

        「この新聞を見てくれたまえ」

        　息を切らした柴崎は、手に新聞を持っている。はありふれた大衆新聞で、さして関心はなかった。

        「これが？」

        　いったいどうして柴崎が新聞などを読ませたがるのかわからずに、冬貴は訝いぶかしげな表情になった。けれども、柴崎はそれを押しつけて動かず、冬貴は新聞を手に取らざるを得なかった。

        　新聞は四枚の紙面から構成されている。

        　各々の記事はそう長いものではないが、そのうち一つが目についた。

        『倫敦で大火』

        　見出しを認めた瞬間、目が冴さえた。

        　曰いわく――倫敦で大火事があり、日本人の多くが下宿する館が燃えた。巻き込まれた者は多いが、うち一人は伏見義康である。

        　ほんの数行だ。

        　だが、それが冬貴の目を釘くぎづけにするには十分であった。

        　馬鹿な。

        　あの男が死ぬわけがない。

        　冬貴は彼に死を許したつもりはない。

        「何かの間違いだと思うんだが、名指しされているだろう。確度が高いのではないかと」

        「死ぬことなど許さない」

        　それを聞いて、蒼あおい顔で柴崎は首を横に振った。

        「火事なんて許す許さないの問題じゃないよ」

        　冬貴は黙り込むと、「わかった」と短く答えてすっと立ち上がった。

        「どうするんだい」

        「出かける」

        「……そうか。それがいいだろう」

        　柴崎は冬貴の考えをすぐに読み取ったようだ。

        「じゃあ、私は失礼するよ」

        「うん」

        　柴崎が帰宅したあと、冬貴は着替えを始めた。

        　礼服では重すぎる。かといって、紋付きでもないだろう。

        　明るい色味の背広を選び、 シャツにカラーを取りつけてネクタイを結ぶ。一連の行動のあと、玄関に下りた。

        「お出かけでございますね。成田を呼んでまいります」

        　内藤は車を用意させ、冬貴を送り出した。

        　最初に訪ねた嵯峨野邸では、生憎、外出中で主に相あいま見みゆことは叶かなわなかった。

        「後日おいでください」

        　眼め鏡がねをかけた書生に、冬貴は素す気げなく門前払いされた。

        　尤もっとも、書生たちは皆家にいるようだから、おそらく嵯峨野は居留守であろう。

        　冬貴と会わぬ理由を推測するまでもなく、伏見のことを聞かれたくないのだと察する。

        　伏見の身に何かが起きたと裏づけているようで、冬貴は暫し考え込んだ。

        　書生を籠絡して情報を吐かせる手もあるが、それでは回りくどい。

        　次に当たるべきだと考えて身を翻し、待たせていた車に乗り込む。

        　いつしか己の顔が強こわ張ばっていたのに気づき、冬貴は頬のあたりを右手で押さえた。

        「次はどちらへ行きましょうか」

        「東とう都と日にっ報ぽうの本社」

        「でしたら、丸まるノ内うちですか」

        「ん」

        「かしこまりました」

        　東都日報を訪ねるのは初めてだ。

        　彼かの新聞社には伏見の昔むかし馴な染じみである戸と塚つかという男が勤務している。

        　戸塚とは何度か顔を合わせたことがあるが、冬貴をわざとらしく『御曹司』と呼ぶ、どこか軽けい佻ちょう浮ふ薄はくな人物だ。

        　冬貴自身は、彼と直接話した記憶はないものの、それなりに公正な判断力を持っていると直感していた。

        　伏見の友達にしておくのは惜しいほどに、まともな男だ。

        　では、伏見は？

        　――くだらぬ自問だ。

        　伏見がまともなわけがない。

        　あれはひとたび、冬貴に魅入られたのだ。そのときから彼は真っ当な人生など送れぬと、冬貴は知ち悉しつしていた。

        「こちらです」

        「うん」

        　質素な社屋に足を踏み入れて適当な社員を呼び止め、冬貴は来意を告げる。

        「戸塚ですか？　恐れ入りますが、お名前を頂ちょう戴だいできますか」

        　年若い男は冬貴を知らなかったらしく、名を問うてきた。

        「清澗寺――清澗寺冬貴だ」

        「せ…清澗寺伯爵ですか」

        　無言で首肯する冬貴に、青年は頬を紅潮させた。

        「ただいま呼んでまいります！」

        　騒々しい足音を立てて若者が走り去り、ややあって、今度は、階段を駆け下りる音が響く。

        「御曹司！」

        　相応に老けていたが、やはり、見覚えのある容よう貌ぼうだ。

        「久しぶりだな」

        「久しぶりというより、お互いに話をするのはほぼ初めてじゃないですか」

        　戸塚は冬貴の来意を掴みかねているようだ。

        「何の用です？　取材でもさせてくれる気ですか？」

        「成り行きによっては」

        「驚いたな、断られると思いましたよ」

        　言葉と裏腹に、さして驚かぬ戸塚に冬貴はちらりと視線を向ける。毒を含んだ己の視線は、彼のような男には何の意味もないと冬貴は知っていた。

        「で、今日の本題は？　まさか本気で取材されたいってわけでもないでしょう」

        「義康のことだ」

        「……ああ」

        　戸塚は表情を曇らせた。

        「火事の件なら、うちは何も知りませんね」

        「あちらに記者もいないのか」

        「外地の記者なんて、経費がいくらかかると思ってるんです？　うちみたいな弱小には送り込めるわけがない」

        「ならば、おまえはどう思う」

        　他人の意見を求めるのは、随分と久しぶりのような気がした。

        「気になるんですか？」

        「ならないのか」

        　冬貴は問い返した。

        　戸塚は暫し冬貴の双そう眸ぼうを見つめたあと、口を開いた。

        「――あいつは生きていますよ」

        「なぜわかる？」

        「じつのところ、裏は取っています。友達の生き死にを放っておけるほど薄情じゃないんでね」

        「裏とは？」

        「直じかに外務省の高官に尋ねてみたんです。それくらいの伝つてはありますから」

        　すっかり失念していた。

        　軍だけでは不足で、ほかの省庁にも手を回すべきだった。次は外務省、大蔵省、内務省か。そのあたりにも知己は確保しておくべきだろう。

        「確かに日本人は亡くなっているが、伏見とは関係ないやつです。そもそも、伏見の下宿はあそことは違う通りだそうで」

        「……そうか」

        　そういえば、住所を確かめてみればよかった。冬貴は知らないが、綾子ならば伏見の住所くらいは把握していよう。

        「それにしても、御曹司が血相を変えてここまで来るとは思ってもみなかった。いいものが見られましたよ」

        　戸塚はなぜか、少しばかり明るい口調になった。

        「このあいだの夜会でも、海軍のお偉いさんを引っかけていたそうじゃないですか」

        「覚えていない」

        それを聞いて、戸塚は眉を顰ひそめた。

        「折せっ角かくの機会だから言っておくけど、俺はあんたと伏見のことを認めちゃいない。そりゃ、あんたは認めてほしいなんて、微み塵じんも考えちゃいないだろうけどな」

        　がらっとくだけた口調に変わり、そこで一旦、彼は言葉を切った。

        　戸塚の言葉は、とてもわかりやすい。

        「俺は友人として、あんたたちのつき合いは不毛だと思っているんだ。無論、伏見が逃げたのは無責任だけど、それとこれは別だ」

        そこで戸塚は言葉を切り、表情を引き締めた。

        「あんたが今日みたいに可か愛わいいいところを見せたなんて、絶対にあいつには言わない」

        「なにゆえに」

        　可愛いという表現の真意は不明だが、考えても無駄だ。

        冬貴はその点は無視した。

        「あんたたちの関係は自分で清算すべきだ。他人がとやかく口を挟んでいいのは……よっぽど見かねたときくらいだ」

        「それでよい」

        　冬貴は頷いた。

        「おまえに礼をやろう。何が欲しい」

        「そうだな今度、清澗寺伯爵の談話を載せたいのですが、如何ですか」

        　突然、戸塚の口調が丁寧なものに戻る。

        「いつでもよい」

        「ありがとうございます」

        　伏見は遠い空の下で生きている。

        　こちらが凍こごえきる前に、きっとあたためてくれるはずだ。

        　どのみち、ただ待てばいい。

        　待てばいつか、約束は果たされる。

        　さだめに殉じるために、冬貴はそうするだけだった。

        　

        　

        	３

        　

        　

        　伏見が帰国してから、数か月が経過した。

        　離れに一人籠もり、冬貴は男を待っていた。

        　隙すき間ま風が、長襦袢で過ごす冬貴の躰を冷やしていく。

        「さむい……」

        　嵯峨野に水責めをされたときも、ここまで寒くはなかった。

        　責め苦のあと、酷ひどい熱を出して寝込み、内藤が迎えに来たのもよく覚えていない。

        　ただ、時折目を覚ますと伏見が自分の手を握っていた。

        　彼の与えた熱は、思っていたよりも儚はかなく消えた。

        　もう、ここには欠片かけらたりとも残っていない。

        　あれから幾つの夜を数え、幾つの朝を迎えただろう。

        　数え切れないほどだ。

        　あれからどれほどの月日が経たつのか。

        「寒い」

        　もう一度冬貴は呟き、文箱から取り出した封筒に記された文字を指で辿たどる。

        　それから、一通目から順に封筒を畳の上に置いた。

        　葉書、葉書、封書、葉書、封書、封書。

        　住所はいつも、伏見の暮らしていた第一高等学校の寮になっている。最も早はや日付など見ずとも、冬貴はそれを順番に並べられた。

        　無論、内容も諳そらんじている。

        　冬貴はすっかり健康を取り戻したのに、何が忙しいのか、伏見は冬貴を放っておく。冬貴をあたためる以上の大事など、あの男にはあるまいに。

        　どれほど嵯峨野に責め立てられても、伏見を諦めるつもりはなかった。

        　嵯峨野は私情を殺して国を作ってきた。後継者と見込んだ伏見を奪われるのは痛手だろう。

        　だが、冬貴には伏見しかいない。

        　嵯峨野が何と言おうと、退くことはできなかった。

        　伏見もそれを知っていて、自分を迎えにきたはずだ。

        　そのくせ、伏見は一度も自分をあたためてはくれない。

        「よしやす……」

        　久しぶりに彼の名を呼んだ冬貴は、己の唇に触れる。

        　どれくらい長くその名を口にしていないのか、自分でも思い出せない。

        　こんなにも久しく顔を見せないとは、伏見は冬貴に会うつもりはないのではないかと疑いたくもなる。

        「！」

        　――まさか。

        　かつて、待っていれば必ず来ると約束したのは彼のほうだ。

        　冬貴は伏見と添い遂げるさだめ。それに殉じるのは当然だ。

        　なのに、胸が苦しい。

        　伏見が帝都を離れて鎌かま倉くらで暮らし始めたと風の噂で聞いたが、いずれ冬貴を迎えに来るとばかり思っていた。

        　……あのときと同じだ。

        　柴崎に火事を伝えられたときも、こんなふうに胸が不思議とざわめいた。

        　冬貴は無意識のうちに立ち上がり、自分自身に問う。

        　これからどうすべきなのか。

        「…………」

        　既に夕刻であったが、心は決まっていた。

        　伏見の元へ行く。

        　鎌倉までは運転手も不案内であろうし、列車でよかろう。

        　締め切っていた戸を開けて一度は洋館に戻り、身仕度を済ませてから階下に向かう。

        「お出かけでございますね。外がい套とうは如何なさいますか」

        　内藤は既に冬貴が外出するのに気づいており、準備をさせていた。

        「毛皮」

        「かしこまりました」

        　かつて伏見が仕立てさせた、貂てんの飾りのついたマントを羽織る。

        「どちらへ？」

        「東とう京きょう駅」

        「承知いたしました」

        　すぐに成田が自動車を回し、冬貴は家を出た。

        　東京駅で鎌倉までの切符を買い、ゆったりとした足取りでホームへ向かう。

        「……どこへ行く」

        　唐突に冬貴を呼び止めたのは、覚えのある声だった。

        「おじい様」

        　書生を引き連れた嵯峨野経行は、もう一度「どこへ行く」と尋ねた。

        「知っていて、なにゆえに問う？」

        「諦めよ。義康もまた、おまえを諦めたのだ」

        　嵯峨野の選ぶ言葉は常に的確で、冬貴の心にも届く。

        「私は違う。おじい様とも、義康とも」

        　冬貴の言葉を聞いた嵯峨野は目を見開き、そして苦笑した。

        「我々とは違う、か。可愛げのない」

        　嵯峨野は溜息をついた。

        「おまえは本当に貴久によく似ている」

        「そうか」

        「だからこそ、おまえと義康ではわかり合えぬ。あれは現実しか信じられぬ凡庸な男だ。おまえの如ごとき魔性と――清澗寺の末まつ裔えいと添い遂げることは叶わぬ」

        　伏見が凡庸なのは理解していた、

        　頭の回転は速いが、伏見は世俗の幸福しか望まない。

        「あれの心が揺れるたびに、おまえも揺れる。こちらには迷惑極まりない」

        「私は揺れぬ」

        「何だと？」

        「決めたことだ」

        　こうなることは必定だ。

        　誰にも変えられぬ世の摂理。

        「もう一度だけ言う。おまえの思いが義康に届くことはない。あれとおまえには、わかり合う手立てがない」

        「それは」

        　手段はあると言うつもりだったが、そう言い切れない。

        「ほら、自信がないのであろう。ならばやめておくのがおまえにとっても得策」

        「それでも、ひとたび、試す意味はある」

        「――意味、か。まずまずな答えだ」

        　嵯峨野はふっと口くち許もとを歪ゆがめた。

        「ならば、心ゆくまで試してみよ」

        「ん」

        　列車の時刻が迫っているため、冬貴は身を翻してホームへ急ぐ。嵯峨野は身を翻し、出口へ向かう。

        列車の座席に収まると、すぐに発車した。

        「…………」

        　鎌倉行きは初めてではない。

        　それなのに、ほんの少しだけ自分の胸のあたりが痛い。

        　嬉しい。悲しい。楽しい。

        　違う。どれでもない。

        　伏見の顔を見るのが――そう、怖い。たぶん、怖いのだ。

        　冬貴は言葉が不得手であるから、彼にどんな言葉を投げかければいいかわからない。

        　誰もが言う。

        　冬貴と伏見のあいだにはわかり合う手段がないと。

        　人は言葉を使って互いを理解し合う。冬貴のように体温や匂い、手触りだけでは繋がれない。

        　それでも、あの男は冬貴の伴はん侶りょなのだ。

        　やがて、列車は鎌倉駅に着いた。

        　あたりは既に暗くなっていた。

        　駅前で捕まえた人力車に乗り、そのまま記憶にある伏見家の別宅へ向かう。

        　冬貴は初めて、不安を覚えていた。

        　どうしよう。

        　これからは言葉という細い糸を頼りに、伏見の心を手た繰ぐり寄せるほかない。しかし、伏見の顔を見たら、何を言えばいいのか思い浮かばなかった。

        　伏見は全部知っていると思っていた。冬貴の気持ちも、何もかも。

        　けれども、おそらくあの男は何も理解していないからこそ、冬貴から離れたのだ。

        　どこまで行けども、冬貴には彼を手離す選択肢はない。

        　あの男は冬貴と添い遂げるさだめだ。

        　勝手に離別することなど許されるわけがない。

        　なのに、一歩進むごとに足が重くなる。

        　自分の中に伏見を説得するための言葉があるのか、ないのか、冬貴は知らなかった。

        　だが、ここで退けばあのぬくもりは二度と戻らない。

        　人力車が止まった。

        「こちらですよね？」

        　車夫に問われ、冬貴は暫し躊躇ためらった。

        「お客さん？　こちらではないんで？」

        「ここだ」

        　首を振った冬貴は支払いを済ませる。そして人力車から降り、鉄製の門を自分で開けた。

        　ゆっくりと数歩歩いたところで、玄関のドアが開いた。

        「冬貴……」

        　伏見が玄関から出てくる。

        　風には潮の匂いが混じり、躰を冷やしていく。

        　早く、あたためてほしい。

        　そうでなくては、ぬくもりは消えてしまう。

        「どうして会いに来ない？」

        　つい詰問するような口調になってしまったのが、自分でも不明確だ。

        　ただ、わかることは一つ。

        　伏見とかかわるために、必要なものが何なのか。

        　それは冬貴がこれまで不要だと遠ざけ、目を背けてきたもの。

        　それがなければ、この凡俗な男は冬貴を理解し得ない。

        　最早、あのぬくもりを取り戻せないのだ。

        　伏見がいる夜を、二度と得られなくなる。

        　ゆえに、拙つたなかろうが己の言葉を使うほかないのだ。

        　冬貴にとって、それは現うつし世よの人々の真似ごとでしかなくとも、それしか手段はない。

        　ありったけの声を振り絞り、自らの思いを伏見に伝えなくては、きっと己は悔いる日が来るだろう。

        「もう二度と会わないと、約束した」

        「誰と？　嵯峨野のお祖父様か？」

        「おまえとだ」

        　それから、冬貴は続きを告げるために口を開く。

        　今は決して失えないものがあるがゆえに。

        　

        　

        　朝の光がこんなに眩まぶしいとは、今まで気づかなかった。

        「冬貴……まだ眠いのか？」

        　優しい声で問われ、目を細めた冬貴は伸びをする。

        「ン」

        　振り向いた途端に、伏見の唇が頬を掠めた。

        　あたたかい。

        　昨晩与えられたのがどれほどぶりのぬくもりだったか。尤もっとも、月日を数えるのをやめた冬貴には、どうでもいいことだった。ただただ、昨晩はひたすらに伏見を求め続けた。縋すがりついて泣いた気もするが、記憶は曖昧だ。

        「飯はどうする？」

        「おまえがいればいい……」

        　冬貴はそう言って、伏見の胸に顔を擦り寄せる。

        　飢えは、満たされた。

        　求めて止やまなかったぬくもりはここにある。

        「知っているが、それだけでは腹が減るだろう」

        「わかるのか……？」

        　冬貴が尋ねると、伏見は苦笑する。

        「それくらいはな」

        「これでいい」

        　陽ひは既に高く、冬貴は伏見の首に腕を回してまた目を閉じる。

        「まったく、なんでこんなに甘えるんだ」

        　伏見の視線を間近で感じ、冬貴は目を開ける。

        「……何だ？」

        「いや、綺き麗れいだと思って」

        「…………」

        　さすがにそれには何も返せない。

        「おまえは私をどう思う？」

        「べつに、何も」

        「男前だとか評価してはくれないのか？」

        「知らぬ」

        　美の基準など冬貴は持ち合わせてはいない。ただ、ここに伏見がいればそれでいい。

        「つれないな」

        　鼻を鳴らした冬貴は返事の代わりに首を伸ばし、伏見の顎に舌を這はわせる。

        　ざらりとした髭の感触。

        　あの男のカイゼル髭はあんなに嫌だったのに、伏見ならば嫌ではない。

        　その理由も、いつかわかるだろうか。

        「……あ」

        「どうした？」

        　動いた拍子にとろりと溢あふれた雫しずくに、冬貴は腹のあたりを押さえる。

        「痛いのか？」

        「……まだ、おまえがここにいるみたい……」

        　冬貴がそう呟くのを聞いて、伏見が息をついた。

        「ン？」

        「もっと欲しいのか？」

        「おまえは？」

        　逆に冬貴が尋ねたところ、伏見が噴き出した。

        「らしくないことを聞くんだな」

        「だって……」

        　本当にわからない。

        　冬貴はすべてを知っているつもりだった。

        　世の理を知り、人の心を知り、それらを弄んできた。

        　だが、伏見のことは知っているようで、ちっとも知らなかった。

        　こんなにも彼を求める、自分自身のことも。

        「わからない、から……」

        　だから、彼がどれほど自分を欲しているのかを知りたい。

        「ああ、もう。そんな頼りない顔をするな」

        　伏見が手を伸ばし、冬貴の躰を抱き寄せる。強い力で胸に顔を埋うずめる羽目になり、冬貴は伏見の匂いを間近で感じた。

        「体力の限界までおまえを求め続けたい。嫌だと言われても、つき合わせる」

        　十七年かかってここまで辿り着いたのだから、と伏見が続ける。

        「わかったか？」

        「ん」

        　伏見は冬貴の顎に指をかけ上を向かせ、唇を吸った。

        　欲しい。

        　存分に伏見の熱を感じ、躰の奥で受け止めたい。かたちなどどうでもいいから、本能のままに。

        「挿れて……？」

        　冬貴は上目遣いに訴えると、伏見が「ああ」と答えた。

        「こちらが空っぽになるまで抱かせてもらう」

        「ン」

        　空になどなりはしない。

        　昨晩の伏見は、冬貴に熱を注いでくれた。

        　冬貴が一番欲しかったものを。

        「壊れたりしないか？」

        「……愚かな男だ」

        　自分を見下ろした伏見が、冬貴の秘所に男根を押し当て、開いたままの部位に一気に貫く。

        「あ…」

        　体中が熱でいっぱいになって、溢れ出しそうだ。

        　何もかもが解ほどけて、零こぼれるかもしれない。

        　そんな感覚は未知のもので、冬貴は震えながら伏見の二の腕に爪を立てる。

        「義康……」

        「怖いか？」

        「ううん……そばに、いて」

        　私には、おまえしかいない。

        　おまえには、私しかいない。

        「好きだ」

        　掠れ声で囁いた伏見の言葉に、なぜか胸が痛む。

        「ん」

        　少なくとも自分には彼の言葉の真意はわからない。届かない。それでも、だけど、伏見の存在は、その声は、すべてが冬貴を満たしてあたためてくれる。

        「もっと……」

        　もっと奥に来て、もっと深いところで、伏見と一つになりたい。

        「ああ」

        　どの夜にも意味はあり、どの夜にも理由はあった。

        　けれども、伏見のいる夜よりも意味のあるものはないのだ。冬貴はそれを初めて知った。

        　そして、昨日も、今日も、明日も、伏見はここにいる。

        　

        　

        	４

        　

        　

        「清澗寺伯爵」

        　演奏会の帰り道だった。

        　夜の有ゆう楽らく町ちょうを伏見と歩いていると、誰かが声をかけられた。

        　顔を上げた冬貴は、見慣れた人物の姿に目を細めた。

        「もう伯爵ではない」

        　冬貴が短く答えると、やって来た戸塚を目にして伏見は困惑したような顔になった。

        　戸塚と顔を合わせるのは久方ぶりで、あのとき以来かもしれなかった。

        「いやはや、恐ろしいくらいに歳としを取らないな」

        「おまえは相応に老けた」

        　遠慮のない戸塚に対し、冬貴も遠慮せずに返す。

        「あんたと違って、こっちは普通の人間なんでね」

        「おまえたち、じつは知り合いなのか？」

        　すっかり混乱した様子の伏見の発言に、戸塚はにやりと悪戯いたずらっぽく笑った。

        「そうだ。かなり前に一度、取材を申し込んだんだ」

        「取材？　冬貴に？」

        「ああ、意外と真しん摯しに答えてくれたぜ。おまえが欧州に行ってる頃だから、知らないのも無理はないさ」

        　戸塚は約束を守ったようで、あのときの自分たちのやり取りを伏見は知らないのだろう。

        　別段、それもこれも大したことではない。

        「一杯飲んでいかないか？」

        「冬貴、おまえはどうする？」

        　ちらりと伏見を見やった冬貴の意図に気づいたらしく、伏見は「仕方ないな」と唇を綻ばせる。

        「悪いが、帰るよ」

        「つき合いが悪いな。……またな」

        　こくりと頷いた冬貴たちを引き留めもせず、戸塚はわずかな微笑ほほえみを持って見守っている。

        「麻あざ布ぶに戻っていいのか？」

        「うん……」

        　冬貴が伏見の手に触れると、彼はこちらを見下ろしてきた。

        「何だ、寒かったのか」

        　知らないようで、伏見は知っている。

        　冬貴を理解している。

        　だからなのか、胸がざわざわとする。

        　そのざわめきは嫌なものでも何でもなく、何かとても大切なもののように思えて。

        　冬貴は自分の左胸のあたりを押さえる。

        「どうした？　痛いのか？」

        「ううん」

        　冬貴は首を横に振り、伏見の躰に自分の身を沿わせる。

        　とても、あたたかい。

        　取り戻したぬくもりは、冬貴にとっては決して失えないものだ。

        　これから幾千もの夜を、二人で重ねていく。

        　どの夜も、一つとして同じかたちのものはないだろう。

        　それでも、すべての夜が冬貴にとってはぬくもりに満ちたものになると知っていた。

        　

        


    

    
        
            千夜抄　下弦

        
    


    
        　清せい澗かん寺じ家の離れは、昼間の陽ひ射ざしで溢あふれている。

        　子供たちには申し訳ないが、伏ふし見み義よし康やすにはそこは自宅のような場所で、今は仕事場代わりに使っていた。

        「よしやす」

        　甘ったるい発音で、清澗寺冬ふゆ貴きがするりと膝ひざの上に乗っかってくる。

        「ん、どうした？」

        　新聞に載せる書評を書きながら、伏見は冬貴の頭をぽんぽんと叩たたく。

        「飽きた」

        「そう言う頃合いだと思ったよ」

        　伏見はくすっと笑って冬貴の頭の天てっ辺ぺんあたりにくちづける。まるで幼い子供にするかのようなじゃれ合いだが、互いに五い十そ路じの身の上である。

        とはいえ、冬貴の美び貌ぼうはまったく経年を感じさせず、伏見は我が身の不摂生を反省することもあった。

        「愉たのしませてみろ」

        「ふむ。それでは……そうだな、駆け落ちでもしようか」

        「駆け落ち？」

        「そう。鄙ひなびた湯治場で二人きりというのは？」

        　伏見的には大胆な提案のつもりであったが、冬貴はふんと鼻を鳴らした。

        「凡庸だな」

        「辛口だな。なら、やめるか？」

        「…………」

        　冬貴の思惑は手に取るようにわかったため、伏見は手文庫から時刻表を取り出した。

        「行きたいんだろう？」

        　驚いたように冬貴が瞬まばたきする。

        　こんな顔を見てみたかったのだと、伏見は悦に入った。

        「であれば、何ごとも手配が必要だ。無計画では本当にただの子供の駆け落ちだ。我々は大人なのだから、もっと優雅にいかなくては」

        　これが師匠の嵯さ峨が野の経つね行ゆきならば書生たちに手配させるのだろうが、伏見はこの手のことを自分でやるのが好きだった。

        　勿もち論ろん、人に任せたほうがスムーズにいく場合は託すときもあるが、冬貴と二人での旅は極力自力で何とかしたい。

        「よし、この夜行にするか。切符を取れるかは駅まで行かねばならないが……ひとまず明日からの宿だな」

        　時刻表を眺め、伏見は一人で呟つぶやく。

        「宿？」

        「まさか出かけてから宿がないようでは、問題だからな。おまえに野宿させるわけにもいくまい」

        　伏見は立ち上がった。

        「？」

        「電話をかけてくる。ちょうどこれに広告が載っていた」

        　どこと聞かれても内緒にするつもりだったが、冬貴はそんな稚気を見透かしているらしく、特に尋ねなかった。

        　冬貴とはこれまでにもあちこちに出かけている。無論、いつものように箱はこ根ねや伊い豆ずあたりでお茶を濁してもいいが、それでは近すぎて少々つまらない。

        　京きょう都とはどうかと思ったが、彼かの地は慣れているのでつまらないだろう。

        　それならば、逆に北上するのはどうか。

        　いっそ札さっ幌ぽろあたりという手もあるが、旅行するには気軽さが足りない。それに、この時期では既に雪がちらついているだろう。

        　そう考えた末に閃ひらめいたのは、時刻表の裏表紙に広告が載っていた仙せん台だいの秋あき保温泉だった。

        　東北地方ならば冬貴も行った経験がないはずだったし、きっと楽しいに違いない。

        　行きがけか帰りがけには松まつ島しまにも立ち寄ろう。

        　素晴らしい道行きになりそうだった。

        　

        　

        「冬貴、支度はできたか？」

        「ン」

        　玄関に現れた冬貴は、ぴったりとした背広に身を包んでいた。オーダーメイドなのだから当然だが、ストライプの生地ではよけいに細身に見え、冬貴の華きゃ奢しゃな肢体を目立たせる。

        　一方で、彼がいつものように女物の着物でないのに伏見は密ひそかに安あん堵どしていた。

        　冬貴は人並み外れて美しい。

        　ほかの形容詞を知らぬほどに、常にこの男の麗容は輝いている。

        　濡ぬれたような琥こ珀はく色の瞳、桜色の唇、真珠色の歯、深雪の如ごとき膚はだ。陽射しに透けるやわらかな髪。爪などあたかも桜貝のように薄く繊細で、壊れてしまうのではないかと心配になる。

        　そんな冬貴は衣服にある意味無頓着で、放っておくと女物の緋ひ襦じゅ袢ばんを羽織って一日だらだらしている。華やかな格好をさせようとすると振り袖を身につけたりと常識を無視するので、伏見も旅行にあたってどんな格好をするのかと少々案じていたのだ。

        　まさに取り越し苦労だった。

        　家令に七日ほど留守をすると告げ、伏見は運転手に上野

        駅へ向かわせた。

        　自動車の座席に収まってこれからの予定を算段していると、唐突に冬貴が伏見の手に触れてくる。

        「ん、少し、手があたたかいな」

        　いつもは氷のように冷たい冬貴の手が、じんわりと熱を帯びていた。

        「熱か？　それとも暑いのか？」

        「……べつに」

        　冬貴はぼそりと答えた。

        　少なくとも体調が悪いようには見えないので、変調の理由がわからない。

        「具合が悪くなったら、いつでも言いなさい」

        「うん」

        　つい、冬貴には年長者らしく振る舞ってしまう自分がおかしく、伏見は彼のこめかみにくちづけた。

        　窓を開けさせると、伏見は懐中時計を見やる。

        　出発にはまだまだ余裕があったが、先に切符を買いたかった。

        　そもそも東北本線で仙台に行くには、汽車だとだいたい十二時間はかかる。おおよそ半日がかりだが、それでも、京都など関かん西さいよりは二、三時間は短くて済む。

        そう考えているうちに、すぐに上野駅に着いた。

        　午後六時半発の夜行はもともと二等寝台までの設定しかないが、滑り込みで切符を取れた。幸い四人の個室を二人で使えたのも有り難い。

        　こうした列車の個室では、日中は上の寝台を跳ね上げて、下の寝台を座席として使う。夜行とはいえ食事もまだだし、これから暫しばらくは起きているので、伏見は二人の寝台を上げ、帽子と外がい套とうをフックに引っかけた。

        「狭いか？」

        「平気」

        　もう少し快適にしてやろうとあれこれ調整しているうちに汽笛の音がし、二人の旅が始まった。

        「あとで食堂車に行こう。おまえは食欲がないかもしれないが……」

        「うん」

        　部屋にあったメニューによると食堂車は和食を出すそうで、洋食がよかったので少しばかり残念だった。伏見がよく乗る東海道線は洋食だが、東北方面は和食と決まっているらしい。

        　尤もっとも、和食とはいえ簡単な洋食はメニューに載っているはずだった。

        「何でも好きなものをご馳ち走そうしてやる」

        「楽しみだ」

        　ろくに食べないくせに、冬貴が澄まし顔でそう答えた。

        　たたん、たたん、と列車が揺れる。

        　目の前にいる冬貴の姿も陽炎かげろうのように揺らめき、伏見はわけもなく込み上げてくる感懐に胸が詰まった。

        　秋の夜は早く、外では闇の帳とばりが下りる。窓外の街灯を映し、冬貴の瞳は昏くらく煌きらめいていた。

        　綺き麗れいだ。

        　その面差しだけでなく、指も髪も、膚も、どんな動きの一つ一つであっても。

        　どちらかといえば緩慢な仕し種ぐさなのに強烈な艶つやと愛着を覚え、伏見は照れくさくなる。

        　目にするたびに惚ほれ直してしまう。

        　この感情が崇拝だとかつて柴しば崎ざき敬けい眞しんは指摘したが、反省してもなお、根底にはわずかな尊崇が残っている。

        　出会ってからもう何十年も経たつのに、冬貴の一挙一動は未いまだに新鮮で、伏見を驚かせる。あるいは心を揺り動かすのだ。

        「何を見ている？」

        「おまえが美しすぎて、見惚れている」

        　冬貴は目め許もとを染め、どこか照れたように顔を背けた。

        　

        　

        　仙台駅に着いたのは朝七時半を過ぎた頃合いで、駅は既に活気づいていた。

        「どうする？　一休みするならどこかカフェーでも探してみるが」

        　朝食に関しては、食堂車が五時から開いていたので問題なく取れた。

        　これから乗り継ぐ秋保電軌鉄道は一時間に一本で、次の列車は三十分ほど後になる。秋保温泉へ向かうのだが、かといって、早く着いてしまったところでやることがない。

        「タクシーで市内を観光できるか聞いてみよう。ちょっと待っていろ」

        「ン」

        　冬貴をその場に残し、伏見は自分の旅行鞄かばんを手に足早に構内を突っ切る。駅の外には思ったとおりに乗合自動車やタクシーの事務所があり、客待ち顔の運転手たちがたむろしている。

        　そのうちの一人と話をつけてから駅に戻ると、今度は冬貴の姿が見当たらなかった。

        「冬貴」

        　まさか、伏見を追いかけてどこかで迷っているとか？

        　さすがにそんな子供のような真ま似ねはしないだろうが、冬貴を常識で測ってはいけない。

        　慌てて駅の中を見回すと、ちょうど駅舎の隅のあたりで冬貴と見知らぬ男が立っていた。

        「なあ、こんなところにいるなんて朝帰りなんだろ？　俺につき合ってくれよ」

        「忙しい」

        「忙しいって、とてもそうは見えないぜ？　お綺麗な面を晒さらしちゃってさァ」

        　お決まりのこととはいえ、溜ため息いきをつきたくもなる。

        　冬貴の美しい容姿は、ある種の嗜し好こうを持つ人々を容易たやすく惹ひきつける。

        　破落戸ごろつき、庶民、貴族、成金、いずれにしても伏見にとっては大差ない。冬貴を求めてその炎に焼かれる、誘ゆう蛾が灯に引き寄せられた憐あわれな虫だ。

        　この状況下では冬貴が断るのはわかりきっていたが、どういう言い訳を発するか気になり、伏見は立ち止まって耳を欹そばだてた。

        「これから大事な用がある」

        　冬貴はそれだけを蠱こ惑わく的な声で紡ぎ、男に向かって去るように態度で促した。

        　大事――か。

        　我ながら口くち許もとが綻ほころび、にやけてしまう。

        　なにげなく決めた旅行だった。

        　特に意味もなく、気まぐれの結果だ。

        　それを冬貴は大事と言ってくれるのか。

        　それは伏見にとって、どれほど嬉うれしいことか冬貴は知るまい。

        　いや、知らないからこそいいのだ。

        　そこで冬貴の視線が動き、伏見の姿を捕らえた。

        「冬貴」

        　それを機に伏見があえて固い声を作ると、彼はちらりとこちらを見やった。

        「何だ、連れがいるのか」

        　男はちっと舌打ちし、すごすごと冬貴の前から去った。

        「もしかして、いるのに気づいていたのか？」

        　あえて伏見に聞こえるよう、斯か様ような殊勝なことを口にしたのだろうか。

        「ん？」

        「……いや、いい。行こうか」

        　冬貴は口から出任せなどというものは口にしない男だ。

        　おそらく、彼なりに少しは楽しいと感じてくれているのだ。

        　二人きりの、このひとときを。

        　

        　

        　伏見は仙台に来たのは初めてではないものの、そのときは松島方面に行ったので、湯治で知られる秋保や鳴なる子こは伏見にとって未知の土地だった。

        「静かでいいところだな」

        　山やま間あいの土地である秋保は、思ったよりもずっと閑静だ。仙台自体も美しい小都市で、帝都のせわしなさに少々辟へき易えきしている伏見には好もしかった。

        　単衣ひとえを身につけ、宿屋の裏手にある川へ向かう。

        　この温泉は河原沿いに温泉が湧き出るために川の湯と言われる露天もあり、それに入るのが目的だった。

        「風呂の前に、歩いてみるか？」

        「歩く？」

        「散歩だ」

        　誘うように手を差し伸べると、冬貴はそこに自分の白い手を載せた。

        　やはり、熱かった。

        「温泉に入る前なのに熱いな。熱ではないだろうし……」

        「ん」

        　帝都でも冬貴と二人で歩くことは多いが、こんな自然のせせらぎのそばというのは滅めっ多たにない。

        　温泉宿があるくらいなので川沿いは整備されていて自然の荒々しさは皆無だったが、水音は涼しげで心地良い。

        「冬貴、手を」

        「うん」

        　浴衣姿の冬貴に手を差し伸べると、彼が手を握ってくる。

        　周囲に人気がないため、二人で寄り添い合うのも気兼ねせずの済む。それは旅の思いがけない効用だった。

        　下駄を脱ぎ、素足で川に足を踏み入れると、ひんやりして爽やかだ。だいぶ秋めいているせいもあるだろう。

        「川遊びか……おまえとは初めてだな」

        　大人になって、こんなふうに足を浸しながら歩く日が来るとは夢にも思わなかった。

        「痛い」

        「そうか？　そんなに尖とがった石はないと思うが……」

        　そう言いながら伏見は、冬貴を対岸に向けて歩を進める。

        「待て」

        「ん？」

        「あっ」

        　冬貴が珍しく高い声を上げ、ぐらりと均衡を崩す。

        「……えっ」

        　冬貴が足を滑らせたのに驚き、伏見は急いで彼の腕を引き寄せる。その刹那、世界が半回転した。

        　飛沫しぶきを大きく跳ね上げながら、伏見は背中から川底に転がった。

        　水中に顔が沈みかけ、慌てて身を起こす。

        「冬貴！」

        　冬貴を咄とっ嗟さに胸に抱き込んで、伏見が下敷きになった。これで庇かばえたはずだが、どこかぶつけてはいないか。

        「…………」

        　伏見は勿論、冬貴も一瞬のうちにびしょ濡れになっている。目を丸くする冬貴の姿はまるで子供みたいで、こんな表情もできるのかと、伏見のほうが喫きっ驚きょうした。

        「う……」

        「すまんすまん。濡れ鼠ねずみになってしまったな」

        「びっくりした」

        　珍しく素直に述べた冬貴は、伏見の濡れた浴衣に触れる。膚のぬくみを確かめるようにぺたぺたと触る動きに、彼が伏見の怪け我がを案じているのだと気づいた。

        「大丈夫だ。どこも痛くない」

        「ふん」

        　濡れそぼつに任せ、伏見の胸にぴたりと自分の耳をくっつけて冬貴が寄り添ってくる。

        「怖かったか？」

        「……怖くなどない」

        　冬貴は拗すねたように黙り込み、そのまま座り続ける。まるで自分たちの周りを流れる時が、ここまで止まっているようだ。

        「こうしていてもいいが、躰からだが冷えそうだ」

        「……うん」

        　そろそろ温泉に入らないと風邪を引きかねない。伏見は冬貴に手を差し伸べ、優しく抱き寄せた。

        　添わせた躰はさすがにあたたかく、薄い衣越しに彼の体温をはっきりと感じられた。

        　

        　

        　伏見の選んだ旅館は、建物自体が二つに分かれていた。

        　すなわち長逗とう留りゅうする湯治客のための質素な湯治場と、伏見たちのように金に糸目をつけない短期滞在客のための豪華な旅館だ。

        　部屋は清潔で、そのうえ清澗寺家の離れよりもずっと広い。ここまで広くなくてもいいだが、二人でのんびり気兼ねなく過ごせるのは有り難い。

        　温泉に入ってあたたまったあとに地元の食事を満喫し、もう一度だめ押しのように風呂に入る。それから漸ようやく、冬貴は伸べてあった床にこてんと横たわった。

        「疲れたか？」

        「ううん……」

        　首を振った冬貴は身を起こし、そして、傍らに座した伏見の着物に手を伸ばした。

        「するのか？」

        「しないのか？」

        　どこか哲学的な問いかけめいてきて、伏見は肩を竦すくめた。「そのためだけに、旅行をお膳立てしたわけではないんだが」

        「固いことを言うな。もう固くしているくせに」

        「駄洒落はよせ」

        　伏見は苦笑交じりに答えながら、冬貴のやわらかな髪を撫でる。

        　冬貴にそんな俗っぽいことを言われるのは不本意だ。

        　行為が聖俗いずれに属するかは不明だが、伏見は冬貴にいつも聖性を求めてしまう。

        「萎えたか？　ならば好きにさせよ」

        「この程度で萎えはしないが、おまえはどうしたい？」

        　伏見が問いかけると、冬貴は煌めく琥珀色の瞳でこちらを睥へい睨げいした。

        「たまにはおまえに奉仕してやる」

        「いつもしてもらっているつもりだが」

        　冬貴のねっとりとした口こう淫いんを思い出し、伏見は指摘する。

        「あれは序の口だ」

        「あれで？」

        　伏見はつい眉を顰ひそめると、冬貴は愉しげに「ふふ」と笑って顎に唇を押しつけてきた。

        「楽にせよ」

        「昂こう奮ふんさせるな。楽になどできなくなる」

        「ならば、せめて黙ってろ」

        　冬貴に鼻を摘つままれたうえに唇を吸われ、伏見は息ができなくなって口を開ける。

        　途端に、待ちかねていたように冬貴の舌が入り込んできた。

        　ああ……熱い。

        　彼の膚の冷たさに比してその中はいつも熱く、伏見はその溶岩のように滾たぎる熱量に常にたじろぐ。

        　だが、それが冬貴の内側に眠れる熱情の発露だと思えば、少しもおかしいところはないのだ。

        「ん、ふ…む……んん……」

        　舌の動き一つを取っても、普段以上に熱が籠もっているようだ。

        　――もしかしたら。

        　ずっと彼の手が熱かったのは、昂たかぶっていたせいかもしれない。

        　この道行きを、冬貴なりに喜んでいたに違いない。

        　大事なことだとあの破落戸に言っていたではないか。

        　表情にも言葉にも出さずとも、彼なりにその気持ちを表現はしているのだ。寧むしろそれが本能的な部分での表現であった事実に、伏見は奇妙な感動を覚えていた。

        「あむ……ン……集中、しろ」

        　冬貴の舌が頬から顎骨までを辿たどり、右の耳じ朶だに触れる。耳の穴に舌を這はわされ、くすぐったさに笑ってしまう。

        「しているよ」

        「嘘うそだ」

        「いつもおまえのことばかりだ……おまえに首ったけなんだ」

        　伏見はそう囁ささやき、冬貴の躰に腕を回してその帯を解く。

        「まだだ」

        「わかっている。だが、裸くらい見せてくれ。減るものでもないだろう」

        「減る」

        　冬貴はつんと澄まして答えると、伏見の裸の膚に触れていく。

        「こら……」

        「寒かったか？」

        　建物の中は温度も保たれ、特に不足はない。

        「寒いのか？」

        　火鉢でも借りたほうがいいだろうか。

        「違う」

        「え？　ああ、さっき、転んだときか？」

        「うん」

        「おまえがいれば、寒くない」

        「私もだ」

        　冬貴はそう呟つぶやいて、どこか愛いとおしげに伏見の左胸を撫なでた。

        「ここも、私でいっぱいだろう？」

        「ああ」

        　これほどまでに純粋な感情を注いでくれる愛しい人が傍らにいるのに、寒さを感じる暇などあろうか。

        「どちらかというと、痣あざができているよ」

        「痛みなど忘れさせてやろう」

        「成仏させてくれるのか？」

        「それもまたよい」

        　官能の極致で昇天というのもいい。腹上死では外聞が悪かろうが、死んでしまえばあとのことなど知ったことではなかった。

        「では、腹上死させてくれるか？」

        「まだだ」

        　意外な返答だった。

        「おまえであたためてくれないのか？」

        「ふふ……まだ私がぬくまっていない」

        　冬貴は微笑ほほえみ、伏見の乳首に唇を押しつける。

        　ふわりとした唇はそれでいて弾力があり、まるで泡のようだ。

        「こら」

        「たまには私で感じてみろ」

        　ちらちらと繊細に舌を動かされ、触覚が刺激される。

        「ッ…おまえ、くすぐったい……」

        　こんな悪戯いたずらをされるのは初めてで、動揺から伏見の額にうっすらと汗が浮いた。

        「それだけか？」

        「どう、かな……あたたかいのはわかるが……」

        　伏見が混乱しつつ答えるのを聞いて、冬貴が嬉き々として愛あい撫ぶを続ける。

        「ん、っく…冬貴……」

        「ふふ、感じてきたな」

        「こそばゆいだけだ」

        「強情だな」

        　冬貴がぴんと乳首を指で弾はじいたせいで、伏見は呻うめかざるを得なかった。

        「この…性悪め……」

        「欲しいか？」

        「当然だ」

        「では、やろう」

        　冬貴自身も焦じれていたのか、下腹部は既にべっとりと濡れており、花茎は水気を帯びてそそり立っている。

        　とろりと滴る蜜は、まるで絵画のようだ。雫しずくが一滴滴り、冬貴の薄い叢くさむらを濡らした。

        「おまえこそ随分感じているじゃないか」

        「よい前戯だった」

        　笑みを浮かべる冬貴はそのまま伏見を組み敷くと、のしかかってきた。

        「っく……」

        　自分を呑のみ込んでいく冬貴の中は、熱い。

        　いじらしいほどに。

        　この熱をもっと感じたい。

        「はあ……あ、ッ……どうだ……？」

        「とても、熱い」

        「おまえが熱いんだ」

        　文句を言うところも愛らしく、伏見は目を細めた。

        「それだけか？」

        「そんなわけがあるまい」

        　冬貴は己の唇を舌先で舐なめ、いきなり激しく腰を上下に動かし始めた。

        「ッ……く……」

        　複雑に折り重なる肉層に性器を存分に擦られ、伏見は既に汗だくになっていた。

        「ん、ン……、ふ……ふふ、こう、か？」

        「く…ふゆき……」

        　たまらない。慣れた感覚のはずなのに、それでも酔わされてしまう。意図を持って肉にく襞ひだを締めたり緩めたりを繰り返し、伏見に絶え間ない愉楽を与えてくるのだ。

        「おい……」

        　声が掠かすれた。

        「いい……ここ、きもちい……」

        　冬貴は言いながらわずかに脱力し、今度は躰をどこか緩やかに前後に揺する。

        「ふ、ふ……うん…んッ、奥まで、入ったから…中に、かけて？」

        「中に？」

        「うん……そこに、つけて……」

        　そこから奥の――腸はらわたにたっぷりかけてほしいとの思惑か。

        　どこか陶とう然ぜんとした口ぶりになり、冬貴が尻を基点に躰を動かす。

        「あっ、あ、そこ…そこっ」

        「突いてもいいのか？　好きにしたいんだろう？」

        「うん、ん、んッ」

        　入り口も出口もないはずの男の肉体だ。

        　それでも、冬貴の中には確かに伏見のための場所がある。伏見の情熱と愛執を受け止め、それを悦よろこびと感じるところが。それが愛おしいのだ。

        「…出して……？」

        「もう？」

        「ン」

        　冬貴がぶるっと躰を揺すり、射精をねだるように内襞を収縮させる。

        「く…」

        　さすがにこれでは伏見も分が悪い。

        　貪られているだけなのに、こんなにもいいものだとは。

        「…出す、ぞ」

        「うん」

        　きゅうっと締めつけられて、せつないほどの感覚に伏見は震えた。

        　これが一つになるということだ。

        　肩で息をしていると、冬貴が結合を解いてどさりと崩れ落ちるように布団に横たわる。

        　欲望の塊のような冬貴でさえも、やはり疲労はあるらしい。

        　伏見は冬貴の裸の肩に手を触れ、膚が汗ばんでいることに今更のように驚いた。

        　そして、力を込めて細い肢体を引き寄せる。

        「愛してる……」

        　答える代わりに、冬貴のほうから伏見の唇に自分のそれを押しつけてきた。

        　若い頃のようにただただ力任せに貪ったりはしなくなったが、愛おしさは増していくばかりだ。

        　強い情熱と愛情で、冬貴を染め上げたかった。

        「私の番でもいいか？」

        「や…」

        　冬貴は汗を飛び散らせながら淡い色の髪を振り、伏見から離れる。それから伏見の上から退いて、「したいのか？」と自分の臀でん部ぶを突き出して問う。

        「意地悪はしないでくれ」

        「ふふ」

        　冬貴はぺろりと舌先で自分の唇を舐めた。

        「挿いれてみて？」

        「ああ」

        　冬貴の躰を返して、正面から一息に腰を勧める。冬貴が腰に脚を絡めてきたので、その躰を持ち上げるようにして自分の膝に座らせる。

        「あー……ッ」

        「深いだろう？」

        　腰を掴つかみ、汗を飛び散らせながら下から振動を送り込んでやる。

        「うん、ん……ん、すごい、」

        　冬貴が甘ったるい声を更に弾ませて、快感を訴えた。

        「いい、いい…義康、」

        「私もだ」

        　囁いた伏見は冬貴の唇に自分のそれを押しつけ、がむしゃらに舌を絡ませる。

        「ん、ん、……んーッ」

        　舌と舌を擦り合わせて、唾液ごと掻き混ぜて、もみくちゃにする。

        　快楽と熱情の狭はざ間まで錐きり揉もみにされ、伏見は暫しばしその二つの衝動に溺れた。

        　

        　

        　目を覚ましたのは、自分の顔に触れる他人の気配を近くしたからだ。

        　目許。口許。彼が伏見の皺しわを興味深げに撫でていることに気づき、伏見は目を開けた。

        「どうした？」

        「…………」

        「歳としを取ったとでも思ったのか？　おまえと違って私は普通の人間だからな。昔とは随分変わっただろう」

        それくらい自覚はあるので、受け容いれているつもりだ。

        「変わるから、いい」

        「え？」

        「それだけの時間、おまえは私をあたためている」

        　普段は多弁ではない冬貴の言葉だからこそ、紡がれる言葉に千せん鈞きんの重みを感じて愛しさが募る。

        「ああ……そうだな」

        　伏見は納得顔で頷うなずいた。

        　冬貴は知るまい。

        　伏見が彼をあたためているぶんだけ、いや、それ以上に伏見が彼からあたためられているということに。

        「こういうのも、いい」

        　ぽつりと伏見が呟くと「ん？」と冬貴が眠そうに応じた。

        「おまえと愛欲の日々を送るのも」

        「これまで送っていなかったのか」

        　伏見の腕の中でどこか気け怠だるげに問いかける冬貴に、つい、噴き出しそうになる。

        「――まだ浸りきってはいない」

        　伏見は苦笑し、冬貴のやわらかな髪を掬すくっては落とす。

        「今はこちらも俗世で精いっぱいだ」

        「代わりに私が世を捨てている」

        　冬貴が無感情に告げたので、伏見は「ふむ」と相あい槌づちを打った。

        「捨ててはいないが……そうだな。拾ってもいないか」

        　言葉遊びを楽しみながら、冬貴の華奢な肩を抱く。

        「隠居するのか」

        　冬貴が静かに尋ねてくる。

        「そういうわけでもないが……それも一興だ」

        　隠居などまだまだ先のことだと思っていたが、こういう生活もいいのかもしれない。

        　冬貴と二人きり、まるで明日をも知れぬ若者のようにひたすら求め合って暮らす。

        「おまえをもっとあたためていたい」

        「もっと貪らせるのか？」

        「そうだ。いくらでも貪ればいい。それだけの時間がある」

        「自信があるのか？」

        「なければ言わないよ」

        　蜜月は永遠に続く。

        　若い頃はそれが信じられなかったが、今となっては、それこそが幸福だと思えるようになったのだ。

        　愛しい相手とただただ甘い刹那を貪り合う――それだけで。

        　そうか、これが幸いなのか。

        　胸が締めつけられるような感覚に、一瞬、目許がじわりと熱くなる。

        　柄にもなく、泣き出しそうなのだ。

        　私にはおまえしかいないように、おまえには私しかいない。

        　それを実感する。

        　斯かくも涙脆もろくなるとは、我ながら歳を取ったものだ。

        　苦笑した伏見は身を起こし、冬貴を改めて抱き締めた。
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